















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「もぉーむりぃ！　耐たえられないッ！　わたし、人前で演奏なんてできないよ！」

　美術準備室に帰ってきた途と端たん、俺の恋こい人びとの有あり坂さかヨルカは盛せい大だいに弱音を吐はいた。

「そう悲観するなって。俺よりヨルカの方が上う手まく演奏できてたぞ」

　俺は、ついさっきの出来事を嘆なげくヨルカをなだめようと頭を撫なでる。ヨルカはそれを大人しく受け入れながらも客観的な意見を求めてきた。

「じゃあ夏休みに家うちで聞かせたピアノより綺き麗れいな音色だった？」

　ヨルカは涙なみだ目めになりながら俺を見る。

　先ほどまで、俺達のバンド・リンクスははじめて人前で演奏をした。

　文化祭メインステージの出演バンドを決める軽音楽部内のオーディションに参加していた。

　その出で来き栄ばえに、ヨルカはここまで落ちこんでいるのだ。

「オーディションでの演奏、あれはあれで味のある感じで俺は好きだよ」

「あんなの、本番でお客さんに聞かせられないよぉ」

　キーボード担当のヨルカは、緊きん張ちようのあまり一音目から外してしまいミスタッチをするたびに必要以上に慌あわてて、さらにミスを繰くり返かえすという悪あく循じゆん環かんにハマってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ヨルカはピアノ上う手まいんだから、慣れればいつも通りにできるさ」

　俺は夏休みに有あり坂さか家けにお泊とまりした時の一幕を思い返す。

　姉のアリアさんのリクエストにより、ヨルカは俺にピアノの腕うで前まえを披ひ露ろうしてくれた。

　鍵けん盤ばんを滑すべる美しい指の動き、流りゆう麗れいなメロディーを奏かなでる余よ裕ゆうのある佇たたずまい、聞く者の心に染しみ入いるような上品な演奏に、俺はいたく感動した。

　それと比べると正確さや繊せん細さいさという点では、今日は本来の実力を発揮できていなかった。

　とはいえ、本人が気に病やむほど悪い出来ではない。

　ただヨルカにしてはミスタッチがちょっと多かっただけだ。周りの音はしっかり聞けているから、一音ズレたところでその後のメロディーやリズムはすぐに持ち直した。

　ミスからそのまま総そう崩くずれ、みたいなことではない。

「けど、あんなに大勢に見られるといつも通りには弾ひけないの！」

　ここまで凹へこんでいるヨルカも珍めずらしい。

　すっかりネガティブな思考に囚とらわれている。

「高校生の文化祭だぜ。ピアノコンテストじゃないんだから、楽しんだ者勝ちだよ。そこまで気張ることでもないって。リンクスも、きちんと合格したじゃないか」

　俺はあえて軽い調子で言った。重たく受け止めすぎているヨルカの心を軽くしたかった。

　出演希望の全バンドが演奏した末、部員達の投票により出場する三バンドが決まる。

「リンクスが合格できたのは叶かのうさんのおかげでしょう。少なくともわたし自身はダメダメだった」

　ヨルカさん、意外と自分に厳しい。

　得意なことだからこそ自分のイメージ通りに弾ひけないのが悔くやしかったのだろう。

　残暑が続く九月の夕ゆう陽ひを浴びながら、ヨルカは椅い子すの背もたれに額をつけ、うなだれている。

　ちらりと見えた白いうなじは、夏祭りの浴衣ゆかた姿すがたを思い出させた。

　和風な装よそおいもヨルカにはよく似合っていた。

　というか、俺の彼女はどんな服を着ても素す敵てきだ。

　長く美しい髪かみ、白雪を思わせる肌はだ。長く濃こいまつ毛が縁ふち取どる大きな目は宝石のように魅み力りよく的てきだ。鼻筋の通った整った顔は小さい。薄うす桃もも色いろの唇くちびるは艶つやめく。そのスタイルも同級生とは一線を画すほど女性的な曲線を誇ほこる。豊かな胸むな元もとと細い腰こし回まわり、大きなお尻しりに長く引ひき締しまった脚あしは芸術品と言えよう。

　この美術準備室に並んだ石せつ膏こうの女め神がみ像ぞうにも引けをとらない。

　もうすぐ制服の夏服も見納めになると思うと、少しだけ悲しい。

「……恋こい人びとのわたしがこんなに悩なやんでいるのに、希き墨すみはよからぬことを考えていない？」

　他人の視線に超ちよう敏びん感かんであることは弱点でありながら、武器でもある。

　人に見られて緊きん張ちようしてしまいがちな一方、俺の視線の位置にもすぐに気づく。

　柳りゆう眉びをわずかにひそめて、俺を下から睨にらんでいた。

「いやいや、ヨルカは美人だなって見み惚ほれてただけだよ」

「付き合って半年でしょう。いい加減見慣れるものじゃないの？」

「まさか。一生見み飽あきないと思うぞ」

「え、一生ってちょっと長くない？」

　ヨルカは身体からだを起こす。

「本気だって。いまだにこんな綺き麗れいな女の子と恋こい人びとになったのは夢なんじゃないかと時々疑いたくなるよ」

「どうやって確かめるの？」

「え、こう見つめながら感かん慨がいに耽ふけるというか」

「眺ながめるだけで確かめられるなんてお手軽な愛情確かく認にんね。誰だれでもできるじゃない」

「──、俺にしかできないことをしてもいいの？」

「今はふたりきりだけど」

　ヨルカは挑ちよう発はつするように、こちらを見た。

　俺はゆっくりとヨルカの隣となりの椅い子すに座る。

「キーボードを演奏して疲つかれたから、マッサージをしてもらいたいのかな」

「それもありがたいけどハズレ」

「じゃあ、甘いものでも食べたいとか？」

「甘いお菓子は買ってこないと、今はここにないわ」

「難しいな。俺の恋こい人びとはなにをご所しよ望もうなのかな」

「口をつかうってところまでは正解」

　膝ひざと膝ひざが触ふれ合あう。

「口笛で一曲吹ふく？」

「音楽はさっき散々聞いたから」

「あぁ、わかった。喉のどが渇かわいたんだろう」

「……、そうね。喉のどは渇かわいたかも。だから飲ませて」

「え!?」

　ヨルカの意図するところを察して、俺はわずかに戸と惑まどう。マジで？

「そこにペットボトルの水あるから飲ませて。──ただし、手はつかわないで」

「最後の条件必要？」

「慰なぐさめてほしいの」

「わかった」

　俺は冷たい水を口に含ふくむと、そのままヨルカと唇くちびるを重ねた。

　唇くちびると唇くちびるをぴったりと合わせていく。しばらく唇くちびるのやわらかさを確かめた後、ゆっくりとほんの少しだけ口を開いた。わずかな隙すき間まから流れ出す水をヨルカは上手に受け止める。こくりと喉のどを鳴らしながら、俺の中にあったものをすべて飲み干した。

　無意識のうちに膝ひざの上で指と指を絡からめ合あう。

　空っぽになってからも俺達は離はなれない。

　ずっとくっついたままお互たがいの存在を感じ合う。

　ようやく顔を離はなすと、ヨルカはとろんとした表情になっていた。

　うっすらと開いた口元から水の雫しずくがこぼれて、顎あごに伝わる。

　俺はヨルカの濡ぬれた口元を指で拭ぬぐう。

　彼女はそれを大人しく受け入れる。

「ただの水分補給なのに、すごくエッチな気がする」

「あぁ、すげぇ刺し激げき的てき」

「お水、温ぬるかった」

「俺の体温のせいかな」

「なんか、ポカポカしてきちゃった」

「耳まで赤いぞ」

「希き墨すみこそ」

「仕方ないだろう。こんなこと、はじめてなんだから」

「またひとつ、希き墨すみのはじめてをもらえた」

　ヨルカは無む邪じや気きに喜ぶ。

　この無防備な笑え顔がおは破は壊かい力りよくが抜ばつ群ぐんなんだよ。

　今が真夏の炎えん天てん下かだったら、俺の理性はとっくに蒸発していたことだろう。

　この夏を経て、ヨルカの求め方はかなり大だい胆たんになってきていた。

　最近では今のような危あやういおねだりも珍めずらしくない。

　休日もバンドの練習や文化祭の準備などでヨルカとデートできていないので、ふたりきりの時間が単純に減っているというのも一因なのだろう。

　一いつ緒しよにいる時間が限られているからこそ、ただのじゃれ合いでは物足りないとばかりに、恋こい人びと同どう士しの触ふれ合あいはエスカレートしていく。

　俺も生殺しにされている気分で、これ以上はいよいよ歯止めが利きかなくなりそうだ。

「希き墨すみ、硬かたくなってる」

　ヨルカは視線を下に落としながら、俺のある変化に気づく。

　俺は恋こい人びとの顔を直視できなくなり、思わず壁かべの方に視線を逃にがした。

　ヨルカの指が俺の手をマッサージするように表面を撫なで回まわす。そのじれったい感かん触しよくに心しん拍ぱく数すうがさらに上がっていく。

「どこが？」

　俺は意を決して問う。

　潤うるおしたばかりの喉のどがやたらと渇かわくのは気のせいではない。冷れい房ぼうが効いているはずなのに体温は高くなる一方だ。じんわりと汗あせが浮うかぶ。

　もう流れに身を任せるのだ。

　恐おそれるな、瀬せ名な希き墨すみ。女の子に恥はじをかかせてはならない。

　いっそいけるところまでいってしまえッ！

「希き墨すみの指先、前よりすごく硬かたくなってる」

「え、指？」

　俺は視線を下げる。

　ヨルカが見ていたのは、俺の太ももの上に置いていた左手だった。指先の状態を丁てい寧ねいに確かめていた。

「ギター、すごく練習してるんだから当然か。最初の頃ころよりかなり上達したよね」

　ヨルカは俺の成長を我が事のように喜んでくれた。

　初心者の俺が本格的にギターの練習をはじめて、そろそろ一カ月。

　その間、一日も欠かさずギターに触ふれていた。ふにゃふにゃだった左手の指先は最初硬かたい弦げんを押さえるとすぐに痛くなっていたが、言われてみれば今は以前ほどのつらさは感じない。

「ヨルカはよく気づくな」

「そりゃ希き墨すみの変化には誰だれよりも敏びん感かんでいないとね」

「頼たのもしい恋こい人びとだな」

「努力の成果が出て羨うらやましいわ」

「俺は初心者だから、のびしろしかないだろう。もともとピアノが弾ひけるヨルカとはスタート地点が違ちがうわけだし」

「けど軽音楽部の人達の前でさえ、あれだけミスしちゃったんだよ。早くなんとかしないと」

　俺達のバンド・リンクスは文化祭のために組まれた、いわば期間限定の即そく席せきバンドである。

　リーダーの叶かのうミメイを除くメンバー四人は、軽音楽部に所属していない。

　結成に至るまでの経けい緯いを知る軽音楽部の面々は好意的な態度で聞いてくれたし、あまつさえ文化祭メインステージの出しゆつ演えん枠わくを、大半が部員でもない俺達にあたえてくれた。

　彼らの信しん頼らいに応えるためにも、本番はなんとしても成功させなければという意識がリンクスのメンバーの間でしっかり共有されつつある。

「心配しなくても一番足を引っ張る可能性が高いのは俺なんだから、ヨルカは自信をもって演奏すればいい」

「……自信ってさ、他人から簡単にもらえればいいのにね」

　ヨルカは弱音を吐はきながら、俺の胸むな元もとに頭を預けた。

　鼻先をヨルカの甘い香りがくすぐる。

　どうして素す敵てきな女の子というものはいい匂においがするのだろう。

　こうも無む警けい戒かいに密着されてしまうと、せっかく鎮しずまりかけていた熱がまた猛たけり出だしそうになる。身体からだを寄せるヨルカは手て慰なぐさみとばかりに、俺の手をふにふにと触さわり続つづけていた。

　ごめんなさい、辛しん抱ぼうたまりません。

「なぁヨルカ、場所を変えないか？　小腹も空すいたし」

「賛成。わたしも、なんか甘いもの食べたい」

「なんでもいいよ。ヨルカに合わせる」

　別のことに意識をとられていたせいで、俺はつい返事がおざなりになってしまった。

「ねぇ、わたしって希き墨すみを困らせてる？」

　ヨルカはそこを敏びん感かんに察した。

「そんなわけないだろう」

「けど、今ちょっと上の空だったし」

「言わないとダメ？」

「希き墨すみのことはなんでも知りたい」

　俺は正直に答える。

「ヨルカがかわいすぎて、しかもボディータッチも多めになってきたせいで、その、興奮する。ここは密室でふたりきりだろう。危あやうく襲おそいかねない」

「～～～～ッ」

　ヨルカはハッとした顔になり、自分が全身を密着させて甘えていたことに気づく。

　どうやら無自覚だったらしい。

「わたし、磁石でも仕込まれた？　いつの間にあんなにくっついてたの？」

「愛情という名の磁石じゃない？」

　しゃらくさいことを適当に言いながらも俺はにやけるのを堪こらえきれない。

「二学期に入ってから土日にデートできてないから、スキンシップが足りてないのよ！」

「そうだな。俺も早くヨルカとふたりだけで遊びに行きたい」

　俺も本心からそう感じている。

「希き墨すみ。甘いものといえばケーキもいいけど、たまにはドーナツ食べたい！　駅前のミスドに行こうよ！」

　ヨルカは顔を真っ赤にしながらも、何事もなかったように提案する。

　もちろん、ヨルカの誘さそいを俺が断るはずもない。







　昇しよう降こう口ぐちまで下りると、ちょうど下げ駄た箱ばこのところに朝あさ姫きさんがいた。

「げっ!?」

　クラスメイトの支はせ倉くら朝あさ姫きの存在に気づいた途と端たん、ヨルカは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「ふたりとも今帰り？　遅おそくまでご苦労様。バンドの練習は順調？」

　朝あさ姫きさんはヨルカの渋しぶい顔を華か麗れいにスルーして、気さくに話しかけてくる。

　ほんのり明るい茶ちや髪ぱつは肩かたまで伸のび、人好きのする華はなのある顔立ちは今すぐにでも芸能界で通用しそうだ。女の子らしさを少しだけ強調するさり気ないお化け粧しようやオシャレな雰ふん囲い気きで、みんなから愛されている学年の人気者。明るい性格で、誰だれに対しても分わけ隔へだてなく親しみのある距きよ離り感かんで接するので友達も多い。

　俺とはふたりで、二年Ａ組のクラス委員を務めている。

「俺はまだまだ先が険しそう。朝あさ姫きさんは茶さ道どう部ぶ？」

「うん。部活が終わって、神かん崎ざき先生と文化祭の話をしてたら遅おそくなってね」

「次期部長は大変だね」

「希き墨すみくんこそ、……相変わらず有あり坂さかさんにべったりされている感じね」

　朝あさ姫きさんは様子を窺うかがうように黙だまっているヨルカへ視線を向ける。

「付き合ってるんだから当然でしょう！」

「私は見たままの感想を言っているだけよ」

「文句みたいに聞こえるけど」

「それは有あり坂さかさんになにか心配事でもあるからじゃない？」

「一番の原因はあなたでしょう」

「私はただ希き墨すみくんに片かた想おもいしてるだけなのに」

　ヨルカが今にも爆ばく発はつしそうなのに対して、朝あさ姫きさんは淡たん々たんと言葉を返す。

「希き墨すみの恋こい人びとのわたしの前で堂々と片かた想おもいを口にするのが気に入らないの！」

　夏休み、俺達は仲のいい友達グループで海へ旅行に出かけた。

　そこで朝あさ姫きさんは俺とヨルカの前で、瀬せ名な希き墨すみへの恋れん愛あい継けい続ぞく宣せん言げんをしたのであった。

　もちろん、朝あさ姫きさんは俺達が両りよう想おもいの恋こい人びとであることは知っている。

　だけど自分の恋こい心ごころが冷めるまで好きでいさせて、と彼女は言った。

「私はあくまで自分の気持ちの話をしただけよ。露ろ骨こつに奪うばう気なら、偶ぐう然ぜん会ったこのチャンスを活いかしてふたりで遊びに行こうって誘さそうってば」

「わたしが絶対に許すわけないでしょう！」

「怒おこるのは実際に誘さそった時にしてよ」

「うぅ～～」

　悔くやしそうに唸うなるヨルカは、威い嚇かくする猫ねこみたいだ。

　かたや朝あさ姫きさんは落ち着いた口くち振ぶりで、ヨルカの怒いかりをひらりはらりと躱かわしていく。

「じゃあ、私は先に帰るから。またね」

　朝あさ姫きさんは手を振ふり、あっさり先に下校していった。

「ヨルカ。クラスメイトなんだから、朝あさ姫きさんにもう少し穏おん便びんな態度をとれないかな？　必要以上に反応するのも疲つかれるだろう？」

　反論される覚かく悟ごで、俺はやんわりと諭さとそうとする。あんまり敵視すると、ヨルカの不ふ機き嫌げんが周囲にまで伝でん播ぱして空気が悪くなってしまう。

　ところがヨルカから返ってきたのは意外な反応だった。

「……張り合いがなさすぎる。変だわ」

　ヨルカは拍ひよう子し抜ぬけした様子でいまいち歯切れが悪い。

「変って？」

「覇は気きに欠けてる」

「あれだけ口くち喧げん嘩かしてたのに？」

　ヨルカと朝あさ姫きさんの忌き憚たんなき言葉の応おう酬しゆうに、俺は内心かなりヒヤヒヤしてたぞ。

「言葉に、いつもみたいな勢いがないの」

「よくわかるな」

　言われてみれば、ここ最近の朝あさ姫きさんは物思いに耽ふけっているような時があったかもしれない。話しかければ、いつも通り明るく快活な声で返してくれる。それでも会議中など、ふとした瞬しゆん間かん、心はどこか別のところへ飛んでいるような印象だった。

「今もっとも警けい戒かいすべき相手だからこそ些さ細さいな違ちがいに気づくものよ」

　ヨルカは油断できないとばかりに気を緩ゆるめない。

　相手を意識しているという意味では、好きも嫌きらいも同じなのだろう。

　敵意という名の関心は常に相手へ向けられている。

「その繊せん細さいさをどうして歩み寄りの方に活用できないんだよ」

「自分で気持ちを自由にコントロールできたら、オーディションだってノーミスで演奏してたわよ」

　ごもっともで。

　俺もいまだにギターをノーミスで弾ひけた例ためしがない。果たして本番までに間に合うのか。

「無事にライブを成功させたいな」

「うん。だから成功させるために、これから作戦会議よ！」





◇◇◇






　学校を出た俺達は駅前のミスタードーナツに入った。

　ギターケースとカバンで座席取りをしてからふたりでレジに並ぶ。

　それぞれ食べたいドーナツを選び、飲み物はふたりともコーヒーを注文してお会計へ。

　四人掛けのテーブルで向かい合って座りながらドーナツを食べつつ、文化祭のライブについて話す。

「ヨルカの課題は、いかに大勢に見られても緊きん張ちようせずに演奏できるようになるかだよな」

　俺と違ちがって、楽がく譜ふ通どおりに演奏すること自体はヨルカには造作もない。

　ヨルカにとってロックは普ふ段だんあまり聞かないジャンルだそうだ。しかし何度も練習するうちにコツをすぐに摑つかんでいった。

「希き墨すみ、なにかいいアイディアない？」

「うーん。結論は慣れろの一言に尽つきるんだよなぁ」

「それができたら明日が本番でも余よ裕ゆうよ」

　ヨルカは食べかけのポンデリングを一気に口に頰ほお張ばった。

　無理を言うな、とやけ食いで表明しているようだ。

「いや、明日が本番なんて俺が無理だから」

「わたしにとってはそれと同じくらいハードルの高い要求なの」

　得手不得手は人それぞれである。

「シンプルに人前で練習する回数を増やすとか」

「それはそうだけどさぁ～～」

　ヨルカが乗り気になれない気持ちは俺もよくわかる。

　苦手なことに取り組むのは通常の何倍も気力を要するし、できるだけ楽であるに越こしたことはない。

「ヨルカはこれまで何度も緊きん張ちようを乗のり越こえてきたじゃないか」

「たとえば？」

「春先の球技大会。でっかい声で応おう援えんしてくれたし、捻ねん挫ざした俺に、みんなに見られてるのに保健室まで肩かたを貸してくれた」

「あれは、希き墨すみが怪け我がしたから」

「次に瀬せ名な会かいではじめて行ったカラオケ。アリアさんとの姉妹きようだい喧げん嘩か。夏休みにみんなで行ったお泊とまり旅行。俺と付き合う前のヨルカなら絶対ありえないことばかりじゃないか」

「……支はせ倉くらさんに告白された時のことは意図的にスルーしたわね」

　ヨルカの目つきが鋭するどくなる。

「思い出させたら機き嫌げんを悪くするだろう」

「もう遅おそいってば」

　ヨルカの嫉しつ妬とが嬉うれしいような、恐こわいような。

　俺は仕切り直そうとコーヒーを一口飲む。

「どうして緊きん張ちようするのか、具体的に考えてみよう。ヨルカは他人の視線が気になって集中できない。だからミスをしてしまう」

「うん」

「逆に気が散らなかった時は、どんな風だった？」

「球技大会の時は希き墨すみが心配だったから」

「嬉うれしかったよ。じゃあカラオケの時は？」

「最初は支はせ倉くらさんがいることに警けい戒かいしてたけど、歌ってお喋しやべりしているうちに段々楽しくなってた」

「アリアさんと姉妹きようだい喧げん嘩かした時はどうだった？　俺は直接見てないからさ」

「……ここで逃にげたら、きっと一生後こう悔かいする。そういう強い決意があったおかげ」

　ヨルカはその時のことを思い出したようで、なぜか苦く笑しようした。

「俺から言わせれば、あのアリアさんに物申す方がライブよりよっぽど緊きん張ちようしそうだけど」

「姉し妹まいだからこその譲ゆずれないこともあったのよ。希き墨すみは気づいてないだろうけど」

　目を細めながら言うヨルカの声には、若じやつ干かんの険があった。

「気づいてないって、なにに？」

「姉し妹まいだけの秘密。絶対言わない」

　どうも掘ほり下さげると藪やぶ蛇へびになりそうだ。君子危あやうきに近寄らず。

「そうか。じゃあ、夏の旅行は？」

「もちろん楽しかったから。──支はせ倉くらさんと希き墨すみの混浴には頭に来たけど」

「あれは偶ぐう然ぜんの事故で、純じゆん粋すいな救護活動だからッ！」

　俺は反射的にテーブルに額をこすりつけていた。

「じゃあ頭下げないでよ。周りのお客さんが見てるから」

「ヨルカとの別れは世界の終わりに等しいんだよ！　ここは許してもらうまで誠心誠意ッ！」

「一応は許してるから！　とにかく、わたしも世界は終わらせたくないから、引き続き浮うわ気きはしないでね」

「神様仏様ヨルカ様に誓ちかって」

「おぉ、わたしが神格化されてる」

　両りよう想おもいの恋こい人びとは機き嫌げんを直しつつ、目で俺に話の続きを促うながす。

「ヨルカが緊きん張ちようしないのって、喜き怒ど哀あい楽らくを問わず自分の感情が最優先されてる時なんだよ」

「あ、確かにそうかも！」

　ヨルカは目から鱗うろことばかりに頷うなずいた。

「そういう時は周りを気にする余よ裕ゆうもないし、自分自身にだけ意識が向いてるから結果的に深い集中に入れてるんだ」

「深い集中……」

　俺はチョコファッションを手に取り、一口齧かじる。

「まぁ要するに、ワガママになれってことだな」

　ヨルカの目下の課題に対する俺なりの答えを告げる。

「ワガママって女王様にでもなればいいの？」

　ヨルカが大真面目な顔でそんなことを訊きくから、俺は思わず女王様姿のヨルカを想像してしまった。

　ドＳ度マックス、ワガママ放題の女王様ヨルカ。

　それならそれでまた愛いとおしいと感じてしまうあたり、俺もだいぶヨルカにメロメロだ。

「ねー希き墨すみ、妄もう想そうの世界に浸ひたらないで～～」

「すまん、恋こい人びとへの愛情を再さい確かく認にんしてた」

「そういうのは妄もう想そうじゃなくて現実でしていいから」

「人前でも？」

「それはダメ。恥はずかしいから」

　ヨルカくらい美人だと嫌いやでも周りの視線を集めてしまうのだから大変だ。

「アリアさんから視線に慣れるコツを教えてもらえばいいじゃん。あの人ほど堂々とした振ふる舞まいをしてる人なんて見たことないぜ」

　有あり坂さか姉し妹まいの差など、本人達が思っているよりずっと些さ細さいなものだ。

「……希き墨すみってなんだかんだいってもお姉ちゃんに絶大な信しん頼らいを寄せてるよね」

「アリアさんがいなければ永えい聖せいに合格できてないし、ヨルカとも付き合えなかっただろうしな。恩人だし、あの人の優ゆう秀しゆうさには俺も正直憧あこがれる」

「姉の影えい響きよう力りよくがわたしの恋こい人びとに大きすぎる！」

「心配しなくても、俺が恋れん愛あい対象として好きなのはヨルカだけだよ」

　俺がさらりと返すと、返事の代わりに手が口元に伸のびてきた。

「チョコレート、口についてる」

　ヨルカは俺の口元を指先で拭ぬぐうと、そのままチョコのついた指をペロリと舐なめた。

「わたしも、こんなことするのは希き墨すみだけよ。特別だから」

　なんだかその仕草がえも言えぬ色気を帯びているように見えて、妙みように悩なやましかった。

　俺の彼女はかわいいぞぉ────────────ッ、と大声で叫さけびたい気持ちを抑おさえこむために、マグカップのコーヒーを呷あおってにやける口元を隠かくした。

　そうやってヨルカの視線克こく服ふくという課題について話しながら、時間は過ぎていった。

「もうアイディアは出なさそう？」

「いや、最後に一個だけ」

「あるなら聞かせてよ」

　間ま違ちがいなくヨルカが嫌いやがりそうな提案だが、俺は言うだけ言ってみることにした。

「文化祭ではクラスでも出し物をやるよな。そのクラス代表に立候補してみれば？」

「え、そんなの無理！」

　予想通りの反応だった。

「やってみれば案外楽しいかもしれないぞ」

「クラスをまとめたり、指示したりするんでしょう。わたしには向いてないよ」

「女王様になる練習だと思えばいいじゃないか。わたしの命令は絶対よ、みたいな」

「ワガママで人をつかうのと、リーダーとして人をつかうのは違ちがうでしょう」

　ヨルカは冷静に反論する。

「俺も指名されてクラス委員になった。そのまま気づいたら文化祭実行委員もやらされてたんだよ。自分の意志じゃない」

「その割に希き墨すみはきちんとこなしてると思うよ」

「単に後で怒おこられるってわかっているのにサボるのが苦手なんだよ。そういう意味なら小心者なんだ、俺って」

「まさか。希き墨すみは案外男気があるよ。やると決めた以上、しっかり役目を果たそうとするじゃない。手を抜ぬかずにがんばるのは立派だよ」

「────」

　恋こい人びとの何気ない一言に、俺はいたく励はげまされた。

　自分の知らなかった一面を見つけてくれた驚おどろきと、そんな風に細かく俺を見てくれていたやさしさが嬉うれしくてたまらない。

「と、とにかく、気の進まなかった経験が後で案外役立つもんさ。ひとりでやるのが嫌いやなら、俺も一いつ緒しよにやるよ。どうせ、クラスの手伝いだってするわけだし」

　どんな風に学生時代を過ごしても個人の自由だ。

　学校行事をノリノリで満まん喫きつしようとする人達もいれば、我関せずでマイペースに学校生活を送る人達もいる。

　思いっきり青春を謳おう歌かしようとか、リア充じゆうな学生生活に強い憧あこがれがあるわけでもない。

　俺だって恋こい人びとのヨルカがバンドに入らなければ、ステージでギターを弾ひくなんて考えもしなかった。

　──何事も巡めぐり合あわせに乗るか、乗らないか。

　俺の場合、とりあえずやってみる。瀬せ名な希き墨すみの積極性なんてその程度のものだ。

　現在、有あり坂さかヨルカにとって一世一代の挑ちよう戦せんの真っ最中。

　成功させるために打てる手は打っておくべきだろう。

「そんなのダメよ！」

　ヨルカはムキになって反対する。

「希き墨すみには文化祭実行委員としての仕事があるじゃない！　バンドの練習もしてるのに。その上、クラスの出し物までリーダーをやるなんて、気楽に仕事を引き受けすぎ！　そんなの身体からだがいくつあっても足りないでしょう！」

　生徒の自主性を重んじる我が校では、学校行事での生徒の裁量が大きい。計けい画かく遂すい行こう能のう力りよくを養うために、クラス委員をしている者は文化祭実行委員会に自動的に組みこまれる。そのため、クラスの出し物については別に代表を立てるのが一般的だ。

「じゃあ分ぶん裂れつでもするから」

「できるもんなら今すぐしてみなさいよ」

「愛の力があれば奇き跡せきも起こせるかもしれない」

「ふーん。そんな魔ま法ほうみたいなものを見られるなら、ぜひ拝んでみたいわね」

　ヨルカの大きな目が絶対無理でしょうと呆あきれている。

「俺が言いたいのは、いつだってヨルカの力になりたいと思ってるってことで」

「そこは信じてる。だけど、希き墨すみは過保護すぎるよ。これ以上、自分の負担を増やさないで」

　ヨルカの言う通り、俺がすでにオーバーワーク気味なのは誰だれの目にも明らかだ。

　文化祭までの自分のスケジュールを考えると気が重い。

　それでもヨルカのためなら苦ではなかった。

　大好きな女の子があがり症を克服できるのなら、喜んで協力しよう。

「強くなるための次の一歩には、いいんじゃないかな」

　朝あさ姫きさんの恋れん愛あい継けい続ぞく宣せん言げんを聞いて、ヨルカは早朝の海で『強くなりたい』と願った。

　バンドへの参加も決めたのも、自分を変えるための第一歩だ。

　本番での演奏を成功させるには、視線に慣れておくのは必ひつ須す条件。

　毎日同じ空間ですごすクラスメイト達が相手なら、ヨルカのハードルも多少は下がるだろう。

「……もし立候補して決まったら、ますます希き墨すみと会う時間が減るよね？」

　ヨルカは気乗りしない様子で呟つぶやく。

「バンドの練習でも会えるし、たとえ準備でもヨルカと一いつ緒しよにいる時間はぜんぶ楽しいよ」

　クラスに恋こい人びとがいるってそういうことだ。

　同じ教室で、授業中も休み時間も一いつ緒しよにすごせる。

「──、そういう言い方はズルいよ」

　手にとったオールドファッションの穴から俺のことを覗のぞくヨルカ。

　かわいい顔は隠かくせても、その綺き麗れいな瞳ひとみだけは丸見えだ。

「その分、終わったらいっぱいデートしようぜ」

「うん」

　ヨルカは視線を落とし、マグカップを見つめる。

「クラス代表の件、ちょっと考えてみるね」

　そんな風に先を見み据すえながら、高校二年の二学期がはじまった。

　季節は夏から秋に移り変わっていく。





◇◇◇






　夏休みボケがようやく抜ぬけた頃ころには九月が終わり、体育祭を迎むかえた。

　ハイライトはなんと言っても男女混合クラス対たい抗こうリレーだ。

　各クラスから男女三人ずつが選ばれ、ひとりトラック一周の六周で勝負が決まる。

　二年Ａ組の出場選手はいつも通り、朝あさ姫きさん調査による五十メートル走のタイム順に選出される。女子では運動部に交じって、ヨルカも選ばれていた。

　最初はいつものように断ろうとしていたが、周りからの説得と俺の「これも文化祭に向けたトレーニングになるんじゃないの」という一言が決め手となったようだ。

　体育祭の本番ではヨルカにバトンが渡わたった時点ではかなり下の順位。

　そこからヨルカによる怒ど濤とうの追い上げで、次々に他のクラスの選手を抜ぬき去さった。

　有あり坂さかヨルカという美少女がポニーテールを競走馬の尾おのごとく靡なびかせながら後方から一気にごぼう抜ぬきする劇的な光景に、グラウンドは大いに沸わいた。

　順位を一気に繰くり上あげ、さらにアンカーの七なな村むらが一位でゴールテープを切る。

　ドラマチックな大逆転を演じた立役者は、クラスメイト達から口々に称たたえられていた。

　慣れない人の輪の中心に置かれて、ヨルカは居い心地ごこちが悪そうだった。

　喜んでいるみんなを邪じや険けんにもできず、困った顔で俺に助けを求めてきた。

　俺はタイミングを見計らって、ヨルカを輪の外に連れ出す。

　ふたりきりになって、珍めずらしく全ぜん力りよく疾しつ走そうをした理由を訊たずねれば、あまりにも彼女らしい答えが返ってきた。

『みんなに見られるのを一秒でも早く終わらせたくて全力で走った』

　勝つためではなく、ギャラリーの視線から逃にげるために一いつ生しよう懸けん命めい走っていたというわけだ。

　俺は大笑いしながらも、求められた結果をきっちり出すのはさすがだと感心した。

　やっぱり有あり坂さかヨルカはすごい。

　体育祭が終わると季節もようやく秋らしくなり、制服が冬服になった。

　十一月の文化祭まであと一月あまりだ。

　その日のホームルームでは文化祭での二年Ａ組の出し物を決めることになった。

　最初に、文化祭のクラス代表の男女二名を選ぶ。

　ここまではクラス委員である俺と朝あさ姫きさんがいつものように議事進行を務める。

　夏休み前から文化祭実行委員会という全体の運営側へ回っている俺達に代わって、クラスの出し物に関しては別で代表者を立てる。

「じゃあ、やりたい人は挙手をお願いします」

　教きよう卓たくの前に立つ朝あさ姫きさんの仕切りでホームルームは進行する。

　ひとりの女子が無言で名乗りを上げた。

　クラスメイト全員が同じ驚おどろきを共有する。

　もちろん、彼女の背中を押したのは他ならぬ俺だ。

　だが、まさかほんとうに立候補するとは思わなかった。

　手を挙げていたのは、俺の恋こい人びとの有あり坂さかヨルカだった。
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　有あり坂さかヨルカの立候補に、二年Ａ組のみんなは驚おどろいていた。

　彼女をよく知る瀬せ名な会かいの面々でさえ目を丸くし、いつも静かに見守るのが常の神かん崎ざき先生もにわかには信じられないという顔をしている。

　ヨルカは周囲から浴びせられる視線に怯ひるんでいる様子を見せながらも、真まっ直すぐに挙手したままだ。

「えっと、女子で文化祭のクラス代表をやりたいって人は他にいませんか？」

　クラス委員である朝あさ姫きさんの問いかけに反応はない。

「では他に立候補者はいないので、有あり坂さかさんに文化祭のクラス代表をお願いしていいですか？」

「はい」

　朝あさ姫きさんの最さい終しゆう確かく認にんに、ヨルカは迷わず承しよう諾だくした。

「じゃあ、女子は有あり坂さかさんで決定です」

　教室が拍はく手しゆに包まれる中、静かな表情を保つヨルカ。

　そんな彼女を興味深く見つめていた俺の視線に気づいたヨルカは、「（見るな）」と口パクで言ってくる。

　いざ現実になってみても、ちょっと信じられない。俺から提案しておいてなんだが、あの有あり坂さかヨルカが自らの意志で学校行事に参加するなど驚きよう天てん動どう地ちである。

　教室のざわめきが収まったところで、朝あさ姫きさんは引き続き議事を進行する。

「次。男子でやりたい人はいませんか？」

　こうなると、ビビってしまうのが男子である。

　学校一の美少女・有あり坂さかヨルカの相方としてクラスの出し物を仕切るのは、色んな意味で緊きん張ちようするのは想像に難かたくない。

　普ふ段だんからヨルカは俺以外の男子とほとんど話すこともない。ゼロから仲良くなって、準備を進めるのはさぞや大変だろう。

　誰だれも立候補しなかったら、やはり俺がクラス代表も引き受けるしかない。

　そう思った矢先、数少ない例外である男子が名乗りを上げた。

「ったく仕方ねえな。俺がやるわ」

　長い手を挙げたのは、俺の親友・七なな村むら竜りゆうだった。

　バスケットボール部のエースにして、女好きなワイルド系イケメン。俺を幹事に据すえて瀬せ名な会かいという仲良し友人グループを発ほつ足そくさせた張本人。身長百九十センチ近いビッグマンは、その鍛きたえ上あげられた筋肉質の腕うでを伸のばしただけで存在感がすごい。

「助かるけど、バスケ部の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」と俺は思わず確かく認にんする。

「交流試合があるから、文化祭初日の午後はごっそり抜ぬけるな。それ以外は問題ねえぞ」

「じゃあ、バスケ部では出し物はしないんだな」

　各クラスや有志のグループ以外にも、部活動の出し物がある。文化系の部活が主だが、運動部でも招待試合の他にも模も擬ぎ店てんなどを出す場合もあった。

　俺の質問に七なな村むらは真一文字に口を結んだ。

「なんだ、その不服そうな顔」

「ナンパに精を出しそうだからと顧こ問もんに止められた」

「だろうなー」と俺は海での七なな村むらの所業を思い返す。

　夏休みの旅行では七なな村むらのナンパに俺も巻きこまれた。しかも年上のお姉さま方相手にまんまと成功しそうだった。神かん崎ざき先生が止めに入ってこなければ一体どうなっていたことやら。

「安心しろ。文化祭に浮うかれる女子達を、きっちり楽しませるから期待しておけ」

　そこが不安なんだよ。

「おまえのせいで永えい聖せいに悪評が立ったら、来年以降の文化祭ができなくなるだろう」

　バスケ部顧こ問もんの英断を、俺は強く支持する。

　とはいえ、押しが強くヨルカともそこそこ親しい七なな村むらが引き受けてくれるなら、俺にとってもクラスにとっても願ったり叶かなったりだ。

　他の立候補者も現れず、男子のクラス代表はもちろん七なな村むら竜りゆうとなった。

「じゃあ、ふたりとも前に出て。一言ずつ挨あい拶さつしてください」

　朝あさ姫きさんの呼びかけに従い、ヨルカと七なな村むらも黒板の前に並ぶ。

　先に教きよう卓たくの前に立ったのは、なんとヨルカだった。

「七なな村むらくんの好き放題にはさせません。ぜんぶ阻そ止しします」

　ヨルカはピシャリと告げる。

　その宣言に一同はポカンとした。

　遅おくれて、女子からわぁーっと賛同の声が上がる。

「ちょいちょい有あり坂さかちゃんッ！　せっかくの文化祭だぜ。厳しいこと言うのはなしっしょ」

　よもや初手からヨルカに牽けん制せいされるとは思ってなかったらしく、七なな村むらは慌あわてて口を挟はさむ。

　対外的には大人しいイメージのヨルカが先手を打っていくのは痛快だ。

　俺はペースを崩くずされた七なな村むらを大笑いしながら眺ながめる。

　本来のヨルカの実務能力は俺を遥はるかに上回る。この程度の主導権を握にぎるくらいは朝飯前だろう。これまでは周りと交流する気がなかったから力が発揮されることもなかっただけなのだ。

　なんたって、あの伝説の生徒会長・有あり坂さかアリアの妹である。

　教室の窓の側そばでホームルームを見守っていた神かん崎ざき先生も、不思議そうな面おも持もちをしていた。

「常識の問題だから」

　ヨルカは澄すました顔で七なな村むらの抗こう議ぎに聞く耳をもたない。

「無礼講なんだから堅かたいことはなしでいこうぜ」

「楽しむことは大事よ。だけどハメを外しすぎないで」

　七ケダ村モノを野放しにしたら二年Ａ組の出し物は男子の私欲を満たすものになりかねない。クラスの女子はそのあたりを敏びん感かんに察していたらしく、ヨルカの所信表明に異を唱える者は少なそうだ。適度にはしゃぐのはアリだが、やりすぎには付き合えないということだろう。

　男子も本音では七なな村むらのノリと勢いに便乗したい連中も多いはずだ。が、ここまで女子が団結した状じよう況きようでは七なな村むら擁よう護ごの声は上げづらい。迂う闊かつなことを口走れば自分のクラスでの立場が危あやうくなるかもという打算が働き、大人しく沈ちん黙もくを守るしかない。

「瀬せ名なの影えい響きよう力りよくは絶大だな。有あり坂さかちゃんもすっかり言うようになったねぇ」

　七なな村むらが含ふくみのある笑えみを浮うかべて、俺とヨルカを交こう互ごに見た。

「そ、そりゃ、わたしと希き墨すみは恋こい人びとだもの。影えい響きようくらい受けて当然よ」

　みんなの前で、ヨルカは自ら認めた。

　その発言に、おぉ、と感かん嘆たんの声が上がる。

　四月に、俺が恋こい人びと宣せん言げんをした時のヨルカの慌あわてようをクラスメイトはみんな目もく撃げきしている。その頃ころと比べると有あり坂さかヨルカの堂々たる惚のろ気けっぷりには目を見張るものがあった。

「え、なに？　今のどういう反応？　わたし、なんか変なこと言った？　ねぇ希き墨すみ」

「ヨルカは俺の影えい響きようをそんなに受けてるんだな。感動だわ」

　横で俺は感かん慨がい深ぶかくうなずく。

「希き墨すみは、違ちがうの？」

　いつもの俺なら、ここで素す直なおに影えい響きようを受けてると認めるところだろう。

「……内ない緒しよ」

　なんとなく、そう答えた。

「希き墨すみ？」

「ほれ、惚のろ気けはその辺にしておけ。それともまだ見せつけたいのか」と七なな村むらが冷やかす。

「と、とにかく文化祭のクラス代表をやる以上、精せい一いつ杯ぱいがんばります。皆みなさんもどうか協力してください！」

　ヨルカは最後にそうつけ加えて、挨拶を終えた。

　俺は正直安心した。

　思っていた以上にヨルカはしっかりと意思表示ができている。

　七なな村むらが相方であるおかげもあり、瀬せ名な会かいの時の感じでやりとりができるのも大きい。

　次に、七なな村むらが前に立つ。

「俺の挨あい拶さつは省略だ。さっさと出し物を決めよう。なぜなら俺から最高の提案がある」

　七なな村むらがいきなり本題に入ったので、俺と朝あさ姫きさんは自分の席に戻もどるタイミングを見失ってしまった。

　嫌いやな予感がする。

「いきなりおっぱじめるな。なんだよ、最高の提案って」

「これを聞いたら瀬せ名なも首を縦に振ふるしかなくなるぞ」

「甘いな、七なな村むら」

　俺は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

　夏休みに恋こい人びとの水着姿まで拝んだ男である。ちょっとやそっとの提案で、俺が靡なびくと思ったら大おお間ま違ちがいだ。非常識なものなら彼かれ氏しの立場的に全力で阻そ止しする。

　七なな村むらは俺をじっと見てから、教室の男子たちに向けて囁ささやくように告げる。

「──バニーガールだ」

「バニーガールだと？」

　即そく座ざに心が揺ゆらいでしまう自分がいた。

「あぁ、男のロマンだ」

　七なな村むらのアプローチは極きわめてストレートなものだった。

　ちょっとやそっとの提案ではない。

　セクシーすぎる。
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　同時に、抗あらがいがたい魅み力りよくに溢あふれていた。

　この男がクラス代表になった真の目的はこれだ。立場を利用して、声こわ高だかに我が欲よくを押し通す気満々なのだ。欲深い男に権力を持たせると暴走する典型である。

「だが、バニーガールなんて斬ざん新しんすぎるぞ」

　俺は慎しん重ちように言葉を選びながら、理性ある態度を保とうとする。

「メイドとか他愛もないコスプレで、他と被かぶってもしゃーないだろ！」

「バニーガールなら他より目立つとでも？」

「セクシー＆かわいいで客が殺さつ到とうだ」

　そりゃ確かにＪＫがバニーガールの衣い装しようを着ていたら、とてつもなく人気になるだろう。

「バニーガールで具体的になにをするんだ？」

「バニーガールといえばカジノだ。カジノ・カフェをコンセプトに、ゲームで遊んでもらう」

「文化祭でギャンブルはマズイだろう」

「金は賭かけない。ドリンク一いつ杯ぱいにつきワンゲームのサービス」

「……何なん杯ばいも注文する人が出てくるのでは？」

「よっぽど喉のどが渇かわいているんだろうなぁ。ま、お客の喉のどを潤うるおすのがカフェだろう」

　七なな村むらはすごく悪い顔をしていた。

　どう考えても違ちがう目的のためにドリンクを何なん杯ばいも注文させる気だ。

「それに瀬せ名なよ、自分の本心に問いかけてみろ。おまえだって、有あり坂さかちゃんのバニーガール姿を見てみたくないのか？」

　悪あく魔まの囁ささやきに、俺は頭の中でヨルカのバニーガール姿を想像してしまう。

　長いウサギ耳のヘアバンド、蝶ちようネクタイ付きの付つけ襟えり、肩かた出だしのレオタードは光こう沢たくで艶つやめき、手首の白カフス、お尻しりにはかわいらしいボンボン尻しつ尾ぽ、黒の網あみタイツにハイヒール。

　それらを身につけたヨルカの恥はじらう姿。完かん璧ぺきだった。

　見たい！

　心の底から見たい！

　あまりにも似合いすぎているぞ。

　想像しただけでもセクシーでかわいすぎるのだから、実物を見た日には俺はどうなってしまうのだろうか。まともな精神状態を保てる自信がない。

　ヨルカの甘え方が大だい胆たんになっている現在、そんなセクシーな衣い装しようで迫せまられたら俺はもう我が慢まんできない。

「さぁ、瀬せ名な。おまえもバニーガール支持者にならないか。俺と一いつ緒しよに説得に協力しろ。そしてゴリ押しで突とつ破ぱするぞ」

　俺は頭を抱かかえる。

　このままダークサイドに落ちていいのか。

　ヨルカの注意程度で諦あきらめる七なな村むらではなかった。

　むしろ俺を引きこむことで、自分の意見を実現しようとしているのだ。

　ヨルカにとってのアキレス腱けんである俺を利用するとは、なんと卑ひ怯きような男であろうか。

　いつの間にか俺と七なな村むらのサシでのやりとりになっていた。

「なにをバカみたいに大真面目な顔で悩なやんでるのよ」と呆あきれるヨルカ。

「水を得た魚のように活いき活いきしてるわね、あのふたり」と冷ややかな朝あさ姫きさん。

「スミスミとななむーは相変わらず仲良しだね～～」と聞き流していそうなみやちー。

　他の女子達もおおむね似た反応だが、男子には俺達に希望を見み出いだした顔つきのやつも多い。

「じゃあ、女子の意見も聞こうぜ。支はせ倉くらちゃんはどうよ？　少なくとも客はいっぱい入るぞ」

　七なな村むらは無む謀ぼうにも朝あさ姫きさんを指名。みんなの視線が朝あさ姫きさんに集まる。

「いいんじゃない。集客力があるってことはハッキリしているし、アイディア自体は悪くない。うちのクラスは綺き麗れいどころが多いから七なな村むらくんの企き画かくが実現すれば、すごい人気になると思うよ」

　なんと。朝あさ姫きさんから肯こう定てい的てきな意見が出た。

「ほれ、クラス委員の片方がＯＫ出したぞ！　みんなはどうだ！」

　旗色が変わったとばかりに、七なな村むらは一気に強気な態度で煽あおっていく。

　朝あさ姫きさんの予想外すぎる返答に、俺は虚きよを衝つかれた。

　ヨルカも正気かとばかりに朝あさ姫きさんの横顔を見つめている。

「七なな村むらくーん。なんか勘かん違ちがいしてるみたいだから言っておくけど、その案は私が否定するまでもないってだけよ」

「…………なに？」

「文化祭でコスプレ系が多いのは、かわいい衣い装しようを着ることで女の子自身のテンションが上がるから。だけど、不特定多数の人に見られることとは別問題。なにより──神かん崎ざき先生が認めるわけないでしょう」

　朝あさ姫きさんは、なにをわかりきったことを、と言わんばかりに補足する。

　今まで沈ちん黙もくを守っていた神かん崎ざき先生がついに口を開く。

　黒くろ髪かみが美しい和風美人の担任は、その澄すました顔に静かな怒いかりの色を浮うかべていた。

「七なな村むらさん。なにか、とても面おも白しろいことを言ってましたね。なんでしたっけ、もう一度言ってくれますか？　高校の文化祭にはあまりそぐわない単語が聞こえたのは、私の気のせいですよね？」

　穏おだやかに語りかけながらも、目が笑っていない。発している空気が却きやつ下かと言っている。

「先生、俺はただ活発な議論を促うながすために自分の意見を述べただけで。な、瀬せ名な！」

「お、俺を巻まき添ぞえにするな！　バニーガールなんて言い出したのは七なな村むらだろう！」

「学校行事でバニーガールとは何事ですか！」

　神かん崎ざき先生の雷かみなりが盛せい大だいに落ちた。







　閑かん話わ休きゆう題だい。

　神かん崎ざき先生の短くも厳しいお説教の後、あらためてみんなで出し物について意見を出し合うことになった。

　やはり軽食と飲み物を出すような飲食系の提案が多かった。

　ただ、どれもありふれており、いまいち決め手に欠ける。奇きをてらわずベタなことをやればいいじゃないか派と、せっかくだし変わったことをしたい派にクラスは真っ二つに分かれた。

　議論が行ゆき詰づまり、七なな村むらは俺に意見を求めた。

「瀬せ名なはどうしたいんだよ？　俺、バニーガール以外は考えてなかったからお手上げだぞ」

「自分が見たい衣い装しようの希望じゃねえか」

　欲望に忠実すぎるぞ。

「かわいい服を着た女の子を眺ながめるだけで幸せな気持ちになれるんだよ」

「クラス全員の前でそれを言える七なな村むらのメンタルが強すぎる」

「男はロマンを求める生き物なんだよ」

「一理あるけど。真面目な話、もうちょい食べ物と衣い装しように統一感があるといい気がするな」

「たとえば？」

　俺は考えこむ。季節は秋、肌はだ寒ざむい日が段々と増えてきた。この冷たくなってきた季節に欲ほしくなるのは温かいものだ。思い出すのは小腹が空すいた帰り道、コンビニに立ち寄る時のこと。ホットドリンクと一いつ緒しよに買ってしまうものといえば──

「肉まん。そう、中ちゆう華かまんだ。それを提供する……飲ヤム茶チヤカフェ！　衣い装しようはチャイナドレスでいける。コンセプトもまとまってるし、目新しさもあると思わないか!?」

　閃ひらめいたことをそのまま言葉にする。

「いいぞ、瀬せ名な！　チャイナドレスはナイスだ！」

　七なな村むらは乗り気だ。

「わたしも賛成。旅行した時にお土産みやげで買ったチャイナドレスとかあるし」

　海外旅行に数多く行っているヨルカ。自前で持っているとはさすがである。

「あたし、自分でアレンジした衣い装しようを着たい！　そういうのもアリだよね」

　みやちーがさらに希望を言う。

「飲ヤム茶チヤカフェならタピオカミルクティーとかも一いつ緒しよに出せそうね。中国茶もホットで提供できればいいけど、それだと回転率が落ちるかな」

　朝あさ姫きさんはすでに現実的なシミュレーションをしていた。

「ホットだと冷めるまで待つから、一グループあたりの滞たい在ざい時じ間かんが長くなるものね。そう考えると中ちゆう華かまんを蒸むすのも時間かかる。もっと手早く提供できる方法はないかな」

　ヨルカがさらに問題点を浮うかび上あがらせる。

「じゃあドリンクは冷たいもの、中ちゆう華かまん系はホットプレートで蒸むし焼やきにすれば時間短縮できると思うぞ。焼やき餃ぎよ子うざや焼やき小しよう籠ろん包ぽうみたいに、焼き肉まんで提供する」

「確かに、それなら早くできるかもね」

　俺の意見に、料理上手のヨルカが賛成すると、それだーっとクラスが一気にひとつになる。

　かくして二年Ａ組の出し物は、飲ヤム茶チヤカフェに決まった。
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　無事にホームルームが終わり昼休みになった途と端たん、七なな村むらが駆かけ寄よってきて俺の肩かたを組む。相変わらず筋肉質な腕うでがズシリと重い。

「瀬せ名な、よく思いついた！　ナイスアイディアだ」

「ただの直感だよ」

「とか言って、ほんとうは有あり坂さかちゃんのチャイナドレスが見たかったんじゃないのか」

「俺はヨルカが着るなら、どんな服でも見たいぞ」

「相変わらず焼けるねぇ」

「七なな村むら、立候補してくれて助かったわ。ヨルカを頼たのむな」

「ま。クラスのことは任せて、おまえはバンドに集中しろ。音楽に関してミメイは真しん剣けんだから、手を抜ぬくと面めん倒どうくさいぞ」

「元カレの言葉は重いな」

　リンクスのリーダー・叶かのうミメイと七なな村むら竜りゆうは、去年の夏に短期間だけ付き合っていた。

「あいつとはセックスもしてないんだぞ。そんな御ご大たい層そうな男女の仲でもねえよ。油断するなよ、瀬せ名な。いつまでもあると思うな、女の愛と財さい布ふの金！」

　七なな村むらが恋れん愛あいの先せん輩ぱい風かぜを吹ふかして脅おどしてくる。

「語ご呂ろが悪い。無理やりすぎるぞ」

「けど事実だ。女は残ざん酷こくだぞ。どんなに情の深い相手でも、切られる時はあっさりとしたものさ」

「恐こわいこと言うなよ。ヨルカに限って、それはない」

「ふ、高校生の恋れん愛あいなんて脆もろいもんさ」

「肝きもには銘めいじておくよ」

　七なな村むらの忠告を聞き流すにしても、これからの多た忙ぼうなスケジュールを考えると一いち抹まつの不安がよぎる。

　食堂へ向かった七なな村むらと入いれ替かわりに、ヨルカがお弁当を持って俺の机までやって来る。

　俺はギターの練習時間を確保したいので、二学期になってからヨルカと教室でお昼を食べるようになった。

　手早く食べ終えて、すぐにギターをケースから取り出す。

　ヨルカと話しながらも、左手でコード進行の練習をしつつ、右手はストロークを刻む。

「なんかさ、支はせ倉くらさんがわたしが立候補してもノーリアクションなのが気になる」

　ヨルカがわずかに声を潜ひそめて、切り出す。

「ちゃんと驚おどろいてたぞ？」

「大人しすぎるのよ。こんなわたしらしくないことをしてるのに、一いつ切さいスルーなんて不気味すぎるから」

「考えすぎだろう」

「やっぱり二学期に入ってからの支はせ倉くらさんの様子、ちょっとおかしいと思わない？」

「うーん、悩なやみ事ごとでもできたとか」

「支はせ倉くらさんが考えることなんて、希き墨すみをどう振ふり向むかせるかに決まってるでしょう」

「朝あさ姫きさんはそこまで恋れん愛あい脳のうじゃないさ」

「生徒会長の花はな菱びしくんの告白まで断ったのよ。そういう一いち途ずさって結構手て強ごわいもの」

　俺はギターを弾ひく手を止めて、ヨルカの顔を見た。

「別に朝あさ姫きさんが告白されること自体は珍めずらしくないだろう。愛あい想そもいいし、人付き合いも上手だからモテるのは当然。一年の時からたくさん告白されている」

　俺は客観的事実を告げるが、ヨルカはまだ納なつ得とくしていないようだ。

「じゃあ、仮にだけどヨルカが花はな菱びしから告られたらＯＫするか？　カッコイイ、賢かしこい、金持ちのモテる３Ｋが揃そろった優良物件だぞ」

「断る。チャラい人は無理」

「そういうこと。誰だれしも条件がいいからって告白成功率１００％というわけじゃない」

「そもそも恋れん愛あいで大事なのは条件より気持ちの積み重ね。そうでしょう？」

　ヨルカは微ほほ笑えむ。

「ま、成功率０％からヨルカの愛を勝ち取った俺としては同意せざるをえないな」

「今振ふり返かえると、最初から希き墨すみは他の人と違ちがってた。そういう意味では１００％よ」

　ヨルカは胸を張って答える。

「即そくＯＫせずに逃にげちゃったのは、どこのどちら様でしたっけ？」

「もうー、いい加減それについては許してよ。嬉うれしすぎてパニックになることなんて人生ではじめてだったんだから仕方ないでしょう」

　からかわれて、冗じよう談だんっぽく怒おこる。

　こんな風に気安いやりとりがいつの間にかふつうになった。

　俺達がふたりで一いつ緒しよにいても、周りも当たり前のこととして見てくれている。

　瀬せ名な希き墨すみと有あり坂さかヨルカというカップルは公然の関係として認にん知ちされていた。

　好こう奇きや嫉しつ妬との目で見られないのはとても楽だ。

「ほんと、効率なんて求めすぎてもロクなことにならないよな」

　ヨルカとの仲もギターの上達も、時間を費ついやさなければ次のステップに進めない。

「……ヨルカ的には朝あさ姫きさんが元の調子に戻もどってもいいのか？」

　俺が訊たずねると、ヨルカは斜ななめ上うえの返答をしてきた。

「バカね。支はせ倉くらさんが調子悪いと、希き墨すみの負担が増えるじゃない。どうせ放っておけなくて頼たのまれてもないのに勝手にフォローしているんでしょう。そのせいで希き墨すみが潰つぶれたら困るのはみんななのよ」

　ヨルカは俺を気き遣づかいながらもたしなめる。

「……俺の心配をしてくれてたんだな」

「当たり前じゃない。わたしは希き墨すみのことが一番大切なんだから」

「ヨルカ、抱だきついていい」

　俺は恋こい人びとの深い愛情に感動して、思わずそう口走る。

「ここ教室よ、バカ」

　俺はあらためてヨルカを心配させまいと心に誓ちかうのだった。
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　放課後、文化祭実行委員会の定例会議が終わり、バンドの練習に向かう前に俺は朝あさ姫きさんと話すことにした。

「私の悩なやみ？　そうだな、早くメインステージのスケジュールを確定させたいかな」

「いや、朝あさ姫きさんの個人的なこととかで」

「急にどうしたの、有あり坂さかさんと喧けん嘩かして私に甘えたくなった？」

　いざこうしてふたりで話すと、朝あさ姫きさんはいつもの調子だった。

「そういうことじゃなくて」

「なんだ残念。相棒なんだから遠えん慮りよなく頼たよってくれていいのに。恋れん愛あい面めんでも」

　意味深な切り返しをするだけで、肝かん心じんの質問には答えてくれない。

　俺はもう一歩だけ踏ふみこんでみることにした。

「朝あさ姫きさん、二学期になってから考え事をしていることが増えてるみたいだからさ」

「そう？　でも、希き墨すみくんと話す時は元気でしょう、私」

　どうにも煙けむに巻まくような答え方だった。やはり、なにかあるのは間ま違ちがいない。

「俺は、朝あさ姫きさんに元気でいてほしいだけだよ。話したくないなら無理に話さなくていいから。ただ、気になって」

「私のことを見てくれているんだ。ありがとう」

　朝あさ姫きさんは如じよ才さいない笑えみで、それ以上の詮せん索さくを避さけようとしていた。

「ほら、バンドの練習なんでしょう。がんばってね、私も楽しみにしているから」

　朝あさ姫きさんは一方的に会話を切り上げて、廊ろう下かを歩いていってしまう。

　その後ろ姿を見つめながら、俺は声をかける。

「朝あさ姫きさん！　俺だって相棒だから！　遠えん慮りよなく頼たよってくれていいから！」

「……、もしもの時はそうさせてもらう！」

　振ふり返かえった朝あさ姫きさんの声は明るいが、その笑え顔がおにはどこか影かげがあるように思えた。
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「もうー無理。ギターなんか絶対上う手まく弾ひけないって！」

　集中力が完全に切れて、俺は盛せい大だいに弱音を吐はく。

　ギターをスタンドに置くと、床ゆかに大の字に転がった。

　弦げんを押さえる指先は痛み、ストロークを刻むために曲げていた腕うでは疲つかれた。ピックを持つ右手は力みすぎていたようで、ピックを放りだすとじんわりと痺しびれるような感覚に襲おそわれた。ストラップの食いこんでいた左ひだり肩かたも重い。

　十一月の文化祭まであと三週間。

　本番の日が迫せまるほどに、俺の焦あせりも増してくる。

「叶かのうさんの指導、ますますスパルタになってきたね」

　俺を気き遣づかうようにヨルカが隣となりでしゃがみ込む。

　他の三人はお昼ひる休きゆう憩けいということで、買い出しに行っていた。

「叶かのうミメイ作詞作曲のオリジナル曲。初心者の俺でも弾ひきやすい単純なコード進行ながら、観客が盛り上がりやすい曲調でステージ受けも抜ばつ群ぐん。しかも放課後はつきっきりで熱血指導。これだけ練習してるのに、いまだにノーミスで弾ひけないなんて！」

「夏にはじめた頃ころよりずいぶん聞けるようになったから。三曲も練習しているのに、一月半にしてはすごい成長だよ」

「やさしいフォローが泣けてくる」

　俺がふいに顔を横に向けると、ヨルカのニーソックスに包まれた美び脚きやくが目につく。それを上に辿たどっていくと、白くて眩まぶしいふともも、さらにスカートの奥へ──

「どこ見てるの？」

　ヨルカは両りよう脚あしをぴったり閉じて、お尻しり側がわのスカートを手で押さえる。鉄てつ壁ぺきのガードが築かれ、俺の不ふ埒らちな視線は行き場を失なくす。

「いや、ちょっとした視覚的な癒いやしを」

「スケベ」

「迂う闊かつにエロに逃にげたいくらい心が弱ってるんだよぉ」

「希き墨すみがこんなに音を上げるなんて、はじめて見た」

「今まさに凡ぼん人じんの限界に直面している」

「はい、大げさ。汗あせだくになるくらい真しん剣けんに練習してるんだもの。そりゃヘトヘトになるよ。お昼ごはんを食べたら気分も変わるってば」

　いつもと違ちがって、今日はヨルカが励はげます側だ。

「脱だつ水すい症しよう状じようになるかも」

「ちゃんと水分補給して」

　ヨルカは、俺のペットボトルを側そばに置いてくれた。

　もう一口分しか残っていない。

　ゴクリと一気で飲み干しても、喉のどの渇かわきはまだ癒いえない。

「足りない。ぜんぶ青春の汗あせとして流れていった」

「みんなが戻もどるまで我が慢まんできないなら、一階のウォータークーラーまで行くとか」

「無理。動くのも面めん倒どうくさい」

「お疲つかれのようね」

「……不器用な自分が恨うらめしい」

「拗すねないの。初心者なんだから仕方ないってば」

「寝ね不ぶ足そくになるくらい練習してるのに上達の気配が見えないのがなぁ」

　天てん井じようを眺ながめる。真しん剣けんだからこそ、思い通りに弾ひけないことが悔くやしい。

「まだ本番まで時間はあるんだから焦あせらないで。希き墨すみなら必ずできるわ」

「おう……」と気の抜ぬけた声で返事をするのがやっとだ。

「希き墨すみ？」

　マズイ。横になったせいもあり、ウトウトしてきた。瞼まぶたが勝手に下がってくる。

　すると、俺に寄より添そうように温かい感かん触しよくがピタリとひっついてきた。

「……床ゆかに寝ねたら制服にホコリがつくぞ」

「だって好きな人が寝ねてるから。わたしも休きゆう憩けい」

　ヨルカも俺と一いつ緒しよに横になっていた。

　先ほどまで爆ばく音おんが鳴なり響ひびいていた練習室も今だけはひっそりと静まり返っていた。

　ヨルカはふいに俺の首筋に鼻先を寄せてくる。

「汗あせ臭くさくないか？」

「好きな匂においよ」

「香こう水すいなんてつけてないぞ」

「希き墨すみの匂においがよ」

「そりゃ、ドキドキさせてくれるな」

「わたしも水分補給しようかな」

　ヨルカの舌が、俺の鎖さ骨こつのあたりをペロリと舐なめた。

「よ、ヨルカ!?」

「なに？」

「い、今……、舐なめた？」

「しょっぱかった」

「そりゃ、汗あせだからな」

　再び顔を横に向けると、ヨルカの顔がすぐ近くにあった。

　寝ねていながら至し近きん距きよ離りに恋こい人びとがいるこの状じよう況きようは、はじめてではない。春、付き合いたてだった頃ころに大雨でヨルカが我が家に泊とまった時のことを思い出す。

　あの頃はまだまだお互たがいに距きよ離りを探さぐり合あっているような感じだった。同じ部屋で夜をすごすだけでもドキドキだったのに、翌朝目を覚ますと真横にヨルカがいたから驚おどろいたものだ。ロクに身動きもとれず、最終的に寝ねぼけたヨルカに抱だきつかれて俺の方が逃にげ出だしてしまった。

　だけど、今は自然に寄より添そったままでいられる。

「すごく近いね」

「近いな」

　目と目が合う。言葉はいらない。

　俺達はどちらからともなく唇くちびるを重ねようと近づいていく。

「コラーふたりとも練習中にイチャつくの禁止！　ここは音楽をする神聖な場所だからッ！　セナキスも有あり坂さかさんもイチャつくなら後にして！」

　練習室に戻もどってきた我らがバンド・リンクスのリーダー、叶かのうミメイが長い金きん髪ぱつを振ふり乱みだして一いつ喝かつする。俺にギターを教えてくれている彼女は、超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうのマルチプレイヤーであり、誰だれよりも音楽に対して情熱的で真しん剣けんな軽音楽部のカリスマだった。

　そのためバンドの練習の時は、鬼おに教きよう官かんに変へん貌ぼうする。

　その後ろでは、クラスメイトの宮みや内うちひなかと生徒会長の花はな菱びし清きよ虎とらがみんなのお昼ごはんが入った袋をぶら下げながら苦く笑しようしていた。

「スミスミとヨルヨルってほんとうにラブラブ」

　俺達の馴なれ初そめからずっと知っている小こ柄がらで金きん髪ぱつのみやちーが、穏おだやかに目を細める。

「両りよう想おもいの恋こい人びとがいて羨うらやましいね」

　爽さわやかなイケメンで恋こい多おおき花はな菱びしは、どこか羨せん望ぼうの眼まな差ざしで愛を讃たたえているようだった。

　俺達は慌あわてて身体からだを起こして、言い訳をする。

　ボーカル・宮みや内うちひなか、ギター・瀬せ名な希き墨すみ、ベース・叶かのうミメイ、キーボード・有あり坂さかヨルカ、ドラム・花はな菱びし清きよ虎とら。

　この五人で組んだバンドが、リンクスである。
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　五人で食事を終えたら、すぐに午後の練習だ。

「セナキス、指の強弱が雑。そんなタッチじゃいい音は出ない。もっと音楽を深く愛して！　もっと女の子に触ふれるように繊せん細さいかつ丁てい寧ねいに！　もっと有あり坂さかさんを鳴かせるつもりになって！」

「ふぇ!?」

　横で聞いていたヨルカが素すっ頓とん狂きような声を上げ、キーボードがズレた音を鳴らす。

　演奏がストップする。

「叶かのう、下ネタはよせよ。ヨルカはそういうの免めん疫えきが低いんだから」

「違ちがう。真面目なアドバイス！」

「感性が尖とがりすぎだ」

「ふつうにしてたら、特別なものはできない！」

　叶かのうミメイは真顔で言い返す。

　日本人離ばなれしたスタイルのよさ、目鼻立ちのハッキリした派手な顔立ちに浅黒い健康的な肌はだ、癖くせのある金きん髪ぱつ。叶かのうは一見するとギャルにしか見えないが、ラテン系のクォーターである。

　その実態は、さながら音楽バーサーカー。

　彼女こそは音楽の申し子であり、音楽という芸術と相思相愛なのだ。

　だが名選手、名コーチにあらず。

　天てん才さい肌はだゆえの超ちようフィーリング指導のため、説明に擬ぎ音おんや独特のニュアンスの表現が多い。

　叶かのうの意図を解かい釈しやくするのに意識を向けすぎると、今度は手元が疎おろそかになる。

　ミスすること自体に、叶かのうは怒おこらない。

　本人はあくまでもめちゃくちゃ前向きに励はげまし、ただひたすらに応おう援えんしてくる。

　その世話焼きぶりに悪気がないのはわかっている。

　わかっているんだけど、その期待が若じやつ干かん重い。

「叶かのうって、バンドのメンバーにいつもこんな熱心に教えてるのか？」

「上達してくれた方がもっと楽しい演奏をできるからね」

「……叶かのうのバンドがしょっちゅう解散する理由が恋れん愛あい以外にもあるってことがよくわかったよ。冗じよう談だんでも、バンドクラッシャーとか言ってすまん」

「今はリンクスがあるから、どうでもいいし」

　叶かのうはバンドで演奏さえできれば満足とばかりに、他人の評判を気にしない。

　こうして直接指導を受けて、俺はバンド解散の原因がすべて恋れん愛あい絡がらみだと思っていた自分の浅はかさを反省する。

「瀬せ名なちゃん、それはどういう意味？」と花はな菱びしが代わりに訊たずねてくる。

「叶かのう目当てでバンドに入った連中はさ、下心こみでも最初は叶かのうの熱心な指導に応えようとがんばってたんだよ」

「気になる子に認めてもらいたいのは男の性さがだからね」

　花はな菱びしは迷わず同意する。

「たださ、真面目に練習するほど自分と叶かのうの才能の差がわかって、音楽やってくのがしんどくなったのかもなって。叶かのうは音楽大好きだから、ずっと励はげますじゃん。それがプレッシャーになって、バンドを辞やめたやつもいたかもって話さ」

「皮肉だね。ミメイの音楽愛が裏目に出てしまうわけか」

　花はな菱びしという男は、哲てつ学がくを語るような芝しば居いがかった口くち振ぶりが不思議とよく似合う。

「……セナキスも、ウチの教え方はしんどいって感じてるの？」

　叶かのうがおずおずと訊たずねる。

「バカ言うなよ。本番で恥はじをかかないためにも、鬼おに教きよう官かんの熱血指導は必要不可欠だ」

　文化祭でリンクスのギターとしてステージに立つと決めたのは他ならぬ俺自身だ。

「さすが、セナキス！　そうでなきゃ！」

　すぐに機き嫌げんを直す叶かのうに、俺は先に釘くぎを刺さしておく。

「とは言え、だ！　現実的に俺の実力なら、ギターを譜ふ面めん通どおりに弾ひくので精せい一いつ杯ぱいなんだぞ。本番で足を引っ張らないレベルになれば十分だからな」

「甘いよ。セナキスはまだ基き礎その段階だよ。今は土台を作ってる最中。それに、譜ふ面めん通どおりに弾ひくだけで満足しないで！　ゴールはもっと先！」

「叶かのうは、俺をどんな風に育てる気なんだ？」

「ウチが求めているのは、セナキスが感じた衝しよう動どうをそのまま音にすることだよ」

「そりゃまた、えらくレベルが高くて抽ちゆう象しよう的てきだな」

「初心者だからピンとこないだけだよ。そのうちただ弾ひいてるだけじゃ物足りなくなって、自分の感情を乗せたくなるものだよ」

　叶かのうは自信満々に予言する。

「そんな余よ裕ゆうねえよ」

「余よ裕ゆうじゃなくて衝しよう動どうだよ、セナキス」

「そういうもんか？」

　正しく音を鳴らすことで精せい一いつ杯ぱいの今の俺にはとても想像がつかない。

「セナキスも本番までにはそうなるといいね」

「高すぎる目標設定は誰だれも幸せにならないぞ」

「そんなことないって！」と叶かのうは目をキラキラさせて反論する。成功以外見えていないようだ。

「叶かのう、大半の客のお目当てはおまえの演奏だ。俺が文化祭までにおまえのレベルに追いつくのは不可能だからな」

　少年漫まん画がのように突とつ然ぜん隠かくれた才能が覚かく醒せいしてレベルアップするなんてことは考えにくい。

「ウチがライブで感じてもらいたいのはリンクスならではのケミストリーだよ。演奏技術だけじゃない。私とバンドを組む以上、主役はみんな。誰だれも添そえ物ものじゃない」

　叶かのうは、ムキになって主張する。

「そりゃベストは尽つくすし、極力いい演奏はしたいさ。だけど俺みたいな初心者の初ステージが文化祭のトリを飾かざるとか、どう考えてもハードル高くね？」

　リンクスは、文化祭二日目のメインステージでフィナーレを務める。

　リーダー・叶かのうミメイの実績と期待値から、トリでの出演は最初から確定していたようなものだ。

　軽音楽部のオーディションに参加したのは、叶かのうの強い希望で俺達の仕上がりを見るためだ。

　リンクスの出で来き栄ばえはお世辞にも褒ほめられたものとは言いい難がたかった。

　──このバンドには問題がある。

　まず、メンバーの技術レベルがバラバラ。

　プロ顔負けの演奏技術でベースを爪つま弾びく叶かのうミメイ。オーディションも叶かのうのグルーヴ感溢あふれるベースで実質押し切ったようなものだ。

　正反対に初心者な俺。これは言うまでもないので割かつ愛あい。

　花はな菱びしのドラムはソツなく正確なリズムを刻み、バンドを下支えする。ただ叶かのうに言わせると、面おも白しろみに欠けるそうだ。『リズムは規則正しいけど、感情が乗ってないから機械的』との評に、花はな菱びしは困ったような顔をしていた。

　みやちーのボーカルもとても安定しており、軽音楽部の面々を前にしても問題なく歌えていた。少なくとも俺にはそう聞こえた。だが、『ひなかは遠えん慮りよしすぎ、もっと自分を前面に出して』とこれまた叶かのうの抽ちゆう象しよう的てきな指し摘てきを受けていた。みやちーは思い当たる節がある様子だった。

　そして、ヨルカである。演奏技術は俺が自信を持って太たい鼓こ判ばんを押す。叶かのうもそこは信しん頼らいしているようだ。が、いざ観客の前でキーボードを弾ひくと視線に緊きん張ちようしてミスタッチを連発。演奏自体もぎこちなくなり、どうにも精せい彩さいを欠いて本来の実力をまるで発揮できなかった。

「全員主役って、わたし困る。本番では叶かのうさんに注目が集まってくれた方が助かる」

　ヨルカは正直に不安な気持ちを打ち明ける。

「それは難しいよ。有あり坂さかさんには絶対的な華はながあるもん。それは誰だれにでもあるわけじゃない。かわいい子がいっぱいステージに上がったところで、全員が印象に残るとは限らないでしょ。でも、その中でも印象に残ってしまう特別なものが有あり坂さかさんにはあるんだよ」

　叶かのうは断言する。彼女は両親が音楽関係の仕事をしているから、数多くのプロのステージをその目で見てきたのだろう。だからこそ圧あつ倒とう的てきな説得力があった。

　俺も叶かのうと同意見だ。

　ヨルカのような特別な女の子には誰だれもが目を奪うばわれる。

「瀬せ名なちゃん、有あり坂さかさんのためにステージの照明をどうにかできないかい？」

　生徒会長の花はな菱びしが、俺に意見を求める。

「ヨルカに観客の視線を意識させないようなライティング自体は工く夫ふうできると思う。ただ、仮にも文化祭のメインステージのオオトリだぞ。一応メインステージ担当としては最後に派手に盛り上げる演出をしたい気持ちもあるわけで……」

　恋こい人びととしてはヨルカの気持ちに添そいたいが、文化祭実行委員会の一員としてはみんなの思い出に残るようなラストにしたい。

「スミスミも板いた挟ばさみで大変だね。リアルに仕事とわたし、どっちが大事なのってやつだ」

　みやちーも気の毒に思ってくれつつも、ちょっと楽しんでいた。

「僕も生徒会長という立場では派手な演出に一票かな」

　当然、花はな菱びしもそう答える。

「花はな菱びしこそヘタれた音ばかり叩たたいてないで、もっとピリッとして！　演出より演奏だよ！」

「僕は正確に叩たたいてるつもりだけど」

「譜ふ面めん通どおりには叩たたけてるけど、この頃ごろ音が上の空なのよね。傷心してリズムが狂くるったみたいな。二学期になってなにかあった？」

「……ミメイはほんとうに繊せん細さいな耳をしてるんだね」

　花はな菱びしは降参とばかりにドラムスティックを一いつ旦たん置いた。

「せっかくだから聞いてほしい。僕は今、深刻な傷に悩なやまされている。その傷の痛みが日に日に増しているんだ」

　花はな菱びしは目を伏ふせ、静かに打ち明ける。

　その憂うれいを帯びた顔は、女の子の同情心を誘さそいそうだ。ただ顔がいいだけでなく、こういうさり気ない仕草ひとつひとつが女心をくすぐるから花はな菱びしはモテるのだろう。

「傷って、どこか怪け我がでもしたのか？」

　みんなを代表して、俺が訊たずねる。

「──失しつ恋れんの痛みが苦しくて仕方ないんだ」

　花はな菱びしは大真面目な顔で答える。

　女じよ性せい陣じんの白けっぷりは凄すさまじいものだった。

「プレイボーイの失しつ恋れん、マジでさらにめんどくせー」

　呆あきれたような声でみやちーが吐はき捨すてる。この容よう赦しやない言葉が女じよ性せい陣じんの気持ちを代弁していた。

「え、花はな菱びしの本命って誰だれ？　誰だれに振ふられたの？　有あり坂さかさん知ってる？」

「うちのクラスの支はせ倉くらさん」

「……なんでちょっと不ふ機き嫌げん？」

　叶かのうとヨルカはなにやらヒソヒソと話をしている。

「瀬せ名なちゃん、僕にとってもはじめての経験なんだ。親友のピンチを助けてくれないか。これじゃあ身を入れてドラム叩たたけないよ！」

「いやぁ、そこは本番までになんとか持ち直せとしか」

　残念ながら、こればかりは俺も当あたり障さわりのないことしか言えない。

　朝あさ姫きさんに振ふられたと聞いてから二カ月近く経たっているのに、傷心はまだ癒いえていないようだ。

「恋こい多おおき男なのに、失しつ恋れんのひとつでそんなに調子崩くずすんだな」

　恋こいに振ふり回まわされてしまうのは俺にも痛いほどわかる。

　本気の恋れん愛あいは甘くない。

　俺もヨルカに告白して返事を保留された時はずっと落ち着かなかった。

　自分の感情をコントロールできず、かなり苦しかったのはいまだに忘れがたい。

　その点、花はな菱びしはここまで周りに悟さとらせずに生徒会長の仕事をよくやってきたと思う。

　彼は文化祭実行委員会のトップとして果たすべき役割を静かに全うしてきた。

　むしろ、リンクスが隠かくしてきた弱音を吐はける場になったのは僥ぎよう倖こうではないだろうか。

「……残念だけど本命の子は別だったみたいだよ」

　いつも能天気にハッピーオーラを振ふりまいているイケメンが、曇くもり空ぞらのように淀よどんでいる。

「おまえは引きずらない男だと思ってたよ。もっとあっさり次の恋こいに切きり替かえるのかと」

　恋れん愛あいを気軽に興じられる者は、数を重ねるほどに、恋こいの特別感を抱いだきにくくなる。

「僕もそう思っていた。いや、そう思おうとしていた。だけど本気の恋こいの痛みはどうにも誤ご魔ま化かせないね」

　モテることが失しつ恋れんの痛みを知らないこととはイコールにならない。

　花はな菱びしの顔を見て、俺はあらためてそれを教えられた。

「そうやって弱音をきちんと吐はけるから、おまえはすごいよ」

「朝あさ姫き、──支はせ倉くらさん相手にはなんとか最後までカッコつけられたんだけどね。カッコ悪いところ見せてごめん」

「しんどい時は弱音を吐はいていいと思うぞ」

「けど、我らがリーダーは僕のドラムのビートにご不満のようだ」

　叶かのうは両りよう腕うでを前で組み、花はな菱びしの言葉に対して首を縦に振ふる。

「なら怒いかりのドラムでも悲しみのドラムでもいいから、叶かのうの言う衝しよう動どうを乗せた演奏ってのをしてみるのはどうだ」

「それはアリ！　さすがセナキス、ウチの教えをよくわかってるじゃん！」

　叶かのうは満足げにぱっと顔を輝かがやかせる。

「この程度の理解でいいのかよ」と俺は苦く笑しようしてしまう。

「あのね、今日の練習終わりに言おうと思ってたんだけどウチからひとつ提案があるの」

　理想高きリーダー・叶かのうミメイの目は燃えていた。

「みんな忙いそがしいからさ、五人でがっつり練習できる日があんまりないじゃん」

　察するに、彼女の言うところの、五人のケミストリーを高めたい様子だ。

　音楽愛が強すぎる叶かのう、遠えん慮りよがちな歌声のみやちー、完全初心者の俺、視線で緊きん張ちようするヨルカ、傷心中の花はな菱びし。

「学校で集まると夕方にはおしまいでしょう。外でスタジオを借りるのもお金がかかるから、来週の土日にウチの家にあるスタジオでみっちり合宿しよう！」

「「「「合宿!?」」」」

　鬼おに教きよう官かんの命令に、俺達四人が拒きよ否ひ権けんを持っていないのは言うまでもない。
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　二年Ａ組の飲ヤム茶チヤカフェの準備は、スミスミの心配が杞き憂ゆうになるほど順調に進んでいた。

　文化祭のクラス代表となったヨルヨルとななむーのコンビは役割分担を綺き麗れいに分けており、そのバランスが非常によかった。

　今や名実ともにクラスの司し令れい塔とうであるヨルヨル。

　朝あさ姫きちゃんが人望や愛あい嬌きようで上手にみんなをその気にさせるのとは対たい照しよう的てきに、ヨルヨルは自ら率そつ先せんして動くことでみんなを導いていく。

　最初の会議までに食材から調理器具、さらに備品など、このプロジェクトで必要になりそうなもの一式をひとりでリストアップ、さらに当日までのおおよその作業計画まで立ててくれていた。

　その仕事の速さと的確さに、クラスの面々はいきなり驚おどろかされた。

　飲食店をやるにあたってみんなが面めん倒どうがる申しん請せい書しよ類るいの提出も、ヨルヨルは嫌いやがらず早々に処理していた。

　本人は『心しん配ぱい性しようだから先にやれることをやっておかないと不安なだけ』と謙けん遜そんしていたが、二年Ａ組の誰だれもが、有あり坂さかさんを信じれば安心という信しん頼らい感かんを覚えていた。

　そんなヨルヨルが苦手な交こう渉しよう事ごとや個別の細かい指示を担になうのが、ななむーである。

　ななむーは文字通り大きな声で、気乗りのしない子達をも巻きこんでどんどん動かしていく。そうやってみんなで作業していくことで、クラス全体の一体感を高めていった。

　ヨルヨルの指示でわかりづらいことがあれば、みんなの気持ちを代弁するようにななむーが誰だれよりも先に質問や意見を述べる。

『と、有あり坂さかちゃんが仰おおせだ。他に疑問があるやつ……ゼロ！　じゃあ作業に取りかかるぞ！』

　そうやってヨルヨルの考えをしっかりみんなに共有させて、誰だれも置いてきぼりを出さず、スムーズな進しん捗ちよくに貢こう献けんしていた。

　この優ゆう秀しゆうなクラス代表ふたりのおかげで、スミスミや朝あさ姫きちゃんは文化祭実行委員会の仕事に集中できている。

「ななむーって真面目に集団作業ができるんだね。ちょっと見直しちゃった」

「宮みや内うち。そりゃ、有あり坂さかちゃんの足を引っ張ろうものなら瀬せ名ながキレるからな」

　ななむーは真顔だった。

「スミスミ、ヨルヨルのことになると人が変わるもんね」

「任された以上、さすがに今回は手を抜ぬけんよ」

「今回も、でしょう？」

「こういうのは柄がらじゃないんだよ。あぁ、バスケしてえ」

　あたしが覗のぞきこむようにななむーの顔を見上げると、ななむーはその場でシュートフォームをとる。

　あたしは知っている。

　ななむーはスミスミの分まで真しん剣けんにバスケをがんばっていた。でもバスケはチームスポーツだ。エースひとりの奮ふん闘とうだけでは夏の全国大会まで進めなかった。

　去年と違ちがって、今年のななむーはみんなの力を合わせることの重要性が誰だれよりも身に沁しみているのだと思う。

　あたしはあたしでデザインソフトがつかえたりするので、勇気を出して飲ヤム茶チヤカフェの総合デザインを引き受けることにした。

　当日の女子は基本的にチャイナドレスだが、男子の服装はどうするかという話になり、記念品にもなるからとお揃そろいのＴシャツを作ることに決まった。

「ひなかちゃん、このＴシャツのデザインとってもいいよ！」

「宮みや内うち、これオシャレだから俺も気に入ったわ」

　ヨルヨルやななむーだけでなく、クラスのみんなにもデザインを褒ほめられて嬉うれしかった。

「ひなかちゃんの仕事増やしちゃってごめんね。だけど、すごく助かってる」

「お互たがい様さまだよ。ヨルヨルだってクラス代表をすごくがんばってるじゃん」

「うん。七なな村むらくんの押しの強さはほんとうにありがたく感じる」

「適材適所ってやつだね」

「希き墨すみや支はせ倉くらさんはよくこんな大変なことやってるなって、あらためて感心しちゃった」

「けど、ヨルヨルががんばるのはスミスミのためでしょう？」

「わたしがミスしたら希き墨すみはきっとフォローしてくれるでしょう。ただでさえギターを覚えるので大変なのに、これ以上の負担をかけたくないもの」

「愛だねぇ」とあたしが茶化すと、「うん」とヨルヨルは素す直なおに認めた。

　心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。

　スミスミだってがんばれるのは、ヨルヨルがいるからなんだから。







[image: ]

　文化祭二週間前ともなれば毎日がとにかく忙いそがしい。

　休み時間であっても、実行委員の誰だれかしらが相談やチェックを求めて俺の教室までやってくる。メインステージ担当チームのグループライン上では様々なメッセージが飛とび交かい、俺が回答しなければ滞とどこおるものもあるのでスマホのチェックも欠かせない。

　放課後は、大たい抵ていメインステージ担当チームの打ち合わせが入る。

　ステージに出演予定の団体と演目の詳しよう細さいを詰つめ、それに沿って音おん響きようや照明を含ふくめた演出プランを擦すり合あわせていく。

「申しん請せい書しよ類るいではご立派なことが書いてあっても、いざ詰つめると具体性ゼロだったり、気合いが空回ってるだけってのが今年もやっぱり出てくるな」

「いくらうちの校風が自由だからって、明らかに三分で考えたみたいな適当なのもあったし！」

　朝あさ姫きさんは先ほどの打ち合わせが原因で、ご機き嫌げん斜ななめだ。

「お祭りで目立ちたいって気持ちはわからなくもないけど」

　俺は控ひかえ目めな言葉で朝あさ姫きさんをなだめる。

「だからって女の私がいる前で、よくあんな下ネタばっかり喋しやべるわよね。男子だけで集まる時っていつもああなの!?」

「さすがにあそこまでは……」

　朝あさ姫きさんが腹を立てるのも当然だ。

　俺と朝あさ姫きさんが先ほど打ち合わせをしたのは、お笑い好きの有志の団体。

　演目は自作のコントをステージで披ひ露ろうするというものだが、本番のコント台本を見せてもらったところ、団体の代表を務めるコンビだけやたらとお下品なネタが多く、しまいには服を脱ぬいで笑いをとるというものだった。

　聞くにたえない内容な上、こいつら本番では全ぜん裸らになりかねないぞと悪い予感もした。

　俺が早々に切り上げようとしたら朝あさ姫きさんがそれを制した。

『希き墨すみくん。念のため、最後まで聞きましょう。念のため』

『ツカミ、最悪だけど？』

『お笑いではオチが大事でしょう』

　朝あさ姫きさんは笑え顔がおの仮面を被かぶっているが、目はまったく笑っていない。

　残念ながら永えい聖せい高等学校のブランドを著いちじるしく損そこねる可能性大と判断。

　文化祭実行委員会としてそのコンビに出演辞退、もしくはコント内容を全面修正の上で再度の審しん議ぎを言いい渡わたした。

　本来、文化祭実行委員会がここまで演目の内容に口を出すのは稀まれだ。

　それでも文化祭に不適切なものは見過ごせない。

　学校行事において生徒の裁量が大きいのは、自分で判断する能力を養うためという永えい聖せいの教育方針があるからだ。なんでもＯＫというわけではない。

　クラスの出し物は担任の先生がチェックしているので内容的に極きよく端たんなものは少ないが、有志では独自性に走りすぎた企き画かくがたまに紛まぎれこんでくる。

　辞じ退たい勧かん告こくを受けたコンビは、言うに事を欠いて『権力の横暴だ！　表現の規制反対！』と謎なぞの芸術家気取りで抗こう議ぎしてきた。

　そして、朝あさ姫きさんがキレた。

『ただのセクハラかましておいて偉えらそうな口をきくな！　そんな自己満足のオナニーで芸術家を気取るなんて百年早いわよ！　本気でステージに立ちたいなら、真しん剣けんに取り組め！　お笑いを舐なめるな！』

　笑えもしない下ネタを延々と聞かされて、ポーカーフェイスを保てなくなった朝あさ姫きさんの一いつ喝かつで、打ち合わせは終しゆう了りよう。

「私、お笑い番組好きだから結構楽しみにしてたのに、最悪」

　朝あさ姫きさんは期待外れとばかりに、ため息をついた。

　打ち合わせに立ち会っていた一年の実行委員達もちょっとビビっていた。

「ああいうのを見み逃のがして、いざ本番でやらかしそうになったら、舞ぶ台たい袖そでから俺達が飛び出して止めないといけないからね」と俺はフォローする。

　朝あさ姫きさんも気分を切きり替かえた様子で、そんな彼らに向き直る。

「さっきのはもちろん論外だけど、ああいうこともあるから申しん請せい書しよ類るいの内容がスカスカの団体は要注意ね。暴走しそうなところは打ち合わせ段階でしっかり正ただしていきましょう。真面目に文化祭に取り組んでいる他の団体さんにも失礼にあたるから。審査は厳しく、本番は楽しく！」

　朝あさ姫きさんが笑え顔がおで伝えると、「わかりました！」と一年ズは元気よく答えた。

　やはり美人の先せん輩ぱいには、いい印象を持たれたいのだろう。

　その男心、わからなくもない。

　俺はノートパソコンに表示されたチェックリストを眺ながめながら、まだ空白の多いタイムテーブルを確かく認にんする。

「もういい加減、ぜんぶのスケジュールを確定させたいよね」

　朝あさ姫きさんも肩かたを寄せてきて、一いつ緒しよに画面を覗のぞきこむ。

「時間厳守を徹てつ底ていさせないと、マジでタイムテーブルが崩ほう壊かいしかねないから」

　俺は去年の経験から口を酸すっぱくしてそう繰くり返かえす。

　ステージには魔ま物ものが潜ひそんでいる。

　どれだけ周しゆう到とうに準備をしていても、本番では不測のトラブルが起きてしまう。

　俺達はプロではない。

　高校生だから、いざステージに立ったら誰だれでも頭が真っ白になることはありえる。ミスを取り返そうとして想定より時間を食うこともあれば、盛り上がりすぎて終わり時間が頭からすっぽり抜ぬけ落おちてしまうこともある。

　そうした小さなタイムラグを事前に見み越こしてスケジュールに余よ裕ゆうを持たせておかないと、玉たま突つき事じ故このように後へ後へと影えい響きようが出てしまう。

　ひいてはステージのトリを務める俺達リンクスの演奏時間にも影えい響きようが出かねない。

　せっかくのヨルカの晴はれ舞ぶ台たいだ。

　それを台無しにすることは個人的にも立場的にも絶対避さけたい。

「タイムテーブルを管理している希き墨すみくんがトリを飾かざるんだし、最後は自分で調整してくれるよね」

「無理だって。最後は朝あさ姫きさんに全部預けるからし、最悪アンコールはカットで」

「まさか。そんなことならないように、みんなは私の指示に従ってね」

　朝あさ姫きさんが声をかけると、「がんばります！」と一年ズはやっぱり威い勢せいよく返事をする。

　わかりやすいなぁ、若わこ人うど諸君。

「失礼します。瀬せ名な先せん輩ぱい、支はせ倉くら先せん輩ぱい。音おん響きよう機き材ざいの業者の方がそろそろ来られる時間なので、会議室までお願いします」

　教室の扉とびらが開き、同じくメインステージ担当の一年生の女子がわざわざ呼びに来てくれた。

　俺達は荷物をまとめて廊ろう下かに出る。窓の外はもう薄うす暗ぐらくなっており、廊ろう下かの空気は外にいるみたいにひんやりとしていた。

「朝あさ姫きさんってお笑いが好きだったんだね。はじめて知ったよ」

「あれ、言ってなかった？」

「初耳」

「希き墨すみくんが知らないのは私に興味なかったから？」

「なんでそうなるの!?」

　不意打ちのように意味深な言い方をされて、俺は慌あわててしまう。

「冗じよう談だんよ。そっか、希き墨すみくんとはこういう個人的な話ってあまりしてこなかったんだね」

「……それに、あんな風に怒おこることにもちょっと驚おどろいた」

　朝あさ姫きさんは声を張る印象がなかったので、新しい一面を見た気分だ。

「お母さん相手だとしょっちゅうよ。気に喰くわないことがあるとお互たがいストレートに言い合ってすぐ喧けん嘩かになるし」

「お、喧けん嘩かするほど仲がいいってやつ？」

「喧けん嘩かせずに済むなら、それが一番なんだけどね」

「確かに。けど、怒おこる元気があったことに少し安心した」

「……私、そんなにいつもと違ちがう？」

　朝あさ姫きさんは困ったような顔になる。

「半年も相棒やってれば、なんとなくね」

　誰だれに対しても愛あい想そのいい優等生である朝あさ姫きさん。いつもはスキを見せない彼女が、二学期に入ってからは人目を意識していないと思われる瞬しゆん間かんが増えているのだ。

「恥はずかしいな。学校とプライベートはきっちり分けたいタイプなのに」

「スキが見えるのも、それはそれで悪いことじゃないよ」

「私、優等生を演じている方が楽なのかもね」

　朝あさ姫きさんは独り言のように、そんなことを言う。

「演技に疲つかれたら、愚ぐ痴ちくらい聞くよ」

「今はそんな時間もないくせに」

「時間とは無理やりつくるものさ」

　俺はそう嘯うそぶいてみせる。

　会議室では先生同席の上、業者さんとスピーカーの設置や配線に関して話し合う。

　アリアさんが生徒会長をしていた頃ころから毎年お願いしている業者さんだから大体のことは把は握あくしていただけている。今年の変へん更こう点てんなどをお伝えし、打ち合わせはスムーズに終わった。

「やっぱり有あり坂さかさんのお姉さんって生徒会長として優ゆう秀しゆうだったわよね。文化祭の運営マニュアルをきちんと作成して後こう輩はいに残してくれたんだから助かっちゃう」

　朝あさ姫きさんは手元のマニュアルを見ながら感かん嘆たんする。

　文化祭実行委員会には、有あり坂さかアリアが生徒会長だった時代に作られた永えい聖せい高等学校文化祭・運営マニュアルなる虎とらの巻まきが保管されている。

　毎年、各部署各担当に必要なページのコピーが配られ、それを基もとに準備が進められていく。

　今日の業者さんとの打ち合わせも、その虎とらの巻まきをもちろん参考にしていた。

「とはいえアリアさんが卒業してから結構経たつから、個人的には改かい訂てい版ばんがそろそろ欲ほしいな。特に当日の舞ぶ台たい裏うらの進行マニュアルには手を加えたい」

「私は問題ないと思ったけど、気になるなら生徒会長に相談してみれば？」

　夏休みまでは朝あさ姫きさんは花はな菱びし清きよ虎とらを名字で呼んでいた。それが彼の告白を断って以降、生徒会長と呼び名を変えたようだ。

　それは花はな菱びしの方も同じだ。今までは気軽に下の名前で呼んでいたのが、支はせ倉くらさんと名字で呼び、一線を引くようになった。

「そうする。じゃあ俺は軽音楽部に行くから」

「お疲つかれ様さま。練習がんばってね」

「ありがと。朝あさ姫きさんもお疲つかれ様さま」

　朝あさ姫きさんと別れて、俺は軽音楽部へ行き、リンクスの練習に合流する。

　正直、クラスの飲ヤム茶チヤカフェの手伝いはあまりできていない。練習の合間にヨルカから持ちかけられる相談に乗るくらいしか貢こう献けんしていない。

「こっちは気にしなくていいよ。希き墨すみのアドバイスだけで、かなり助かってるんだから」

　そんな風に答えるヨルカは頼たのもしく見える。

　ただ、近ちか頃ごろはこうした事務的なやりとりが多く、恋こい人びとらしい他愛もない雑談がずいぶんと減った。

　鬼おに教きよう官かんの熱血な個別指導で、下校時間まで夢中でギターを弾ひき続つづける。

　リンクス五人が揃そろう時はひたすらセッション。

　練習が終わると帰りは、途と中ちゆうのコンビニで買い食いをしながら五人で駅まで向かう。

　高校の近所に家がある俺にとっては遠回りだが、みんなと話せる貴重な時間だ。

「じゃあ、お疲つかれ！　また明日！」

　駅で俺だけ改札に入らず四人を見送った。

　ヨルカの名残なごり惜おしそうな顔に胸を締しめつけられつつも、笑え顔がおで手を振ふる。

　ほんとうはヨルカとふたりきりでもっと話したかった。

　ヨルカのご両親は海外で仕事をされているから、帰宅が遅おそくなっても誰に咎とがめられるわけではない。とはいえ、ヨルカを引き止めてこれ以上帰りを遅おそくさせてしまうのは彼かれ氏しとして心配だ。

　それに今はリンクスの五人で運命共同体。バンドの和を乱すみたいで、俺達だけで別行動をとるのもなんとなく気が引けた。

　今日は風が強くて寒いし、時間が遅おそいし、疲つかれてもいる。

　俺は来た道をひとりで戻もどって家に帰った。
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　遅おそめの夕飯と風ふ呂ろを済ませて一息ついたら、自主練習。

　その日に叶かのうから教わったことを思い出しながら繰くり返かえし、とにかく身体からだに覚えこませる。

　学校であまり練習できない以上、睡すい眠みん時じ間かんを削けずってでも家で練習しなければ本番に間に合わない。この時間なら家族は寝ねているが、さすがにうるさいのでアンプには繫つなげない。ひたすらシャカシャカと弦げんを鳴らす。

「よし、ちょっと休きゆう憩けい！」

　集中力が切れてきたので、俺はベッドに横になる。長時間同じ姿勢を続けて固まってしまった身体からだをほぐしていく。力が抜ぬけていくと今度は眠ねむ気けが押し寄せてくる。

　俺は眠ねむ気け覚ざましも兼かねて、ある人に電話をかけた。

『おーギタリストからの電話なんて珍めずらしいじゃん』

「そんなカッコいいもんじゃないですよ、アリアさん」

『その出で来き栄ばえはステージを見て判断させてもらおう、スミくん』

　夜の十一時すぎだが、有あり坂さかアリアは弾はずんだ声で電話に出た。

「あんまりプレッシャーかけないでくださいよ」

『今回もちゃんとサボらず練習しているんでしょう。大だい丈じよう夫ぶだって』

　高校受験の時に散々面めん倒どうを見てくれたアリアさんは、俺に一いつ切さいの疑いも抱いだかず太たい鼓こ判ばんを押してくる。

「完璧パーフエクトでなくとも、最シユ高プリのーム最・ベ善ターを尽つくしますよ」

『それでよろしい』

　以前アリアさんに言われた言葉を、俺はしっかりと胸に刻んでいた。

「今ちょっと時間大だい丈じよう夫ぶですか？　教えてほしいことがあるんですけど」

『私に？　なに？』

「アリアさんが作った永えい聖せいの文化祭の運営マニュアルのことです。ちょっと手を加えたいなって思って」

『え、まだアレをつかっているの。噓うそぉ!?』

　アリアさんは心底驚おどろいていた。

「偉い大だいなる実績はそのまま伝統になっちゃうんですよ。後こう輩はいが素す晴ばらしい先例を覆くつがえすのは大変なんですから」

『その評価は光栄だけど、伝統はアップデートされていかないと古びたルールになっちゃうよ』

　アリアさんは好きにすればいいのに、という態度だった。

「じゃあ僭せん越えつながら手を加えさせてもらいます」

『お、私とスミくんの時を超こえた共同作業だね』

「妙みような表現をしないでください」

『だってたたき台のつもりで作ったのに、まさかいまだ現げん役えきなんて思わなかったんだもの』

「あんなにキッチリしたマニュアル、そう簡単に手を加えられないですって」

『副会長の玄げんちゃんが生き真ま面じ目めだから、かなり気合い入れて作ってくれたんだよ』

　俺はおやっと思う。

「アリアさんの口から男の人の名前が出てくるなんて珍めずらしいですね」

『私の高校時代が気になるの？』

「人並みには」

『玄げんちゃんって、頭は固いけど賢かしこいしヤル気に満ち満ちていたから、私がやりたいって言ったことを毎回本気で手伝ってくれて大助かりだった』

「相当優ゆう秀しゆうな人だったんでしょうね。アリアさんが会長になって、学校行事をいろいろ改革できたのも納なつ得とくです」

　アイディアを出せる魅み力りよく的てきなリーダーと能力の高い実務家が揃そろえば鬼おにに金棒だろう。

　そんな仲間をまとめていたからこそ、有あり坂さかアリアは伝説の生徒会長なのだ。

　決してひとりの力で伝説にはなれない。

『あの頃ころの私はヨルちゃんと向き合わずに、生徒会の活動に逃にげていた部分もあったし』

　どこか冷めた声で、アリアさんは自じ虐ぎやくする。

「逃にげだろうと結果を出せるなら上々でしょう」

『今日はやさしいじゃん』

「遅おそい時間に電話に付き合ってもらってますし」

『スミくんと話すのは楽しいよ』

「アリアさんの暇ひまつぶしになってるならなによりです」

『最近は夜の話し相手がいなくてさびしかったのよ。ヨルちゃん、毎日疲つかれているみたいでお風ふ呂ろから上がったらすぐに寝ねちゃって。おかげでひとりの晩ばん酌しやくは味気なくて』

　アリアさんは話が上手だから、放っておくといくらでも会話が続いてしまう。塾じゆくの授業終わりに、よくアリアさんと時間を忘れて話しこんでしまった中学の頃ころが懐なつかしい。

「ヨルカ。バンドに文化祭のクラス代表にと、慣れないことを一いつ生しよう懸けん命めいがんばってますよ」

『スミくんこそバンドとクラスの出し物、さらに文化祭実行委員でしょう？』

「アリアさんも知っての通り、文化祭の時期は毎度バタバタするじゃないですか。不満があるとすれば、ヨルカとデートできないことくらいですよ」

『…………』

　電話の向こうで黙だまりこまれた。

「あの、アリアさん？　もしもし？」

『なんか電話で惚のろ気けられて、ちょっとムカついた』

「いや、ヨルカから散々俺のことも聞かされてるでしょうに」

『妹の彼かれ氏しの口から直接言われるのは別！』

　なんだか急に機き嫌げんが悪くなったぞ。

「アリアさん？」

『マニュアルは好きにすれば！　せいぜい体調崩くずさないように気をつけて！　おやすみ！』

[image: ]

　アリアさんは一方的に電話を切ってしまった。

　俺が失言をしたのか、向こうが悪わる酔よいでもしてるのか。

　怒おこっている割に俺の心配をしてくれていたのが、なんともアリアさんらしい。

「さて、もうひと頑がん張ばりしますか」

　話していたおかげで眠ねむ気けも覚めた。

　俺は再びギターを構えて、ピックを手にとる。
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「きすみくん、おはようー！」

　そうして今朝も、妹の映えいが元気よく俺の腹の上に落ちてくる。

　勢いよくベッドに飛び乗ってきた衝しよう撃げきで、俺の意識は無理やり覚かく醒せいさせられた。

　重たい瞼まぶたはほとんど開かず、それでも枕まくら元もとのスマホで時刻をなんとか確かく認にんする。

　俺の隣となりにはギターちゃんが冷たく横たわる。持っていたはずのピックはまたも行ゆく方え不明。

　時間が吹ふっ飛とんだみたいに、いつの間にか朝である。

「きーすーみーくーん、朝。映えい、言われた通りにちゃんと起こしてあげたよ」

「…………」

　自力で起きるのは困難だと悟さとった俺は、映えいに起き床しよう係がかりを頼たのんだ。

　映えいの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな仕事ぶりに礼も文句も言う気が起きず、俺は無言のまま成長期真まっ只ただ中なかの妹をぞんざいにどかす。

　この半年でまた少し身長が伸のびて、ますます小学生離ばなれした身体からだつきになってくる。

　赤の他人なら超ちよう童どう顔がんの大学生くらいに勘かん違ちがいするぞ。

　いや、ほんと女の子としての人並みの警けい戒かい心しんとか色んな自覚を持ってくれ。

　実の兄であろうと、気軽に異性に馬乗りするのはマジで止やめような。

「きすみくんがノーリアクションだとつまんないんだけど」

「雑な方法で俺の元気を測るな。あとお兄ちゃんと呼びなさい」

　寝ね起おきの気だるさを振ふり切きろうと、重たい上半身を起こす。

「きすみくん、すごく眠ねむそうだよ」

「実際寝ね不ぶ足そくだからな」

　大おお欠伸あくびをしても頭の眠ねむ気けはまったくとれない。

「ヨルカちゃんと一いつ緒しよにライブするんでしょう？」

「そうだよ。俺以外はみんな上手だから、追いつけるようにがんばってるんだ」

「映えいもライブ見たい！」

「来ても構わないけど、誰だれか付つき添そいがいないと」

「近所だしひとりでも大だい丈じよう夫ぶだよ」

「夏祭りで迷子になったのは、どこのどいつだ？」

　俺は口だけは達者な妹を胡う乱ろんな目で見る。

「大だい丈じよう夫ぶ。映えいは成長したから！」

「信用できん」

　俺はきっぱりと却きやつ下かする。

「じゃあ、ひなかちゃんと見る！」

「みやちーもステージに立って歌うから、それは無理だな」

「え、ひなかちゃんも出るの？」

「なんだ、知らなかったのか」

「うん」

　映えいはちょっぴりショックを受けていた。

「みやちーもボーカルやるの迷ってたから、きっと内ない緒しよにしてたんだよ」

「じゃあ、誰だれと一いつ緒しよに見ればいいの？　ヨルカちゃんのお姉ちゃん？　紫し鶴づる先生？」

「妹よ、なぜそこで躊ちゆう躇ちよなく大物美女ふたりが出てくるんだ？」

　映えいが大物なのか、幼いゆえの恐こわいもの知らずなのか。

　二大巨きよ頭とうにライブの同どう伴はんを頼たのもうとは、いい度胸をしている。

「あのふたりとなら、なんかいい席で見れそうだし」

　割と現金な理由だった。

　まぁアリアさんなら案外あっさり引き受けてくれそうだが、あんまり甘えるのも申し訳ない。

「でも、パパとママはその日はお仕事だよ」

　父さんは出張の前乗り、雑誌の編集者をしている母さんは撮さつ影えいの立ち会いと両親は忙いそがしい。

「頼たのむなら紗さ夕ゆかな」

「……紗さ夕ゆちゃんはなんか大人になっちゃったから緊きん張ちようする」と映えいは謎なぞの遠えん慮りよをする。

「よくわからんが、映えいにもそういう慎つつしみがあるんだな。ぜひ俺にも発揮してくれないか？」

「きすみくんはきすみくんだから」

　一体どうすれば兄の威い厳げんというものを獲かく得とくできるのだろうか。悩なやましい。

「紗さ夕ゆも茶さ道どう部ぶの出し物があるだろうけど、ライブまでには終わるだろう。俺から紗さ夕ゆに訊きいておくよ」

「大だい丈じよう夫ぶ？　忘れないでね！」

　最後に念を押して、映えいは部屋を出ていった。

　俺も諸もろ々もろの身み支じ度たくを整えて一階に下りる。

　リビングでは映えいが水すい槽そうの金魚にエサをあげていた。

　夏祭りの縁えん日にちですくった金魚を、映えいは宣言通り自分でちゃんと世話をしていた。

　起きたばかりで食欲がまだわかないので、コーヒーとクッキーで朝食を済ませる。

　ニュース番組の天気予報をぼんやり眺ながめていると、今日から気温が下がるとの予報。

　体調管理には十分気をつけてくださいね、とお天気お姉さんが言っていた。

「きすみくーん、そろそろ出ないと遅ち刻こくするよ」

　映えいの声で我に返る。

　俺は制服の上着に、袖そでを通して家を出た。







「瀬せ名なさん。もう少ししゃっきりしてください。声に覇は気きがありませんよ」

　朝のホームルームで神かん崎ざき先生から早さつ速そく注意を受けた。

「先生、では保健室で仮か眠みんをとってきてもいいですか？」

「堂々とサボろうとしないでください。減らず口が言えるうちは許可できません」

「そこをなんとか」

「却きやつ下かです」

「保健室がダメなら、茶さ道どう部ぶはどうですか？　俺、畳たたみ好きなので静かにしてますよ」

「瀬せ名なさん」

「はい」

「二度は言いませんよ」

「失礼しました」

　教きよう壇だんの上から放たれる射るような視線を受けて、俺の眠ねむ気けもようやく覚めた。

　眠ねむ気け覚ざましには神かん崎ざき先生の冷たい眼まな差ざしは効果てきめんだね。

　ホームルームが終わると、ヨルカの周りに輪ができていた。

　みやちーや七なな村むらもいるし、クラスの飲ヤム茶チヤカフェの話し合いだろう。文化祭をきっかけにヨルカはクラスメイトとの交流がぐっと増えた。それはとてもよい兆候だと思う。

　俺の視線に気づいたのか、ヨルカがこちらを見た。

　一いつ瞬しゆん申し訳なさそうな顔をしたが、すぐに会話に戻もどる。

　ヨルカと話したかったが邪じや魔まをするのも悪いので、今は我が慢まんしておこう。

「神かん崎ざき先生とあれだけ無む駄だ口ぐちを叩たたけるなんて、希き墨すみくんは大物よね」

　朝あさ姫きさんが俺の前の席に座る。

「そう？　そんなつもりはないけど」

「自分の強みほど本人は無自覚なものよね」

「たとえば？」

「軽音楽部のカリスマ、叶かのうミメイさんの新バンド・リンクス。叶かのうさんがベース、ボーカルに宮みや内うちさん、キーボードに有あり坂さかさん、希き墨すみくんがギター、で、生徒会長がドラムと。なにがどうなれば、こんな不思議なメンバーが揃そろうわけ？」

「まぁ、俺の人徳かな」

「そこはわかっているんだ」

　俺は冗じよう談だんのつもりで適当に答えたのだが、意外なことに朝あさ姫きさんはあっさり肯こう定ていした。

「そんな人間的な魅み力りよくがあるなら、もっと楽して生きてます、よっと」

　俺はむにゃむにゃと机に突つっ伏ぷそうとする。

「今寝ねても、すぐに一時間目がはじまるよー」と朝あさ姫きさんは手を伸のばして、おもむろに俺の肩かたを揉もみはじめた。

「あーそこそこ、効くわぁ」

「すごく凝こってるね、希き墨すみくん。特に左ひだり肩かたがゴリゴリだよ。ギターのストラップを掛かけているせいなのかな」

「朝あさ姫きさん、マッサージ上う手まいね」

「……お母さんの肩かたをよく揉もんであげているから」

「朝あさ姫きさん、なにか悩なやみ事ごと？」

　俺は、彼女が相談をしたいのだと思った。

「今ね、家族の間で大きな変化が起こっている最中でして」

「具体的には？」

「お母さんが再さい婚こんする」

　朝あさ姫きさんは小さな声で、ポツリと呟つぶやく。

「素す直なおにおめでとう、って感じじゃなさそうだね」

「正直かなり戸と惑まどっている」

「そりゃ、赤の他人がいきなり家族になるんだから戸と惑まどって当然だよ」

「子どもじみた駄だ々だかもしれないけど、うちはずっと母ひとり娘むすめひとりで二に人にん三さん脚きやくでがんばってきた。だから、急に家族が増えるって想像がつかなくて。いろいろ恐こわいんだよね」

「相手の人にはもう会ったの？」

「紹しよう介かいされた。すごく、いい人っぽい。お母さんのことを大事にしているのがよくわかった」

　朝あさ姫きさんの歯切れがどうにも悪い。

「他になにか問題でも？」

「要するに、私がまだ大人になれていないだけなんだね」

　俺は首くびを回めぐらせて、俺の肩かたに手を置いたままの朝あさ姫きさんの目を見た。

「その朝あさ姫きさんの不安を、ちゃんとお母さんに伝えた？」

「まだ」

「再さい婚こんに反対なの？」

「そういうわけじゃない、けど──」

　朝あさ姫きさんは言葉を探すように唇くちびるを震ふるわせている。

　だけど、いくら待っても言葉の続きは出てこなかった。

　そのうちにチャイムが鳴ってしまい、この話は宙ぶらりんのまま打ち切りになった。
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「きー先せん輩ぱい、ちょっといいですか？」

　昼休みに二年Ａ組の教室を訪たずねてきたのは、俺の中学からの後こう輩はい・幸ゆき波なみ紗さ夕ゆだった。

　ミルクティー色に染めた明るい茶ちや髪ぱつは肩かたのあたりまでのミディアムボブ、横に流した前まえ髪がみをピンで留めている。制服のシャツの第一ボタンを開けスカートの丈たけは短め。いかにも花のＪＫ満まん喫きつ中ちゆうとばかりの、リア充じゆうオーラ全開の一年生の登場に、教室がにわかにざわつく。

「どうした、紗さ夕ゆ？」

「アポなしですみません。ちょっと、私のお友達がステージの件で相談があるみたいで連れてきちゃいました。今大だい丈じよう夫ぶですか」

「ＯＫ、話を聞くよ」

　俺はギターを脇わきに置く。

「さすが、きー先せん輩ぱい！　忙いそがしかったらアサ先せん輩ぱいにでもお願いしようかと思ってたんですけど、やっぱり付き合いの長いきー先せん輩ぱいの方が頼たのみやすくて」

　その言葉通り、紗さ夕ゆは昔と変わらず気安い態度だ。

　彼女が廊ろう下かの方に手招きすると、紗さ夕ゆの友達である女の子達がぞろぞろと教室に入ってくる。

　なんと七人もいた。

「みんな大だい丈じよう夫ぶだよ。きー先せん輩ぱい、やさしいから遠えん慮りよなく質問しちゃいなよ！」

　知らない後こう輩はいの女の子達にぐるりと机を囲まれる。なんだか全方位からチェックされている気分で俺の方が緊きん張ちようしてしまう。

　聞けば、彼女達はアイドル同好会だそうだ。

　ダンス部とは別物で、彼女達は女性アイドルの熱心なファンの集まり。

　今度の文化祭のメインステージでアイドルの衣い装しようを着て、曲に合わせてダンスを披ひ露ろうするそうだ。しかもそのアイドルのライブ演出もできるだけ再現したいとのこと。

　質問というのは、本番の登場について。通常は舞ぶ台たい袖そでからステージに出るのだが、彼女達は体育館の後方や舞ぶ台たい下したなど複数の場所から同時に現れてステージに集結したいという。

　実現するためには、まず人員の問題がある。彼女達が現れる各所に人員を配置、緊きん密みつに連れん絡らくを取り合い、七人の登場のタイミングをきっちり合わせないと格好がつかない。

　客席の間を走はしり抜ぬける子もいるということで、安全面でも気になる。

　広い体育館にはぎっしりとパイプ椅い子すを並べる。

　客席側は薄うす暗ぐらいし、養生をしているものの床ゆかにはあちらこちらに配線も通っている。客の荷物が障害物になることもある。万が一躓つまずいてしまったらパフォーマンスを失敗するだけでなく、最悪怪け我がをするかもしれない。

「ちなみに、パフォーマンスをする君達以外に手伝ってくれる人はどれくらいいるの？」

　俺は前提を確かく認にんする。

「いないです。私達七人だけなので。そのお手伝いを文化祭実行委員会の方にお願いしたいと思いまして……」

「年に一度の文化祭で妥だ協きようしたくない気持ちはすごくわかる」と理解を示した上で、俺は彼女らに自分の見解を伝えた。

　まず安全面の懸け念ねんがあり、その対応をこちらに丸投げしている時点で実現は難しい。

　メインステージ担当の面々も限られた人数で交代しながらステージを回すため余よ剰じよう人じん員いんはいない。俺や朝あさ姫きさんも飲ヤム茶チヤカフェを手伝うために抜ぬけるように、みんなもそれぞれのクラスの出し物にも参加する。なにより、公平性の観点から、特定の団体のために一時的に増員する例外は認められない。

　以上を丁てい寧ねいに説明し、今の彼女達の計画では実現は不可能だと告げた。

「ひとつでも例外を認めると、他の団体の要望もぜんぶ吞のまないといけなくなる。そんなことしてたら、いつまでも調整に追われて本番を迎むかえられないだろう」

　物事には期限や制限があるからこそ完成するものもある。

　理想を高く持つのは素す晴ばらしいことだ。

　だが実現させなければ、それはただの絵に描かいた餅もちだ。

　現実として成功させるために、捨てることを覚えるのも大切だと思う。

　ほんとうに大切にしたいことを守るために、あえて捨てる。

　俺が立場上、彼女らに求めるのはそういうことなのだ。

「君達にとって一番大事なのはライブ演出にこだわること？　それとも見てくれる人を楽しませること？　どちらを優先する方が自分達の満足度が高くなると思う？」

　彼女達の答えは後者だった。

「うん、その分、パフォーマンスを磨みがくことに専念できると前向きに捉とらえてくれると嬉うれしい。わざわざ足を運んでくれてありがとう」

　俺の言葉を真しん摯しに聞いてくれた彼女達が先に帰った後、紗さ夕ゆは感心した顔で俺を見た。

「なんか、きー先せん輩ぱい、ちょっと大人っぽい説得の仕方でしたね」

「一応あの子らのフォロー頼たのむな」

「了りよう解かいです！　じゃあ、これは相談に乗ってくれたお礼です」

　紗さ夕ゆはかわいらしく敬礼すると、ポケットから銀色のパックに入ったゼリー飲料を差し出す。

「きー先せん輩ぱい、昔からこれ好きでしょう」

「気を遣つかうことないのに」

「かわいい後こう輩はいからのプレゼントは素す直なおに受け取ってください。ていうかきー先せん輩ぱい、ちょっとやつれてません？　昔からこれと決めると徹てつ底てい的てきに集中して、他がおざなりになっちゃうじゃないですか」

「そうか？」

「そうですよ。たとえば私に、なにかお願い事ありません？」

「お願い事？」

　はて、なんのことだろう。

　紗さ夕ゆはじーっと俺の目を見て答えを待っていたが、どんなに考えても俺に心当たりはない。

「もう！　映えいちゃんをきー先せん輩ぱいのライブに連れていくことです！」

　すっかり忘れていた。いかんな、寝ね起おきの会話だったせいで、頭から抜ぬけ落おちていたようだ。

「なんで紗さ夕ゆが知ってるんだよ」

「映えいちゃんから今朝お願いされたので、即そくＯＫしましたよ。まったく、大事な妹さんのお願いを忘れるなんて。映えいちゃんもお疲れ気味のきー先せん輩ぱいを気き遣づかって、自分から連絡するなんて大人になりましたね」

　紗さ夕ゆは自らゼリー飲料の蓋ふたを開けて、俺に手て渡わたす。今ここで飲めということらしい。

「じゃあ、ありがたくもらうわ」

　飲み干して、エネルギー補給完かん了りよう。できるだけ飲み残しがないように目め一いつ杯ぱい吸うのが癖くせなんだよな。パックはペコペコになった。

「紗さ夕ゆ、茶さ道どう部ぶの方はどうなんだ？」

　夏休みの瀬せ名な会かいでの旅行中、紗さ夕ゆは顧こ問もんである神かん崎ざき先生から直々に誘さそわれ、二学期から晴れて茶さ道どう部ぶに所属することになった。

「茶さ道どう部ぶは大人しめな子が多いから、私みたいに自分から動くタイプは重宝されてますよ」

「よかったな。それを聞いて一安心だ」

「はい。アサ先せん輩ぱいや神かん崎ざき先生もよくしてくれているので。あ、文化祭では私もお茶を点たてるので、よかったらヨル先せん輩ぱいと一いつ緒しよに遊びに来てください」

「おう。顔出すよ」

「約束ですからね！」

　紗さ夕ゆは笑え顔がおで念を押して、自分の教室へ帰っていった。
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　放課後。文化祭実行委員会の定例会議が終しゆう了りようすると、花はな菱びしが真まっ直すぐに俺のところにきた。

　この後はリンクスの合同練習だから、一いつ緒しよに行こうということだろう。

「じゃあ、私は茶さ道どう部ぶに顔を出すからお先に。生徒会長もお疲つかれ様さま」と朝あさ姫きさんはそそくさとこの場を離はなれた。

「……。瀬せ名なちゃん、練習前にふたりで息いき抜ぬきしない？」

「ただでさえ会議が長引いたのに、鬼おに教きよう官かんにどやされるぞ」

　各部門、順調なところもあれば思わしくないところもあるものの、どこも追い込みに入っていた。いよいよ文化祭が近づいてきたという感じだ。

「すっかり従順な教え子をやっているね。瀬せ名なちゃんは真面目だな」

「ヨルカの前でダサい演奏はできないから」

「気持ちはわかるけど、会議中はかなり眠ねむそうだったよ」

「──。そうだな、ちょっと息いき抜ぬきして集中力を回復させるか」

「じゃあ屋上へ行こう」

　途と中ちゆうの自じ動どう販はん売ばい機きで温かい飲み物を買って、俺達は屋上に出た。

　重たい扉とびらを開けると、ひんやりとした空気に触ふれて、一気に意識がクリアになる。

　これくらい気温が下がると、暇ひま潰つぶしのためだけに吹ふきさらしの屋上に出る者はいない。

　それでも文化祭に向けて練習をしているグループはいくつもあった。

　俺と花はな菱びしは彼ら彼女らの横を通って、落ち着けるところを探す。

　女の子だけで集まっているところでは、ダンスの練習をしている真っ最中だった。

　彼女らが踊おどる曲はビヨンド・ジ・アイドルのヒット曲『七色クライマックス』だ。通つう称しようビヨアイと呼ばれるこのグループは、昨年の紅白に出場した今が旬しゆんのアイドルである。

　ポータブルスピーカーから流れる曲が終わった時、横を通る花はな菱びしに「生徒会長だ」とトーンの高い声で話しかけてきた。

　イケメン花はな菱びしが手を振ふってそれに応えると、女子達はますます黄色い声を上げて興奮する。

　さすが学校の人気者、やはり女子人気が高い。

「あ、瀬せ名な先せん輩ぱい、昼間はありがとうございました！」

　俺にも声をかけられて面めん喰くらう。

　よくよく見れば、紗さ夕ゆが昼休みに連れてきたアイドル同好会の子達だった。

「早さつ速そく練習がんばってるね」

「はい。みんなで話し合って、ダンスが完かん璧ぺきに揃そろうレベルまで持っていこうってことになりました！　その方が見ている人達も驚おどろいてくれると思うので」

「うん。俺もそう思う。応おう援えんしてるよ」

　俺達は彼女達のダンスを横目に見ながら空いているベンチに腰こしかけた。

「あの子達と知り合い？」

「今日の昼休みに、ステージの演出について相談を受けてな」

「瀬せ名なちゃん、ちゃんと休めているかい？」

「最近はヨルカとデートどころか、日常会話すら減ってきてるのはしんどいかな。夜はヨルカも寝ねるのが早くなってるから、電話やメッセージで寝ねているのを起こすのも悪いから控ひかえているし」

「すごいね。瀬せ名なちゃんにとって、有あり坂さかさんの存在は癒いややしなんだ」

「とはいえ、最近連れん絡らく少なくない？　ってそろそろ怒おこられるかもしれないし」

「有あり坂さかさんも、瀬せ名なちゃんが我が慢まんしているのをわかっているよ」

　低い午後の夕ゆう陽ひが眩まぶしい。

　買った時に熱かった缶かんコーヒーは、ちょうど飲のみ頃ごろになっていた。

「女の子達が踊おどっているのはかわいいね」

「ビヨアイの難しい振ふり付つけを覚えただけでもすげえよ」

　素しろ人うと目めにも高度な振ふり付つけを、彼女達は見事に踊おどりこなしていた。

「瀬せ名なちゃんはビヨアイでは誰だれ派は？　僕は立たて石いし蘭らんかな」

「朝あさ姫きさんと同じショートヘアが好みか。俺は、去年脱だつ退たいしちゃったけど恵え麻ま久く良ら羽うかな」

「そっちこそ、有あり坂さかさんみたいに髪かみの長い美人がタイプなのはブレないね。けど、瀬せ名なちゃんってアイドル好きだっけ？　少し意外だな」

「去年同じクラスだったやつがビヨアイのファンでさ。よく話を聞かされてたんだ。妹もファンで、音楽番組に出てるとよく真ま似ねして踊おどるんだよ」

「あの将来有望な妹さんだね。あの子は間ま違ちがいなく美人になるよ」

「どうだか。いまだにガキっぽくて手を焼かされっぱなしだぞ」

「それは瀬せ名なちゃんが妹をかわいがりすぎているからでしょう。夏祭りの時の妹さんの態度を見れば、いかにお兄ちゃんっ子かよくわかるよ」

「夏祭りで迷子の映えいを見つけてくれて助かったよ。あらためてありがとうな、花はな菱びし」

「なんのなんの。美少女のナイトになるのは、男の誉ほまれだよ」

　花はな菱びしはそういうキザっぽい台詞せりふを平然と言えて、しかも似合うのだからすごい。

「花はな菱びしのモテる理由がわかったよ」

「僕はいつだって真実の愛を探し求めているだけさ」

「早く見つかるといいな」

「手っ取り早く運命の恋こいや赤い糸が用意されていればいいけど、現実ではありえないものね」

「いいのか、そんなものがあったらもう他の相手に目移りできないぞ？」

　花はな菱びしは図星を突つかれたのか、夕ゆう陽ひが目に染しみたとばかりに目を細める。

「ねぇ、瀬せ名なちゃん、なんでうちの学校は屋上に出られると思う？」

「え、ふつうに開放してるからじゃないのか」

「元々は立ち入り禁止だったんだよ。ところが、ある生徒会長が公約で屋上を開放したんだ」

「ある生徒会長って、まさか……」

　俺の脳のう裏りにあの人の顔が浮うかぶ。

　花はな菱びしは正解とばかりに微ほほ笑えみ返かえしてきた。

「そう、瀬せ名なちゃんの恋こい人びとのお姉さん。有あり坂さかアリアさん」

「あの人の残した功績が多すぎるッ！」

　文化祭の大規模化といい、有あり坂さかアリアの足そく跡せきがこの永えい聖せい高等学校には溢あふれている。

「なんでも、青春といえば屋上でしょう、っていう軽い動機で実現させたそうだよ。実際、その年の文化祭では屋上から公開告白するイベントを開かい催さいして大好評だった。みんな、イベントという口実や雰ふん囲い気きの力を借りたり、験げんを担かついで自分の恋れん愛あいを成じよう就じゆさせたいんだろうね」

　あぁ、その光景がもう目に浮うかぶ。

「詳くわしいな。さすが生徒会長、過去の歴史をきちんと知ってるんだな」

「いや、僕の兄が当時の生徒会にいたんだ。永えい聖せい初の一年生生徒会長に散々振ふり回まわされたと聞いていたんだよ」

「それはそれは。お兄さん、ずいぶん苦労させられただろう」

　勝手に親近感を抱いだいてしまう。

「花はな菱びしのお兄さんってどんな人？」

「兄の花はな菱びし玄げん臣しんは、うちの病院の後あと継つぎで、医者になることを義務づけられた寡か黙もくな武士のような人でね。僕と違ちがって、真面目を絵に描かいた四角四面のお堅かたい性格。昔から優ゆう秀しゆうなエリート街かい道どうを驀ばく進しんするタイプ」

　兄に対してかなり謙けん遜そんするが、弟の花はな菱びし清きよ虎とらも学年三位の秀しゆう才さいである。

　それがこれだけ無条件に尊敬しているのだから、お兄さんは相当優ゆう秀しゆうな人なのだろう。

「……お兄さん、もしかして玄げんちゃんって呼ばれてたりする？」

　俺が食い気味に訊きくと、花はな菱びしは頷うなづいた。

「玄げんちゃんって花はな菱びしの兄貴かよ!?」

　アリアさん、鬼おにかよ。生徒会選挙で負かした相手、しかも上級生を副会長にするなんて中々できることではない。ある意味、非常にアリアさんらしいエピソードだ。

「あれ、兄を知っているの？」

「最近、アリアさん本人からその名前を聞いたんだよ。それにしてもお兄さん、よく副会長を引き受けたなぁ。あの自じ由ゆう奔ほん放ぽうなアリアさんの相棒なんて、考えなくても大変だろうに」

「しつこく勧かん誘ゆうされて、渋しぶ々しぶという感じだったよ。最初は文句を言っていた兄もいつの間にか年下の生徒会長の魅み力りよくにやられたらしい。最後には告白までしたそうだよ」

「え、マジで。やっぱり校舎裏の桜の木の下で告ったとか？」

「……、そうだよ」

「結果はどうなった？」

　めちゃくちゃ気になる。花はな菱びしのお兄さんなら、間ま違ちがいなく美形だ。

　生徒会で一いつ緒しよに活動していれば、ロマンスが芽生えてもおかしくはない。

　夏休み前、神かん崎ざき先生の家からの帰りにアリアさんとカフェで朝食をとった時には恋こい人びとなどいないような口くち振ぶりだったが、実は隠かくしていたのかも。

　あ、ヨルカに対しては神かん崎ざき先生とのエピソードを彼かれ氏しと詐さ称しようして説明してはいたか。

「食いつきがいいね、瀬せ名なちゃん。すごく楽しそうな顔しているよ」

「そりゃ、アリアさんをからかうネタができるからな」

「やっぱり姉し妹まいで面識があると、会う機会もあるのかい？」

「実は先に知り合ったのはアリアさんの方なんだわ。俺が中学の時に通ってた学がく習しゆう塾じゆくで、アリアさんが講師のアルバイトをしててさ」

「…………瀬せ名なちゃんって、実はかなり引きが強いよね」

　花はな菱びしは珍めずらしく本気で驚おどろいた顔をしていた。

「たまたまだよ。だいたい、おまえの方がよっぽどモテるだろう」

「僕は顔で選ばれているだけさ。女の子にとって周りに自じ慢まんできるアクセサリーみたいなものだよ」

「そこまで自分を卑ひ下げすることもないだろう」

「女の子も立派に性欲はあるからね。男と同じで、飽あきれば他に目移りするものさ」

「明あけ透すけで世せ知ち辛がらいなぁ」

　花はな菱びしに現実を指摘されてしまうと、俺は頭を抱かかえたくなってしまう。

　ヨルカも口には出さないけど、いろいろ溜ためこんでるんだろうか。

「特別な女の子と出会って本気で両りよう想おもいになれている瀬せ名なちゃんの方が素す敵てきだよ」

　花はな菱びしは心の底から羨うらやましそうだった。

「おまえにとって朝あさ姫きさんが、特別な女の子だったのか？」

　花はな菱びしが俺を屋上に誘さそったのは、実は朝あさ姫きさんの話をしたかったからなのだろう。

「わからない。少なくとも僕にとって支はせ倉くら朝あさ姫きは、他の女の子とは違ちがっていた。結局は僕の一方的な勘かん違ちがいだったけど」

「花はな菱びしは数を重ねすぎて、恋れん愛あいに対して冷めすぎているだけだよ」

「そうかな？」

「恋こいのはじまりなんて最初は一方的な勘かん違ちがいだろう。そうやってバカみたいに夢中になるのが特別な相手ってやつなんじゃないか。付き合えるかどうかはまた別問題さ」

「……瀬せ名なちゃん。有あり坂さかさんと恋こい人びとになれてよかったね」

「あぁ、ヨルカがいるから俺はがんばれる」

　自分の中心に確たるものがあるだけで、人は思ってもみない力を発揮できる。

「そういうの、カッコイイよ」

　男相手にも真顔で褒ほめるから、俺は照れて話題を逸そらそうとする。

「いいから、お兄さんの告白がどうなったか教えてくれ」

「なんでも妹さんとの関係に悩なやんでいて、今は恋れん愛あいをする余よ裕ゆうはないって断られたそうだ。それはもう一刀両断とばかりの鮮あざやかな斬きられようだったよ。後にも先にも、あんなに精神的に崩くずれた兄ははじめて見た。医学部に合格した後だったのがせめてもの救いだったよ」

「アリアさんが恋こい人びとにしたい相手って一体どんな人なのかねぇ」

　俺のなんの気なしの言葉に、花はな菱びしは開き直ったように答える。

「どんな美男美女でも本命と結ばれるとは限らないのが、恋れん愛あいの面おも白しろさだよ」

　花はな菱びしはようやくコーヒーの缶かんを開けると、「はは、すっかり温ぬるくなっているや」と顔をしかめた。

「ぼちぼち行くか。寒くなってきた」

　あんまり待たせると鬼おに教きよう官かんが恐こわいからな。

　俺も残っていたコーヒーを一気に飲み干す。缶かんの飲み物は開けた途と端たん、すぐに冷めはじめる。買った時の熱はとうに失われていた。

「ただ、兄が失しつ恋れんしたおかげでいいこともあった」

「なんだよ？」

「憂うさ晴ばらしに兄がドラムセットを買ったんだ。おかげで、僕がこうしてドラムを叩たたけるようになった。こんな形でみんなとバンドを組むとは思わなかったけど」

「世の中、なにがどう繫つながるかわからんもんだな」

　俺はしみじみと呟つぶやく。

「……ねぇ、瀬せ名なちゃん。いつか、この失しつ恋れんの痛みも消えて、ただの思い出になるのかな？」

「わかんねえ。俺達はまだ青春の真っただ中だろう」

「瀬せ名なちゃんの恋こいは青春の思い出で終わらせな──」と言いかけて、花はな菱びしの言葉は止まる。

「なんだよ、そこは素す直なおに応おう援えんしてくれよ」

「前に、迷っている女の子に告白しなよって後押ししたんだ。僕なりに勝算があると踏ふんだ上での応おう援えんだった。だけど、結果は上う手まくいかなかったようでね。僕は、とても無責任なことをしてしまったんじゃないかって正直後こう悔かいしている」

「──花はな菱びしって実は恋れん愛あいだけじゃなくて、根本的に超ちよう受うけ身みなんだな」

　容姿に恵めぐまれた花はな菱びしはモテるがゆえの精神的な身軽さを武器にしながらも、流されやすいことを密ひそかに気に病やんでいるようだった。

「僕は察しのいい方だし、周りから望まれていることに応えていくこと自体は楽しんでいる。特に恋れん愛あいはわかりやすいし」

　花はな菱びしみたいにたくさんの女の子からわかりやすい好き好きサインを浴びせられる人生は男としてはさぞ楽しいだろうな。

「ただ、僕が能動的に動くと失敗が多い。支はせ倉くらさんに告白したこともそうだ」

「応おう援えんは無責任だけど、無意味じゃない。俺はそう思うから、おまえに応援してもらいたいぞ」

　その場限りの声せい援えんもあれば、相手の活動に寄より添そってサポートするものまで、応おう援えんといっても様々だ。

「応おう援えんって誰だれも未来はわからないけど、がんばって結果を出してねってことだし。その応おう援えんがあって相手が行動を起こせたなら意味はあるよ。もちろん重荷に感じてウザったい時もある。けど、やっぱり応おう援えんされる側は嬉うれしいもんだよ」

　自分ひとりで悪あく戦せん苦く闘とうしている時、何気ない一言に勇気づけられることもある。

「それにさ、おまえさっき自分で言っただろう。『失しつ恋れんしたおかげでいいこともあった』って。その子にも、きっといいことがあったはずだよ」

「────」

　花はな菱びしは昼の気配が消えつつある空を見上げた。

「だからな、花はな菱びし。俺のことも遠えん慮りよなく後押ししてくれ！」

　俺は花はな菱びしに対して背中を向ける。

「瀬せ名なちゃんは死ぬまで有あり坂さかさんと幸せでいてくれ」

　花はな菱びしは祈いのるような声で俺の背中にそっと触ふれた。







　練習室に顔を出すと、叶かのうは案の定ご機き嫌げんななめだった。

「ちょっと男子、遅おそい。特にセナキス！　一番練習が必要な人が遅ち刻こくしてどうするわけ！」

　女じよ性せい陣じん三人はすでに揃そろっていた。

　ヨルカもクラスの作業を今日は上う手まく切り上げたようだ。

「すまん！　ちょっと男同士の内ない緒しよ話ばなしをしてた！」

　俺は堂々と答える。

　なんとなく、そんな気分だった。

　俺の潔いさぎよい言いように、花はな菱びしも「女子禁制の際きわどい話だったんだ」と合わせる。

「～～もうッ！　いいからすぐに準備して！」

　時間の無む駄だとばかりに、叶かのうは深く追つい及きゆうしなかった。

　俺がギターの準備をしていると、「花はな菱びしくんとどんなこと話してたの？」とヨルカが近づいてきた。

「教えてあげようか？」

「え、いいの？」

　言葉で答える代わりに、俺はヨルカをその場で抱だきしめる。

　いきなりのことに、ヨルカはどうしていいかわからず俺の腕うでの中で固まっていた。

　ふたりきりならいざ知らず、人前で堂々とハグすることは滅めつ多たにない。

　それでも構わず、愛情表現とばかりに全身でぎゅーっと密着する。

　三人は当然見てくるが、俺は抱だきしめたまま離はなさない。

「ききき、希き墨すみ？」

「ヨルカ、好きだぞ」

　耳元で囁ささやく。

「どうしたの？」

「今、無む性しようにそういう気分なの。好きな人と付き合えてるありがたみを再さい確かく認にんしたくて」

　不思議だ。

　ヨルカの体温を感じるだけで、心も身体からだもすーっと楽になっていく。

「心配しなくても、わたしも大好きだよ」

「けど、最近あんまり話せていないだろう？」

「それは、でも仕方ないし……」

「だから、強ごう引いんにでもくっつかないと。お互たがいガス欠になる前に、精神的なエネルギー補給」

　ヨルカも身体からだの力を抜ぬいて、俺の背中に腕うでを回す。

「瀬せ名なちゃん、見せつけるね」

「スミスミ、男らしい」

「セナキス、練習中は恋れん愛あいを自重しろぉ！」

「もうちょい待て！　さもないとこの場でキスするぞ！」

「希き墨すみ、さすがに友達の前でキスは!?」

「あれぇ、ヨルカ。俺とのファーストキスは確か渋しぶ谷やの──」

　最後まで言い切る前に「あれはネックレスを貰もらったのが嬉うれしくて、勢いでついってやつ！」とヨルカが叫さけんで両手で俺の口を塞ふさいだ。

　その日、俺ははじめてノーミスで三曲とも弾ひき切きることができた。
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　土曜日は朝から秋らしい爽さわやかな晴天だった。

　俺達リンクスのメンバーは、一いつ泊ぱく二日ふつかの合宿をすべく、叶かのうの自宅の最も寄より駅えきに朝九時に集まった。

　各おの々おのの私服は個性が出ていて面おも白しろい。

　というより、五人とも完全に服の好みがバラバラだった。

　俺はアウトドア系のアウターの下にロンＴ、デニム。スニーカーはいつもの履はき古ふるした白のエアフォース１というカジュアルな服装。背中のリュックには一いつ泊ぱく分ぶんの着き替がえなど詰つめ、手にはギターケースを提さげている。

　ヨルカはいつも通り、育ちのよさがにじみ出る上品なコーディネート。質のよさそうな薄うす手でのセーターにロングスカート、黒いストッキングにショートブーツという秋らしい組み合わせ。首には赤いマフラーを緩ゆるく巻き、さらにバーバリーのトレンチコートを羽織っていた。

　最近はデートもまったくできていないので、ヨルカの秋の装よそおいははじめて見た。かわいい。

「このまま公園デートでもしたいな」

「むしろこれから合宿でしょう。まぁ、わたしも同じ気持ちだけど」

　思わずこぼれた本音に、ヨルカはそっと俺の小指を摑つかんだ。

　みやちーは一目でわかるパンクないで立ち。革かわジャンに小こ花ばな柄がらのワンピース、黒の網あみタイツを合わせ、足元はゴツくて靴くつ底ぞこに厚みのある黒いブーツ。みやちーの金きん髪ぱつやメイクと相まって、そのままステージに立てそうだった。

　叶かのうはいかにもグランジな格好。太いボーダー柄がらのセーター、腰こしに巻いたネルシャツにダメージジーンズ、足元にはコンバースのジャックパーセル。本人の明るさはそのままなのだが、ラフな服装なのに独特の色気を醸かもし出だす。

　花はな菱びしは小こ綺ぎ麗れいな都会スタイル。伊だ達てメガネをかけ、カーディガンにスタンドカラーシャツ、細身のパンツは絶ぜつ妙みような丈たけ感かんで足元にソックスを覗のぞかせ、定番であるニューバランスのグレーのスニーカーを履はいている。

　なんというか五者五様、方向性の違ちがいすぎる服装でとても同じバンドとは思えない。

「ウチら全員、服の趣しゆ味みが違ちがいすぎない？　ウケる」

　叶かのうは、俺達の服装の統一感のなさがツボにハマったらしく大笑いしていた。

「あー面おも白しろい。音楽してなくても楽しいとか最高。じゃあうちに行く前に買い出ししよ」

　まずは合宿二日間分の食料をスーパーマーケットで買いこむ。

　そして到とう着ちやくした叶かのうミメイの自宅は、閑かん静せいな住宅街の中にある地上三階地下一階の一いつ軒けん家やだった。

　建築デザイナーのセンスが光るスタイリッシュな外観。

　やはり芸術を生なり業わいにしている人は多方面にオシャレだなという感想を抱いだく。

「パパとママはライブの仕事で週明けまで地方だから、たっぷり練習できるよ！」

　叶かのうはノリノリで俺達を家に招き入れる。

　寝ね泊とまりできる客室も複数あり、俺と花はな菱びしの男子組で一部屋。

　女子組は叶かのうの部屋に布ふ団とんを敷しいて、三人で寝ねるそうだ。

　早さつ速そく練習ということで、買った食材をキッチンの冷蔵庫に仕し舞まい、最低限の荷ほどきを済ませると、すぐに地下のスタジオに下りた。

　なんと自宅にエレベーターまである。

　エレベーターの扉とびらが開くと、そこは全国のバンドマン垂すい涎ぜんの完全防音の自宅スタジオ。

　素しろ人うとの俺には専門的なことはわからないが、とにかく金がかかっているのだけは一目で理解できた。大きなスピーカーに各種機材があるのはもちろん、ドラムセットをはじめ楽器も様々なものが揃そろえられている。壁かべの一面は鏡張りなので、歌っている姿もチェックできる。プロのミュージシャンも借りに来るそうだ。

「すげえな」

「これはかなり本格的だね」

　俺と花はな菱びしが驚おどろいていると、「ふたりともさっさと楽器の準備をして。花はな菱びしはドラムセット、好きに配置変えていいから」と叶かのうがテキパキと指示を出す。

「叶かのう、えらくテンション高いじゃん」

「そりゃ友達と泊とまりで音楽漬づけになるんだよ。楽しくないわけないじゃん」

　叶かのうは満面の笑えみを浮うかべて、ヘアゴムで長い髪かみを後ろに括くくった。

　すでに準備は万ばん端たんといったところだ。

「あんまり浮うかれすぎるなよ。俺への指導が余計にハードになるから」

　指導に熱がこもりすぎるのは程ほど々ほどでお願いしたい。

「……そういえば自分のバンドで合宿するのは、このリンクスがはじめてかも」

　そんな事実に、叶かのう自身が驚おどろいていた。

「練習大好き叶かのうミメイなら、何度もこういう練習合宿をしているんじゃないのか？」

「うーん、なんでだろう。セナキスが下手すぎるから見てられないのかな」

「合宿の成果に期待だな」

「というか上う手まくなる以外の結果はいらないから」

　叶かのうはいきなりマジな目になる。

「ガンバリマス」

「ふつうじゃ足りない。超ちようがんばって」

「根こん性じよう論ろんすぎるわ！」

「少年漫まん画がの主人公達は過か酷こくな修しゆ業ぎようの末に強くなっていくんだよ」

「俺はふつうの人間だ」

「隠かくれた才能が覚かく醒せいするかも」

「そんなものがあるなら早く引き出してくれ」

「責任重大だな。じゃあ、ますます厳しくいかないとね」

　しまった、墓ぼ穴けつを掘ほったッ!?

　鬼おに教きよう官かんは目をキラキラさせて、俺をたっぷりしごく気満々だ。

　うーん。アリアさんといい、神かん崎ざき先生といい、俺に教える立場の女性はどうしてみんな容よう赦しやがないのだろう。

「瀬せ名なちゃんはやっぱり愛されてるね」

　後ろでドラムの準備をしていた花はな菱びしが、ズレた感想を述べた。

「どこがだ！　無む茶ちや振ぶり以外の何物でもないだろう」

「無む茶ちや振ぶりには二種類あるんだよ。ただの意地悪と、成長を見み込こんであえて負ふ荷かをかけるもの。ミメイは明らかに後者だよ。ね？」

「うんうん。セナキスなら絶対できるから安心して！」

　叶かのうの保証はノリが軽すぎる。





◇◇◇






　練習はいきなり音合わせからはじまった。

　俺がようやく通して弾ひけるようになったので、全員で最後まで演奏を合わせては叶かのうの細かい指示が入る。その繰くり返かえしだ。

　小さなミスは絶えないが、俺は演奏することの楽しさを少なからず実感できるようになっていた。

　指先は硬かたくなり、あまり手元を見ないでコードを押さえられるようになった。

　だからといって一気に急成長するわけではないが、みんなの演奏に耳を傾かたむける余よ裕ゆうが出来つつあるのは確かだ。

「俺、ちょっと上う手まくなったかも」

　休きゆう憩けいに入った時、俺はささやかな達成感を覚えて思わず呟つぶやく。

「はじめた頃ころはどうなるかと思ったけど最低限の形にはなってきた。調子上がってきているね」

　叶かのうが珍めずらしく褒ほめてくれた。

「けど、毎回ミスらないように必死だぜ」

「真しん剣けんにやっていればミスは自然と減っていくよ。この調子でがんばろう。次はミスしても顔に出さずに演奏しきるのが課題だね」

「ほれ、またすぐに注文が増えた！」

　隙すきあらば指示が飛ぶので、俺は忘れないように急いでスマホにメモする。

　メモの項こう目もくも、いつの間にかずいぶん増えたものだ。

「ギタリストがステージで慌あわててたらカッコ悪いでしょう。どんなに手元が狂くるっても、涼すずしい顔で完かん璧ぺきに弾ひいてますからって態度でちょうどいいんだよ」

　ワンポイントアドバイスと、叶かのうはウインクする。

「それについては、むしろヨルカの心配をした方がいいのでは？」

「有あり坂さかさん、練習では一番安定しているんだけどね。そろそろ荒あら療りよう治じが必要かな」

　叶かのうは突とつ然ぜんスマホで自じ撮どり、それから手早く文字を打つ。どうやらＳＮＳに投とう稿こうするらしい。

「はい、ＯＫ。文化祭の宣伝も兼かねて、今晩九時に配信ライブをするからヨロシク！」

「なにぃ!?」

　鬼おに教きよう官かん、突とつ然ぜんのブッキングに俺は完全に不意打ちを喰くらってしまった。

　他の三人もおおむね似た反応だった。

「メイメイ、いきなりすぎだよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。ウチのフォロワーさん、万超こえているから誰だれかしら見てくれるよ」

「視聴者の数の問題じゃないよ！」

　みやちーもかなり慌あわてている。

「ひなかはもっと前向きに、自分の歌を聞かせてやるんだって気持ちで歌いなって。もっと歌うことに酔よいしれなきゃ」

　叶かのうは親指を立てて、いけるいけるとノリノリだ。

「花はな菱びしは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺が訊たずねると「僕は、屋上で瀬せ名なちゃんに話を聞いてもらったおかげで少しスッキリしたからね」とシンバルを軽く鳴らす。

　さて肝かん心じんのヨルカだが、キーボードの前で氷像のように固まってしまっていた。

　美しい顔がそれはそれは青ざめており、もはや気の毒に思えるほど怯おびえていた。

　花はな菱びしの鳴らしたシンバルの音でも解かい凍とうされそうにない。

「セナキス。有あり坂さかさんって、やっぱり動画でも緊きん張ちようしちゃう系？」

「見ればわかるだろ。まぁ、演奏にだけ集中できれば大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど……」

　目の前にはいなくても画面を通して不特定多数の人が見ているのだ。

　ヨルカにしてみれば、この場で人に見られているのと大差ないだろう。

　とはいえ、はじめて軽音楽部の部室でヨルカと叶かのうがセッションした時、俺はその模様をこっそり撮さつ影えいしていた。あの時のヨルカはそれにまったく気づいていなかった。

　どうすればヨルカはあの時のようになれるのか。

　場数を踏ふめば慣れることももちろんある。

　実際、文化祭のクラス代表をするようになってヨルカは周りとの会話が劇的に増えた。こうして友達の家に泊とまれるのも、すでに夏に瀬せ名な会かいのみんなで旅行に行ったからこそだ。

　ひとつひとつの経験がヨルカを確実に成長させている。

　ここががんばりどころだ。

「ちょうどいいじゃん。気軽に本番感覚で練習できるんだよ」

　超ちようポジティブシンキングな叶かのうはヨルカの前でスマホを構えて「はーい。いい笑え顔がおください」と撮さつ影えいの真ま似ね事ごとをして遊ぶ。

「し、肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がい！」

　復活後の第一声はえらく硬かたい。あぁ、かなりテンパっているな。

「はじめてウチとセッションした時のことを思い出して。あの時の有あり坂さかさん、すごく演奏に集中できてた。あれと同じ感じでやればいいんだよ」

　やはり叶かのうも気づいていたようだ。

「簡単に言わないで。最近は叶かのうさんとの演奏にも慣れてきたから、最初みたいにはいかないから」

「カップルの倦けん怠たい期きかよ」と俺は笑ってしまう。

「ウチ、あの時以上に有あり坂さかさんを満足させる演奏をしてみせるよ！」

　どうやらヨルカの一言で火がついてしまったらしい。

　いよいよ軽音楽部のカリスマが本気を出しはじめたぞ。







　午前中の練習が終わり、お昼の時間。

　気き分ぶん転てん換かんを兼かねて、昼食はリビングでとることになった。

　ランチはスーパーマーケットで買ってきたお弁当やお惣そう菜ざいだ。

　弁当を食べながら話すのは、夜の配信でなにをするかだった。

　我らがリーダーは、全員ガッツリ顔出しで演奏しようと気軽に提案する。

　聞けば去年の文化祭以降、叶かのうは定期的に弾ひき語がたりのライブ配信や既き存そんの曲をアレンジした動画を投とう稿こうしているそうだ。

　たとえば花はな菱びしと屋上で聞いたビヨンド・ジ・アイドルの『七色クライマックス』という曲。

　この楽曲を、叶かのうはハードロック風にアレンジして投とう稿こうした。

　これがバズった。かなりバズった。

　本家であるビヨアイまで届き、メンバー達がこぞって反応したことで、叶かのうミメイのＳＮＳのフォロワー数は今もなお増え続けていた。

　加えて、彫りの深いエキゾチックな顔立ち、現げん役えき女子高生となれば、そのフォロワーの裾すそ野のも広くなるのは必然である。

　今年も文化祭に出ると報告したところ、会場に行きますとのコメントが多数寄せられているという。

「叶かのうって思ってた以上にすげえんだな……」

　軽音楽部の面々があれだけ尊敬していたのも納なつ得とくである。

　とはいえ他の四人が顔出しに反対したので、配信の映像に映るのは叶かのうのみ、が落としどころとなった。

　ヨルカだけは最後まで配信そのものに反対していたが、その意見が通ることはなかった。

「夜の楽しみが増えたね」と叶かのうだけが期待に胸を膨ふくらませていた。







　お昼を食べ終え、午後の練習もみっちりこなす。練習がいきなり夜の配信のリハーサルに早変わりしたことで、いい意味で緊きん張ちよう感かんが一気に増した。

　各おの々おのの弱みが浮うき彫ぼりになる中で、いかに自分の実力を発揮するかを試ためされるような密度の濃こい時間だった。

　何度も同じ曲を繰くり返かえし、しかも日ひ射ざしの入らない地下では時間感覚が麻ま痺ひしてくる。

「そろそろおやつ休きゆう憩けいしよう！」とリーダーの一声でティーブレイクとなった。

　再びリビングに上がって、お茶やコーヒーを飲みつつお菓か子しを食べてリラックスする。

　さすがに全員、疲つかれの色が見えてきた。

　特に疲ひ労ろうの激しい俺は、特別な方法で休きゆう憩けいしていた。

「……瀬せ名なちゃん、かなり開き直ったね」

「ヨルヨルも、あっさり受け入れているし」

　俺は今、ソファに横になりヨルカに膝ひざ枕まくらをしてもらっていた。

「あーふとももが極ごく楽らくじゃ」

「希き墨すみ、その感想は気持ち悪いから」

　口ではそう言っても、ヨルカも膝ひざ枕まくらを拒きよ否ひする気配はない。

　というより夜の配信に気をとられて、俺とは別の意味で元気がない。

「しゃーないだろう。これなら秒で寝ねれる」

「あと三秒」

「短ッ!?　せめて三時間！」

「長すぎ。脚あし痺しびれちゃうよ。あと三分」

「じゃあ、その三分を全力で堪たん能のうするわ」

「三十秒に減らそうかな」

「大人しくしてるので、三分のままでお願いします」

　恋こい人びととのスキンシップですり減った集中力やら体力やらを回復していく。

　俺の視線の先では、ルンバが掃そう除じに勤いそしんでいる。部屋の隅すみから隅すみまで甲か斐い甲が斐いしく動き回るその様は、なんだか機き械かい仕じ掛かけのカブトガニのように見えた。

「まーた、ふたりがなんかやらしい会話してる」

　叶かのうが咎とがめるように目を細める。

「あえて人前でイチャつくことで、ヨルカの度胸を鍛きたえてるんだよ」

「え、そうなの？」

　そういうことにしておいてくれ、ヨルカ。俺はまだこのふとももから離はなれたくない。

「今は休きゆう憩けい時じ間かんだから見み逃のがすけど、少しは自重しなよ。友達の家でイチャつくのは、ふつうにどうかと思うけど」

「それについてはスマン」

「申し訳なく思うなら、まずは有あり坂さかさんの膝ひざ枕まくらから頭を起こそうよ」

「これは俺の体力回復に必要なんだ。この後の練習のためにも見み逃のがしてくれ」

　叶かのうは俺に言っても無む駄だと悟さとり、ヨルカの方に話を振ふる。

「有あり坂さかさんって普ふ段だんみたいに恋れん愛あいでもクールなのかと思ってたけど、彼かれ氏しにべったり甘えるタイプだったなんて。正直意外だったよ」

「そ、そんなこと……」

　ヨルカは面と向かって指し摘てきされて、否定しきれない。

「あ、いいのいいの。好きな人に甘えたいのは当然だし。ウチの親もラブラブだからね」

「叶かのうさん」

「ただし、練習中は遠えん慮りよしてね」

「はい」

　ギャル風の叶かのうに学年一位の優等生のヨルカが注意されてる図は見ていて新しん鮮せんだ。

「やっぱり叶かのうさんは七なな村むらくんとも昔付き合ってたわけだし、色んな恋れん愛あいしてきたの？」

　誰だれも触ふれない話題を、いい機会とばかりにヨルカは振ふる。

　ヨルカもずいぶんと他人に興味を持つようになったものだ。

「んーわかんない。別に竜りゆうに限らず、しつこく告白されて面めん倒どうだからＯＫするけどウチのペースに合わないからって結局すぐに別れるし。みんな、なんでそんなデートとかしたいんだろう？」

　うお、ある意味クリティカルな問いかけだ。

　同時に、叶かのうミメイはかなり冷めた恋れん愛あい観かんの持ち主であることが発覚。

「普ふ段だんと違ちがう場所に行くことで、行き慣れた近場では引き出せない相手の新しい反応が見れるだろう。デートすれば、相手をより深く知れるからさ」

　俺は一いつ般ぱん的てきな意見を述べる。

「遠出とかふつうにだるくない？」

　叶かのうは、外出を億おつ劫くうがるものぐさちゃんでもあるらしい。

　こりゃ七なな村むらが苦戦したのも納なつ得とくだ。

「デートって要するに好きな子と会うための口実だからな。実際に大事なのは、どこへ行くかより、どうふたりきりの時間を過ごすかだろう。特に付き合う前とか付き合いたてはまだまだ相手を知る期間だと思うし。デートしてお互たがいの距きよ離りを縮めて、ふたりだけの思い出を増やすと結びつきが強くなるだろう？」

「わたしも好きな人の時間をひとり占じめできるから、デートするのは嬉うれしいし、楽しいと思うよ」

　ヨルカはちらりと俺の顔を見た。

「人とたくさん会って話して仲良くなるのはわかるよ。ウチだってこうしてリンクスのみんなと練習して、すごく楽しいもの。だけどさぁ～～」

　叶かのうは不満げに仏ぶつ頂ちよう面づらになり、一いつ旦たん言葉を切る。

「だけど、なんだよ？」

「今までバンドを組んできて、ウチに告白する男子はたくさんいたけど、ウチが本気で好きになる男子はひとりもいなかったのはなんで？」

　その問いかけに誰だれもが沈ちん黙もくしてしまう。

　俺もヨルカのふとももから頭を起こしてしまった。

　いや、知らんがな。叶かのうは自分の恋れん愛あいスイッチが入るポイントがわからないようだ。

「きっと、ミメイは本気の恋こいにまだ出会えていないんじゃないかな」

　微び妙みような空気を察して、花はな菱びしが場を取り持つように発言する。

　さすが、生徒会長。こういう咄とつ嗟さの機転が素す敵てきッ！

「ねぇねぇ失しつ恋れんを引きずる花はな菱びしくん、本気の恋こいってどんなものなの？　教えて？」

　まさかのみやちーが傷口に塩を塗ぬるようなことを口走る。

「そうだなぁ、結ばれれば空を飛べそうな多幸感で胸がいっぱいになるもの。破れれば世界の滅めつ亡ぼうを僕にだけ言いい渡わたされたような孤こ独どく感かんと絶望感に苛さいなまれるものだね」

　言い得て妙みような表現である。

　俺も、ヨルカに告白の返事を保留されていた時期は、まさに世界の滅めつ亡ぼうの一歩手前っていう気分だった。

　あの春休みは不安を打ち消すための奇き行こうも多く、妹からマジで心配されたものだ。

「じゃあ花はな菱びしくんは、ずっと絶望感に苦しんでいるんだねぇ、大変ー」

　おいおい、みやちーどうした？　らしくないぞ。ずいぶんと攻せめるね。しかも、すごい笑え顔がおですよ。一体どうしたの？　なんか個人的に恨うらみでもあるのか。

「宮みや内うちさん、あまり手厳しいことは遠えん慮りよしてもらいたいかな」

　花はな菱びしは相変わらず如じよ才さいない笑え顔がおを保つ。

「えーあたしは、メイメイのために掘ほり下さげているだけだよ。花はな菱びしくん、この前だって自分で失しつ恋れんの話してたじゃない。今さら隠かくすことないでしょう？」

　みやちー、さらに掘ほり下さげるッ！　生傷が抉えぐられすぎて血が噴ふき出だすよ。勘かん弁べんしてあげて。

「あの、じゃあ、わたしはちょっと早いけど夕食作るから一度抜ぬけるね」

　朝の段階で食事係を買って出ていたヨルカは、早々にこの場を離り脱だつしようとした。

「はいはい、俺も手伝うよ！」と俺も便乗して脱だつ出しゆつを試みる。

「せ、セナキスは夕飯ができるまでウチと練習！　今すぐスタジオ行くよ！」

　さすがの叶かのうも、なにやらただならぬ気配を察知したらしい。

「お、おう、叶かのう！　どんと来いだ！　俺に特訓してくれ！」

「合点だ、セナキス！　ガンバロウネ！」

　俺はそそくさとリビングから退たい避ひする。

「えーっと、夕飯までは自由時間ね。練習してもいいし部屋で休んでも好きにして」

　叶かのうも一応、リーダーとして指示を出してから俺の後を追ってきた。







　俺と叶かのうは、一いつ緒しよにエレベーターに乗ってスタジオに下りた。

「さっきのひなか、ムキになってたね」

「花はな菱びしとみやちーになんか因いん縁ねんでもあるのか？」

　いまいちふたりの間に特別な関係を見み出いだせないので、あの微び妙みような空気感の理由もわからない。

「実は昔付き合ってたとか？」

「それはさすがにないだろう」

「ありえなさなら、セナキスと有あり坂さかさんの方がよっぽど驚おどろきだよ」

「フッ。そういう言葉は聞きき飽あきたぜ。叶かのうって音楽はすごいけど、恋れん愛あい偏へん差さ値ちは低そうだな」

「──偏へん差さ値ちって、好きの感情は数字に表せるものなの？　それで上下や優ゆう劣れつをつけられちゃうものなの？　なんか嫌いやじゃない？」

　天才はきっと無自覚に、しかし的確なことを言った。

「叶かのうの言う通りだな。今のは俺の失言だった。聞き流してくれ」

「好きって感情はさ、ひとりひとり形とか重さとか手て触ざわりが違ちがうわけでしょう。同じ好きって言葉をつかっていても、気持ちの大きさや深さが合わないと難しいよね」

「フィーリングってやつか？」

　叶かのうミメイはずいぶんと繊せん細さいに捉とらえているようだった。その感覚までは同じレベルで共有できないが、彼女の言うことは理解できる。

「うん。そういう意味なら、ウチはセナキスのことがかなり好きだよ」

　叶かのうはあっけらかんと誤解を招きそうなことを口走る。

「はぁ!?　俺はヨルカの恋こい人びとだぞ」

　女の子から面と向かって「好き」と言われて、思わず動どう揺ようしてしまった。

「知ってる。けど、実感を言葉にするとそうなんだもんなぁー」

　当の叶かのうは、それでいて他ひ人と事ごとのようだ。驚おどろいて損した。

「はぁ。じゃあ、愛情こめてやさしく指導してくれよ」

「それで上う手まくなるなら、特別にそうしてあげようか？」

「時間があったら、それもアリだったな」

　残念ながら悠ゆう長ちように練習している余よ裕ゆうはない。

「本番はすぐそこだ！　諦あきらめてウチの教えに従うのだ、セナキス。楽しい音楽の時間を満まん喫きつしなきゃ！」

　俺は再びギターを手に取る。







　ヨルカが夕食ができたと呼びにきて、叶かのうとの激しいマンツーマンレッスンは終わった。

　結局、みやちーも花はな菱びしもスタジオには下りてこなかった。

　外はもう真っ暗だが、食しよく卓たくは賑にぎやかだ。

　栗くりごはん、秋あき鮭ざけとキノコのホイル焼き、さつまいもととり肉の甘あま辛から炒いため、かぼちゃとベーコンのチーズ焼きなどなど。

　ヨルカが腕うでによりをかけて作った料理を俺達は堪たん能のうした。

　秋の味覚をふんだんにつかった品々はどれも唸うなるほど美う味まい。

「有あり坂さかさん、すごく美お味いしいよ！」と叶かのうは満面の笑えみを浮うかべた。

「ヨルカ、こっそり高級食材でもつかっているのか？」

「朝にスーパーで買った食材じゃない。希き墨すみも一いつ緒しよに選ぶところ見てたでしょう」

　一日中ギター漬づけになっていた身体からだに、恋こい人びとの手料理の味は一ひと際きわ沁しみた。

　俺にとっては泣くほど美お味いしい。

「じゃあ作った有あり坂さかさんの腕うでがいいんだね。将来いいお嫁よめさんになるよ」

　花はな菱びしも手放しに賞賛する。

「うわー古典的な褒ほめ方かた。花はな菱びしくん、前時代的」

「……宮みや内うちさんって僕にはすごく手厳しいよね」

　花はな菱びしは微び笑しようを崩くずさず、しかし困ったように眉まゆを下げた。

「気のせいじゃないかな」

　このふたりはまだバチバチしていた。

　夕食を終え、後片づけを済ませると全員でスタジオに下りる。いよいよ配信だ。

　事前に瀬せ名な会かいのグループラインに、配信のＵＲＬも送っておいた。



紗さ夕ゆ：絶対見ます！　がんばってください！




竜りゆう：緊きん張ちようしてしくじるなよ。





　紗さ夕ゆと七なな村むらからすぐに返事があったが、朝あさ姫きさんだけは反応はなかった。

　本番前、俺達は最後にリハーサルを行う。みんなの表情以上に、音を通じて緊きん張ちようが伝わってくる。

　予定時刻が近づくにつれ、俺もドキドキしてきた。

　リンクスとしては軽音楽部のオーディション以来、画面の向こうと言えども二度目の観客のいる演奏。

　各自、真しん剣けんな面おも持もちで最終チェックにとりかかる。

「叶かのう。立ち位置だけど、俺はヨルカの前でもいい？」

「有あり坂さかさんと対面で弾ひくってこと？　なんで？」

「ちょっとした実験。どうせ映らないから問題ないだろう」

「うん。ウチもカメラの前にいなきゃいけないからセナキスのこと見てあげられないし。好きにして」

　リーダーの許可を得て、俺はヨルカの目の前に立った。

「え、希き墨すみ。近すぎない」

「これでいいの」

　俺はキーボードにぶつかりそうなギリギリの距きよ離りで、ギターを構える。

「希き墨すみがそこに立つと、他のみんなが見えなくなるんだけど」

「見なくていい。ヨルカは耳がいいから、合わせられるだろう」

「それは、できるけど……」

「ヨルカは他のことなんて考えるな。俺だけを見て、俺のことだけを思って、俺のためだけに演奏してくれ」

「どうして？」

「俺を見つめるのは嫌いやか？　いつもはもっと近いぞ」

「そうだけど、それとこれとは……」

　ヨルカは疑わしげに俺を見る。

「いいから、恋こい人びとの言葉を信じてみろよ」

「うん」

　ヨルカは素す直なおに頷うなずいた。

「さぁ、みんな用意はできた？　ぼちぼちやるよ。一曲目がスタートしたら最後までノンストップでいくから、そのつもりでよろしく！」

　時刻は二十一時。

　その夜のリンクス初のライブ配信は結果的に大成功であり、大失敗となった。
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　おやつ休きゆう憩けい後ご、三人がリビングを離はなれて、あたしも喉のどを休ませるために部屋に戻もどろうとした。

「宮みや内うちさん、そろそろ腹を割って話さないかな？」

「なにを？」

「僕に八つ当たりをしたい気持ちはわかるけど、今は同じバンドメンバーとしてもう少しだけ仲良くしてほしいかな」

「なんか誤解してない？　あたしは花はな菱びしくんをどうとも思っていないよ」

「じゃあ、せめて僕の懺ざん悔げを聞いてほしい」

「…………」

　花はな菱びしくんとこうしてふたりだけで話すのは、一年生の三学期の終業式の日以来だ。

「僕は後こう悔かいしている。三学期の終業式の後、廊ろう下かで泣きそうな宮みや内うちさんに声をかけたことを」

「今さら、懐なつかしい話だね」

　あたしは不ふ機き嫌げんな声で答えてしまう。

「僕が背中を押さなければ、宮みや内うちさんは瀬せ名なちゃんに告白しなかっただろう？」

　終業式の後、あたしは告白スポットとして有名な校舎裏の桜の木の下でスミスミがヨルヨルに告白する場面を、上からこっそり盗ぬすみ見みていた。

　ヨルヨルが突とつ然ぜん立ち去った後、あたしは色んな感情が溢あふれ出でてきて、パニックになって廊ろう下かに座りこんでしまった。そんなあたしの前に、花はな菱びしくんは偶ぐう然ぜん通りかかった。

『泣いているみたいだけど大だい丈じよう夫ぶかい？　困っているなら話を聞くよ』

　彼は当然のようにハンカチを差し出してくれた。

　今、好きな人が桜の木の下で女の子に告白していた、と。だけど女の子は逃にげるように走り去っていった、と説明した。

『んーそれならまだ見み込こみはあるんじゃないかな。勇気を出して、その好きな人に告白するのをオススメするよ』

　あたしはまんまとそのアドバイスに背中を押されてしまい、春休み中にスミスミに告白したのだった。

「あたしが告白してなくてもスミスミとヨルヨルが付き合っていたことは変わらないもの。今さら謝られても、別に逆さか恨うらみなんてしていないから安心して」

　そこは本心からきっぱり伝える。

　告白した時、スミスミはすごく苦しそうにしながらも、誠実に返事をしてくれた。

　あたしは彼のやさしさに甘えるように、これからも変わらず友達のままでいてほしいと最後にお願いしてしまった。今振ふり返かえれば恥はずかしくて仕方がない。

　失しつ恋れん直後の人間に、まともな判断は難しい。

　瀬せ名な希き墨すみという男の子はそんなことをわざわざ言わずとも、態度を変えるはずもないのだ。

「ていうか花はな菱びしくんは、あたしが振ふられたのを誰だれに聞いたの？　報告してないよね？」

「廊ろう下かですれ違ちがうたびに僕を見ないような態度をとられれば自然と察するよ」

「相手がスミスミだって気づいたのは？」

「リンクスを組んで、一いつ緒しよに練習をするうちになんとなくね」

「よく女の子を観察しているね。そりゃモテるわけだよ」

「だけど、僕も本命に振ふられたよ」

「……朝あさ姫きちゃんに振ふられたおかげで、あたしの気持ちがよくわかったでしょう」

「おかげさまで」と花はな菱びしくんは肩かたを竦すくめた。

「宮みや内うちさん。あの校舎裏の桜の木の下が告白スポットになったのは、いつからだと思う？」

　花はな菱びしくんはまだ終わったことを掘ほり返かえすような質問をしてくる。

「知らないよ。昔からじゃないの？」

「実はほんの数年前からのことなんだ。僕の兄が有あり坂さかさんのお姉さんに告白して──振られた場所が、あの桜の木の下なんだよ」

「え。それって」

　花はな菱びしくんの話が事実なら、辻つじ褄つまが合わない。

「そう、恋れん愛あい成じよう就じゆのご利り益やくなんて本来はまるでない場所なんだよ。ところが、噂うわさに事実とは異なる尾おひれがついて、いつの間にか告白スポットになったわけ」

「ヨルヨルのお姉さんは伝説の生徒会長だったから、あたしみたいに誰だれかが盗ぬすみ見みてて、噂うわさを広めたのかな」

　あたしは妙みように納なつ得とくしてしまう。

　実際、お姉さんはヨルヨルに負けず劣おとらず魅み力りよく的てきで楽しい人だった。人気者だからたくさん告白される。その威い光こうに験げんを担かつぐ形で、自分の恋れん愛あいを成じよう就じゆさせたい子達が大勢いたはずだ。

　いつだって高校生から恋れん愛あいは切きり離はなせない。

「告白相手が逃にげていったと聞いて、僕は本気で勝算があると思ったんだよ」

　花はな菱びしくんもまたどちらかと言えば、天然なタイプだ。あくまで励はげますつもりで善意からあたしの背中を押したのだろう。

「──それでも付き合えたふたりは、はじめから両りよう想おもいの恋こい人びとになる運命だったんだよ」

　あたしは自然と笑えみが浮うかんでしまう。

「うん。あのふたりを見てれば、僕もそう思うよ。瀬せ名なちゃん達には末長く幸せでいてほしい」

「はじめて意見が合ったね」

　あたしは、ようやく花はな菱びしくんの顔をまともに見た気がする。

「まぁ、どの道、難しかったんだよ。あたしはチビだし、変わっているし、男の子の好きな女の子らしさはないし」

「宮みや内うちさんは魅み力りよく的てきな女の子だよ。少し遠えん慮りよがちだけど、やさしくて自分らしい芯しんがあって、その豊かな感受性から発揮される表現はとても素す敵てきだよ」

「褒ほめ上じよう手ずだとモテすぎて大変だね」

「自分の薄うすっぺらさは自覚している。ムキになって感情的になるのが僕は苦手だ。そのあたりを天てん才さい肌はだのミメイはきちんと気づいている。宮みや内うちさんが本心を表に出すのを怖こわがっていることもね。そうだろう？」

　花はな菱びしくんは髪かみをかき上げる。

「いい機会だ。ミメイから指し摘てきされた問題、どちらが先に克こく服ふくするか勝負しないかい？」

「具体的には？」

「夜のライブ配信。僕は失しつ恋れんの悲しみを吐はき出だすためにドラムを叩たたくよ。宮みや内うちさんはそうだな、僕への不満を歌にぶつければいい」

「お互たがいネガティブな感情だね」

「なだめすかして適当にやりすごすより、思い切って吐はき出だした方が面おも白しろくなるんじゃないかな？」

　あたしもメイメイからもっと遠えん慮りよせずに歌えと言われていた。

　どうせ一度きりの配信。確かにその方がずっと面おも白しろそうだ。
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「こんばんはー」

　二十一時。ライブ配信は叶かのうの緩ゆるい挨あい拶さつからはじまった。

　慣れた様子で、早さつ速そく動画に書きこまれたコメントを拾いながら軽く話していく。

　今回の曲目は、文化祭の本番で演奏する叶かのうミメイ作詞作曲のオリジナル曲を三曲、そのままやることになった。というか俺はそもそも他の曲なんか弾ひけないし。

　他の四人は画面の外で基本的には喋しやべらず、叶かのうの合図を待つ。

「じゃあ、一曲目いきます！」

　そして、演奏がはじまる。

　ヨルカは最初からハラハラした様子で、こちらを見ていた。俺が小さなミスを繰くり返かえすたびに表情をわかりやすく変え、そのうち「大だい丈じよう夫ぶなの？」と目で俺と会話をするようになる。

　俺は俺でとにかく今のベストを尽つくそうと必死に手元を見ずに弾ひいていた。頭の中にコード進行は叩たたきこんである。後はいかに本番の緊きん張ちよう感かんの中でも練習通りの演奏ができるか。

　結果、俺とヨルカは、ほとんど意地の張り合いみたいに、お互たがいの顔だけを見つめ合う。

　読み通り、ヨルカは俺だけに集中することで画面の向こう側から感じる視線を意識せず、本来の実力を発揮できていた。

　俺自身も最後まで崩くずれることなく弾ひき切きれた。

　他の三人のプレイは耳では聞いていたが、それが実際どんな風に演奏されていたかを知ったのは後からだった。

　リーダーの指示で、俺達五人の演奏を別のカメラで同時に録画していた。

『見られ方を含ふくめてパフォーマンスだからね！　カッコよく弾ひこう！』

　俺は自分がアイドル研究会の子達に言った言葉や、屋上で練習する姿を思い出す。魅みせ方かたは大事だ。気持ちが振ふる舞まいに現れるのを、俺はその録画を見ながら実感する。

　たとえば、花はな菱びしはなぜか今までの正確さに囚とらわれず、激しく首を振ふってボーカルをかき消すくらい喧けん嘩か腰ごしでドラムを叩たたいていた。まるで挑ちよう発はつだ。おいおい、首にコルセットつけなくて大だい丈じよう夫ぶか？

　花はな菱びしのドラムの激しさに、みやちーはややイラついた様子だった。

　対たい抗こうするみたいに、みやちーのボーカルもいつもより感情を乗せた歌い方になっていた。

　ドラムうるさすぎ、あたしの歌を聞け！　とばかりに花はな菱びしを横目で睨にらむ。

　二曲目から一気に声を張り上げ、歌うより叫さけぶ感じだった。元々声がいいし、歌うのも上う手まかった。そこに味わいというか、奥行きが増したように俺の耳には聞こえた。

「キタキタ、待ってたよッ！」

　昼間とは明らかに異なる俺達の出で来き映ばえに感化されて、叶かのうのテンションは急きゆう上じよう昇しよう。興奮して途と中ちゆうからどんどんアドリブを加え出す。

　しまいには動画で配信していることも忘れて自分の心のままに演奏で大暴れ。

　画面の外にも平気で飛び出し、髪かみを振ふり乱みだすなどフリーダムすぎる。

　もう笑え顔がおでノリノリ、完かん璧ぺきにヒャッハーしちゃっている。

　最後は俺達さえも置き去りにして突つっ走ぱしった。

　完全に自分が一番楽しくなっている。

　三曲目が終わると我に返った叶かのうはとってつけたように「文化祭、遊びに来てね～～」とアハハと宣伝して、ライブ配信は終わった。

　美人ギャルＪＫベーシストがフリーダムすぎると、その配信動画もバズった。

「結果オーライでしょう！」

　うちのリーダーはやはり大物だ。

　配信を終えた解放感と成なし遂とげた達成感を全員が感じていたはずだ。最後にその演奏の録画を見て、本日は終しゆう了りよう。

　家族用とは別で来客用のシャワールームまで完備されており、熱い湯を浴びて一日の疲つかれを洗い流していく。

　朝に集合した時は、夜はおしゃべりして夜ふかしでもしようかと話していたが、そんな余力は誰だれにも残っていなかった。今日も練習お疲つかれ様さまでした。
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　同室の花はな菱びしは早々に眠ねむっていた。

　俺も久しぶりにまともな時刻に横になれたのに、今夜に限って眠ねむ気けがやってこない。

　いつもは自宅で遅おそくまで練習している時は寝ね落おちしてばかりなのに、アドレナリンが出すぎているのだろう。シャワーを浴びたくらいでは興奮は収まらない。

　練習の成果がようやく出てきた。

　場数を踏ふむごとに手応えを感じ、それが自信になってきたと思う。

　それが嬉うれしくて、気持ちが落ち着かなかった。

　しばらくベッドでじっとしていたがやはり寝ねつけず、俺は水でも飲もうとリビングの方に赴おもむく。

　するとキッチンの方で灯あかりがついており、見ればヨルカがいた。

「ヨルカ？」

「あれ、希き墨すみ。どうしたの？」

「なんか昂たかぶって寝ねつけなくて。そっちは？」

「わたしも同じ。ホットミルクでも飲めば落ち着くかなって」

「俺の分もお願いしていい？」

「もちろん」

　月が綺き麗れいだからリビングの電気をあえてつけないまま、俺達はカーペットの上に並んで座る。

　熱いミルクの入ったマグカップを、俺は一口啜すすった。

　窓から差しこむ月明かりが、ヨルカの美び貌ぼうをぼんやりと照らし出している。

「ライブ配信、かなり上う手まくやれたんじゃないか？」

「うん。わたしもビックリした。余よ裕ゆうなんかないはずなのに、あんまり緊きん張ちようせずに弾ひけた」

　ヨルカもしっかり手応えを感じていたようだ。

「本番もこの調子でいけば安心だな」

「ステージでも、わたしと向き合ってギター弾ひいてくれるの？」

「いや、さすがにそれは……」

　ヨルカは割と本気顔だった。

　そうしてやりたいのは山々だが、お客さんから見ればなんのこっちゃな光景になるだろう。

「女王様のワガママよ」

　俺が以前に提案したことを、ヨルカはしっかり覚えていた。

「ずいぶんとかわいらしいご命令だな」

「女王様の命令は絶対、でしょう？」

「見つめ合うのはできなくても、俺の背中だけを見てればいいさ」

「それは当然」

　視線を気にせずにのびのび弾ひけたという今日の成功体験がまたひとつ、ヨルカの自信になっていくだろう。

　闇やみに浮うかぶヨルカの横顔は、白く輝かがやいて見えた。

　月光に艶つやめく唇くちびるには微び笑しようが花のように添そえられる。

「本番でも、俺のことだけ考えてれば上う手まくいくさ」

　我ながら言葉にしてしまうとクサイが、事実だから仕方がない。

　上う手まくいったことは言語化して整理しておくことで再現性が上がる。

「そうなんだよね。わたしは希き墨すみだけを見てればよかったんだね」

　ヨルカはしみじみと呟つぶやく。

「あぁ。俺だけを見ろ」

「そうする」

　ヨルカはそうして俺の肩かたに頭を寄せた。

　ホットミルクのほんのりとした甘さを味わいながら、静かに時間を共有する。張はり詰つめていたものが緩ゆるまり、リラックスしていくのがわかる。

　冷えた空気の中で温かい飲み物を飲むと幸せな気持ちになれる。

　触ふれるヨルカの体温も一層温かい。

「こんな風に、ふたりでゆっくりするのも久しぶりね」とヨルカが手を握にぎってくる。

　俺もマグカップをそっと脇わきに置いた。

「文化祭は休きゆう憩けい時じ間かんを合わせて、一いつ緒しよに回ろうぜ」

「うん、楽しみ。だけどね……、──待ち切れない」

　ヨルカはもう一方の手で俺の胸むな板いたをそっとなぞる。

　しなやかな指先があたかも鍵けん盤ばんの上をすべるように這はっていく。

「よ、ヨルカ……？」

　じらすような手つきに身動きがとれない。

「最近ずっとイチャイチャできてないでしょう。だから、もう我が慢まんできないの」

　すっとヨルカに手を引かれて、俺は床ゆかに倒たおされていた。

　そのままヨルカは当たり前のように俺の上に跨またがる。

「え？」

　俺は呆あつ気けにとられて、すぐに状じよう況きようが吞のみこめない。

　ヨルカのふとももやお尻しりの感かん触しよくを俺の胴どう体たいが感じている。

　天てん井じようを背景に、ヨルカが俺を見ていた。

「いつかと逆だね。美術準備室で押おし倒たおされた時は、ほんとにドキドキしたんだから」

　ヨルカの声は熱を帯びながらも落ち着いていた。

　朝、妹が俺を起こすために無む邪じや気きに腹の上に乗ってくるのとは次元が違ちがう。

　正しよう真しん正しよう銘めい、恋こい人びとが俺に馬乗りになっている現実。

　否いや応おうなくドキドキしてしまう。

「大だい胆たんすぎないか？」

　あまりに唐とう突とつで、俺はこの現実味のない状じよう況きようをまだ理解できていなかった。

「がんばった人には、ごほうびでしょう」

　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、球技大会で俺が捻ねん挫ざした時の保健室。

　俺達は、そこではじめてお互たがいを抱だきしめ合あった。

　あの時のようにヨルカは俺の頭を抱かかえようと上体を近づけた。

　ヨルカの指先が俺の髪かみの間をすり抜ぬけていき、大切なものを抱だきかかえるように俺の頭を包みこむ。押しつけられた胸の、温ぬくもりとやわらかさと甘い匂においが俺の脳を痺しびれさせた。

　五感のすべてが鋭えい敏びんになる。

　ヨルカの昂たかぶる心音がすぐ近くで聞こえてきた。

　いつになく積極的なヨルカに、俺は最後の理性を振ふり絞しぼる。
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「俺もイチャイチャしたいけど、人の家だし」

「いけない場所だから興奮するんだよ」

　ヨルカの手が俺の顔を包む。

「俺もすごくドキドキしてるけど」

「女の子だって、たまるんだよ？」

　気き恥はずかしさに勝まさる衝しよう動どうに突つき動うごかされたように、ヨルカの顔つきは色っぽい。

「ヨルカ……」

「女王様の命令は絶対」

　囁ささやくように命じる。

　彼女の瞳ひとみの奥で燃えるものが俺のタガを外した。

　──あぁ、もう無理だ。

　気づいたらヨルカの唇くちびるを奪うばっていた。

　どうしようもないくらいにキスをしている。

　いつものついばむようなかわいらしさや、軽く触ふれ合あう程度の生易しいものとは違ちがう。

　貪むさぼるように唇くちびるを重ね、お互たがいの深いところを感じようと激しく求め合う。

　そのまま奥の奥まで探さぐるように、熱い舌を絡からませ合あった。

　ヨルカの、女の子の感かん触しよくを全身で感じる。

　逆に押さえつけるように、俺の腕うでもヨルカの頭や背中に回っていた。

　ヨルカは拒こばまない。むしろ喜ぶように自分の身体からだを押しつけてくる。

　熱くて、息苦しくて、でも止やめられない。

　口元がふたり分の唾だ液えきで濡ぬれているのがわかった。

　どれほどの時間が経たったのだろう。

　ただキスをしていただけで、ふたりとも汗あせをかいていた。

　夢うつつな顔つきでヨルカの口元はまだ艶なまめかしく開いたままだ。

　まだまだ物足りないとばかりに透とう明めいな糸が、離はなれてなおふたりの間を結びつける。

　もう言葉すら忘れた。

　目を見れば、相手の思っていることはわかる。

　許可もなにもかも必要ない。

　合図もないまま俺達はまた唇くちびるを重ねようとした。

　その時、ガチャリと扉とびらが開いた。

「有あり坂さかさーん？　大だい丈じよう夫ぶぅ？」

　眠ねむそうな声でリビングに現れたのは叶かのうだった。

　いつまでも部屋に戻もどってこないヨルカを心配して、様子を見に来たのだろう。

　俺達は転がるように、ローテーブルの物もの陰かげに身を隠かくした。

　阿あ吽うんの呼吸とばかりの咄とつ嗟さの連れん携けいプレイ。

　テレパシーでも通じ合っているみたいに迷いのない行動だった。

　そのまま息をひそめ、気配を殺して存在を無にする。床ゆかに同化するように姿勢を低く保って、できるだけ叶かのうの視界に入らないようにする。

「あれぇ、誰だれかいたような気がしたんだけどなぁ」

　叶かのうはキョロキョロと部屋の中を見回しているようだ。

　暗くら闇やみの中で恋こい人びとがふたりきり。見つかったら、このシチュエーションでは言い訳がかなり厳しい。

　その上、俺は今発見されることとは別の危険を抱かかえていた。

「希き墨すみ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　耳元でヨルカが吐と息いき交まじりに囁ささやく。

　転がった拍ひよう子しに上下が入いれ替かわり、今度は俺がヨルカの上に覆おおいかぶさる形になっていた。

　俺は今、いわゆる筋トレで言うところのプランクをしている状態。

　床ゆかに両りよう肘ひじをついて、体幹に力をこめて背中を真まっ直すぐ伸ばした姿勢を保つ。

「無理しないで、その、わたしの上に乗ってくれていいから」

　ヨルカは恥はじらいながらも、そう囁ささやく。

「こうしないとッ、あっちの様子も見れないから」

　俺は、ヨルカの真上で身体からだが密着するかしないかのギリギリの距きよ離りを維い持じする。

　丸一日ギターを弾ひいていた肉体には相当こたえる。腕うでや背中、腹筋まで全身くまなく悲鳴を上げていた。額にうっすらと脂あぶら汗あせが浮ういてくるのがわかる。

「しんどそうだよ。下手なことして、音を立てたらバレちゃうよ」

　あくまでも俺を気き遣づかってくれるヨルカ。俺も彼女のやさしさに甘えて楽になりたい。

　だけど俺がヨルカの上に重なったら──俺の局所的緊きん張ちようもバレる。

　俺の肉体で今もっとも大変なことになっているのは腕うでや背中などではなく、別の場所だ。

　先ほどまでのかつてない大だい胆たんなスキンシップのせいで一部の血流が大おお幅はばに増加してしまい、完全なるお祭まつり騒さわぎになっていた。

　高まる一部の自己主張は、俺の意志だけではどうにもコントロールできない。

　覆おおいかぶさってなお、触ふれないギリギリの距きよ離りを必死に堅けん持じする。

　さすがに自分の暴走をヨルカに知られるのは恥はずかしい。

　必死に頭の中で別のことを考えようとしているのだが、自分の真下にヨルカが悩なやましげに横たわっているという現実の前では無む駄だな試みだった。

　しかも叶かのうの足音が近づいてくる。いつ見つかってもおかしくない。

　まさに天国と地じ獄ごく。

「リビングの電気もついていないし、ウチの気のせいかな」

　なんとか真下の魅み惑わくから目を逸そらそうとして、俺は首を巡めぐらせる。すると目に入ったのは床ゆかに置きっぱなしのふたつのマグカップだ。

　ひゅっと、思わず呼吸が止まりそうになる。

　ヤバい！　頼たのむから気づかないでくれ。

「ねぇ、希き墨すみ。どうしたの？」

「黙だまって」

　俺は声を殺して、そう伝えるのが精せい一いつ杯ぱい。

　マズイ。腕うでも背中も限界だ。腕うでがプルプルと震ふるえてきた。いつヨルカの上に重なってもおかしくない。

　叶かのうの気配はもうすぐそこまで来ている。

「──あっ!?」

　眠ねむ気けが吹ふき飛とんだとばかりの、大きな声を叶かのうが発した。

　終わった。観念して、正直になろう。そう決意した瞬しゆん間かん、

「なーんだ、ルンバが掃そう除じしてる音か」

　リビングの隅すみで丸っこい高性能お掃そう除じロボットがいじらしく働いていた。

　叶かのうはあっさり踵きびすを返して、廊ろう下かに出ていった。

　バタンと扉とびらが閉まる。気配が遠ざかったのを確かく認にんしてから、俺達はいつの間にか止めていた息を吐はき出だした。

「た、助かったぁ～～」

　安あん堵どのあまり、緊きん張ちようの糸が切れ、うっかり腕うでの力が抜ぬける。

　俺はやわらかいヨルカの上に倒たおれてしまう。

　そして俺の固くなったものが、ヨルカのふともものあたりに触ふれた。

「ねぇ、希き墨すみ。なにか当たって──」

　ヨルカがよくわからずに戸と惑まどっていたのはほんの一いつ瞬しゆん、すぐに俺の異変に気づいた。
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　合宿二日目。

「ふたりとも、なにかあった？」

　朝食の席でみやちーがおもむろに訊たずねる。

　俺とヨルカが今朝は目も合わさないのを不ふ審しんがっていた。

「別に、なにも！」「うん、特には！」

「……怪あやしい」

　みやちーは俺とヨルカを交こう互ごに見つめる。

「そういえば夜中に目が覚めたら有あり坂さかさんが部屋にいなくて。迷子になっているのかと思って探したんだよ？」

　叶かのうがさらに質問してきた。

「ちょっと寝ねつけなくて、キッチンで朝食の下ごしらえをしていたの。それからお手洗いに寄ったりしてたから。わたしが部屋に戻もどった時には叶かのうさんは寝ねてたから、すれ違ちがいになったんじゃない？」

「あーそうかも。リビングにも電気ついてなかったもんね。ウチ、誰だれかいるのかなって見たんだけど、ルンバが掃そう除じしてるだけだった」

「心配させてごめんなさい」

「いいよ。何事もないなら大だい丈じよう夫ぶ」と叶かのうはそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　もちろん何事もないわけがなかった。

　あの後、俺の異変に気づいたヨルカは、慌あわててリビングから飛び出していった。

　ひとり残された俺はどうしようもない悶もん々もんとしたものを抱かかえたまま、とりあえずマグカップを片づけて部屋に戻もどった。無論、すぐに寝ねつけるはずもなかった。

　そんなこんなで、リンクスは今日も練習に励はげむ。

　もはや昨夜の出来事を忘れんがために俺もヨルカも演奏に没ぼつ頭とうした。

　それに引っ張られるように、他の三人もさらに調子を上げていく。

　お昼の休きゆう憩けいでは、本番での衣い装しようの話になった。

　様々なアイディアが出たものの、みんながしっくりくるようなものはなかなか出なかった。

「どうせ文化祭の即そく席せきバンドだし、いっそ制服のままでよくない？」

　この俺の一言で、本番はあえて制服のままでステージに立つことに決まった。

　てっきり音楽愛の強い叶かのうに反対されるかと思っていたのだが、あにはからんや、衣い装しようについては特にこだわりがないようだった。

「リンクスはみんな服の趣味とかキャラもバラバラなのに、ひとつのバンドになっていること自体すでに面おも白しろいし。逆に制服のままで文化祭のフィナーレを飾かざる方がロックっぽいし」

　リーダーのお許しが出た以上、俺からは特に言うべきこともない。

　そのまま休きゆう憩けいを挟はさみつつ、夕方まで練習を重ねた。

　そして合宿の総仕上げとして、通しで三曲を一気に演奏。

　今回もほぼノーミスで弾ひき切きった。

「おぉ～～やったぞ、俺！」

　思わずガッツポーズをしてしまう。

「スミスミ、ナイスだよぉ」

「瀬せ名なちゃん、見み違ちがえるほど上達したね」

「まだまだ物足りないけど、最低限のハードルはクリアしたね。セナキス、よくがんばった」

　叶かのうは相変わらずの辛から口くち評ひよう価かだが、それでも満足げに笑っていた。

「鬼おに教きよう官かんが褒ほめてくれたぞ」

「誰だれが鬼おに教きよう官かんだ!?　ウチはレベルの高い結果を求めているだけだよ！」

「わかってる。叶かのうの指導があったからこその成長だよ。サンキューな」

「まぁ合宿して正解だったね。バンドとしてのまとまりもできてきたし、よかった」

　みんなで合宿の手応えを実感している中、ヨルカは沈ちん黙もくを守っていた。

「ヨルカはどう思った？」

「希き墨すみに惚ほれ直なおしそう」

「そりゃなにより」

「本心よ」

「わかってる」

　ヨルカの笑え顔がおを見れば、俺も嬉うれしい気持ちになる。

　自分の成長をしっかり実感できたこともあって、俺はいつになく浮うかれた気分だった。

「じゃあ、今日の練習はここまで！　合宿お疲つかれ様さま！」

「「「「お疲つかれ様さまでした!!!!」」」」

　叶かのうの締しめの一声に、俺達四人は声を合わせた。

　スタジオの後片付けをして、帰る準備をしていると、スマホに電話がかかってきた。

　画面に表示された名前は、支はせ倉くら朝あさ姫きだった。

　俺は一階まで上がって、電話に出る。

「もしもし、朝あさ姫きさん？　どうしたの？」

『…………、希き墨すみくん？』

　朝あさ姫きさんの声に元気がない。

「どうしたの？　なにかあった？」

『ごめんね、合宿中に』

「いや、ちょうど終わって帰るところだから」

『そうなんだ。あ、昨夜の配信も見たよ』

「ありがとう。最後は叶かのうが大変だったけどな」

『すごくよかった。文化祭が楽しみ』

　表面的な言葉を交かわすだけで、朝あさ姫きさんはわざわざ電話をかけてきた理由を話さない。

　このまま当あたり障さわりのない会話をしていていいのだろうか。

「ねぇ、朝あさ姫きさん。助けが必要？」

　思い切って、こちらから切り出す。

　長い沈ちん黙もくがあった。

　そのうちすすり泣く音が聞こえてきて、俺の心配は一気に募つのる。

『どうしていいか、わからなくなっちゃったんだ』

「お母さんの再さい婚こんの話？」

『うん。素す直なおに、お祝いして、あげ、たいのに、上う手まく、言えなくて……』

　一言も聞きき逃のがすまいと耳を澄すましていると、朝あさ姫きさんの電話からクルマが通るような音がしたのに気づいた。

「朝あさ姫きさん、外なの？」

『再さい婚こん相手の人と三人の食事会だったの。だけど、どんな顔をしていいかわからなくて。お手洗いって言って、出てきちゃった』

「ちゃんと戻もどれそう？」

『わかんない。寒いし、いつまでも外にいるわけにもいかないのはわかっているけど』

　外で女の子が泣いているなんてただ事じゃないし、変な輩やからに目をつけられたら危ない。

「しんどいなら家に帰った方がいいと思うよ」

『カバン、お店に置いたままだし』

　その憔しよう悴すいしたような声に、嫌いやな想像ばかりが浮うかんでくる。

「……ッ、朝あさ姫きさん。今どこ？」

　もう放っておけなかった。

『来てくれるの？　希き墨すみくんはやさし──』

　こんな時でも朝あさ姫きさんは普ふ段だん通どおりの優等生的な振ふる舞まいをしようとする。そうやって反射的に一定の距きよ離りを保って、踏ふみこませようとしない。

「行くよ。わざわざ俺に電話をかけてきたって、そういうことだろう」

　なら俺もいつも通りに振ふる舞まおう。

　友達が困っているなら助けるのが当たり前だ。ここで無視したら瀬せ名な希き墨すみではない。たとえ無む駄だ足あしになろうとも、トラブルが起きるよりずっとマシだ。

　電話の向こうで息を吞のむ気配がした。

『………希き墨すみくん、助けて』

「任せろ、相棒」

　朝あさ姫きさんの今いる場所を聞けば、ここから数駅しか離はなれていない。

　電話を切って、荷物を取りに戻もどろうとして俺は固まる。

　そこにヨルカが俺のリュックを抱かかえて立っていた。

「支はせ倉くらさんに会いに行くの？」

「朝あさ姫きさんがピンチなんだ」




「──わたしが行かないでって言っても？」




「困っている友達を放っておけない」

「わたし以外の女の子に堂々と会いに行くのを、喜んで送り出す恋こい人びとがいると思う？」

「俺は困っているなら誰だれであっても助けにいくよ」

「希き墨すみがそういう面めん倒どう見みのいい人だってことはわかってる。だけど、そのやさしさは今の支はせ倉くらさんには残ざん酷こくだよ。きっと、また勘かん違ちがいさせるよ。もっと好きになっちゃうよ」

「俺が好きなのは、なにがあってもヨルカだけだ！」

「それも知ってる」

　あぁ、俺はまたヨルカを泣かせるような真ま似ねをしてしまっている。

　夏休みに瀬せ名な会かいのみんなで行った旅行。早朝、ふたりだけで浜辺に出た時に、ヨルカは泣きながら『強くなりたい』と言った。

　そのために、叶かのうの誘さそいを受けてリンクスに加入したし、自ら文化祭のクラス代表に立候補した。

　だけど、そもそも俺がヨルカを不安にさせなければ、彼女は強くなる必要なんてないのでは？

　そんな疑問が頭をよぎる。

　ふたりだけの閉じた世界に籠こもって、そこで満たされているだけでもよかったのだ。

「だから、信じてるから行ってきて」

「え？」

「二度は言わないから」

　プイと顔を背そむけるヨルカが我が慢まんをしているのも俺にはわかった。

「ありがとう」

「うるさい。またややこしくなっても知らないからね」

　ヨルカは持ってきてくれた俺のリュックを押しつけてきた。

「ほんとうに、ごめん」

「実は振ふり回まわしているのって、わたしじゃなくて希き墨すみの方な気がしてきた」

「好きって厄やつ介かいだよな」

「ほんと、どうして幸せと辛つらさってセットなんだろう」

「字じ面づらが似てて間ま違ちがいやすいから？」

「わたしに対してこれ以上間ま違ちがえたら、許さないんだからね」

　俺はギターを花はな菱びしに預け、ひとり先に叶かのうの家を出た。







　電車に乗り、朝あさ姫きさんのいる駅に着いた。

　スマホの地図アプリで朝あさ姫きさん達が食事しているというレストランまでのルートを検けん索さくする。駅から少し距きよ離りがあった。地図を見ながら、薄うす暗ぐらい道を早足で歩く。

　すると、行く手から朝あさ姫きさんがこちらに向かって歩いてくる。

　その隣となりには、男性がいた。

　俺が声をかけるべく走り出そうとした時、男性はいきなり朝あさ姫きさんに抱だきついた。

　遠目から見てもその男性は、かなり大おお柄がらだった。縦にも横に大きく、格かく闘とう技ぎをやっているような雰ふん囲い気きがあった。あんな体格で襲おそわれたら女の子は抗あらがえるはずもない。

「朝あさ姫きさんから離はなれろッ！」

「希き墨すみくん!?」

「えぇ??　違ちがいます、僕はッ！」

　俺の乱入に、男性は動どう揺ようした声を上げたが、朝あさ姫きさんから離はなれる気配は一向にない。

　近づくと男性はアブない風ふう体ていをしていた。髪かみは長く、口元には伸のばしっぱなしのひげ。目元の隈くまは濃こく、ぎょろりとした目玉は血走っている。荒あれ気ぎ味みの肌はだは血色も悪く、着ているシャツもヨレヨレだ。

「オッサンが女子高生に抱だきついておいて、どう言い訳するってんだよ！」

　男性と俺とでは体格差がありすぎる。力ずくで朝あさ姫きさんを引ひき剝はがすのは難しいだろう。

　俺は即そく座ざに覚かく悟ごを決める。

　慌あわてている男性めがけて、走ってきた勢いのまま俺は体当たりをかましたのであった。
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「えーっと、つまり立ちくらみで倒たおれそうになって、朝あさ姫きさんが咄とつ嗟さに肩かたを貸しただけと」

「うん……」

　朝あさ姫きさんは気まずそうな顔で頷うなずく。

　俺が体当たりした男性こそ、なんと朝あさ姫きさんのお母さんの再さい婚こん相手さんだった。

「早とちりとはいえ、ほんとうに申し訳ありませんでした！」

　俺は路上で土下座せん勢いで、腰こしを深く曲げて謝罪した。

　いくら薄うす暗ぐらかったとはいえ、思いこみで勘かん違ちがいしてしまうなんてダサすぎる。もっと冷静に状じよう況きようを判断するべきだった。空から振ぶりにも程ほどがある。今すぐこの場から消えてしまいたい。

「こちらこそ謝らせてください。娘むすめのせいでご迷めい惑わくをかけてすみません」

　恐きよう縮しゆくした顔で頭を下げてくれているのは朝あさ姫きさんのお母さんだ。俺が体当たりをかました直後にレストランから出てきて、この事態に大層驚おどろいていた。

「瀬せ名なくんに怪け我ががなくてよかったわ。文化祭でギターを弾ひくのよね？　手に怪け我がでもしてたら大変だったわ」

「え？　俺をご存知なんですか？」

「朝あさ姫きから瀬せ名なくんの話をよく聞いてるのよ」

「お母さんッ！　そういう話は友達の前でしないでよ！」

　朝あさ姫きさんは慌あわてて話を遮さえぎろうとする。

「そもそもあなたが誤解させるような電話をしたからでしょう！　少しは反省しなさい！」

　すごい、あの朝あさ姫きさんがお母さんの一いつ喝かつでしゅんとした。

　朝あさ姫きさんが学校で見せてる的確な指示を飛ばす感じは、お母さん譲ゆずりなのだろう。

「あれ、彼は朝あさ姫きちゃんの恋こい人びとじゃないのかい？　ふたりともお似合いなのに」

　事情を知らない再さい婚こん相手さん。気を回したつもりが裏目に出る。

　支はせ倉くら母娘おやこは顔をしかめ、俺はさっと顔を逸そらす。

「ごめんなさい。この人お医者さんとしては優ゆう秀しゆうなんだけど、こういうところには疎うとくて」

　朝あさ姫きさんのお母さんはフォローしながら、再さい婚こん相手さんを肘ひじでつつく。

「まぁ僕がよろけたのがそもそもの原因なんだから。朝あさ姫きちゃんのために身体からだを張って飛びこんできた瀬せ名なくんの勇気はすごいよ。僕は、こんなでかい図ずう体たいだからよく患かん者じやさんに恐こわがられちゃうのにさぁ」

　朝あさ姫きさんの、義理のお父さんになる予定のお医者さんは大きな口を開けて笑う。

　大きな身体からだは確かに威い圧あつ感かんがあるけど、話してみると人当たりのいいやさしい人だ。

　こちらへの気き遣づかいや態度から、人のよさが窺うかがえる。

「安心して。この先生、見た目は熊みたいだけどいい人なのよ。若い頃ころから仕事に熱心でね、いつも無理ばっかりしてるの。今日の食事会も、夜勤明けから急きゆう患かんが続いて結局寝ねずに来たのよ。無理しないで延期すれば、こんなことにならなかったのに。まったく」

「僕にとっても今日はずっと楽しみだったんだよ。ただ、患かん者じやさんの命には代えられないからさ」

「とりあえず、おふたりの仲がいいことはよくわかりました」

　俺の率そつ直ちよくな感想に、大人達は妙みように照れていた。

　客観的に見て、朝あさ姫きさんのお母さんとこのお医者さんのカップルはお似合いだ。

　朝あさ姫きさんの態度を見ても、再さい婚こん相手の人を嫌きらっているという風でもない。

「はー実の母親の色いろ恋こいなんて見てられないってば。希き墨すみくん、駅まで送るわ」

　この場に居合わせるのはしんどいとばかりに、朝あさ姫きさんがため息をつく。

「じゃあ俺はここで失礼します。お騒さわがせしました」

　この和なごやかな空気の中では、朝あさ姫きさんも本音の話はできないだろう。







　秋の夜風は、忍しのび寄よる冬の気配を感じさせた。

　俺達は駅に向かいながら、途と中ちゆうにあったコンビニに立ち寄る。

「よかったら飲んで。ほんとうにごめんなさい。せっかく来てくれたのに」

　朝あさ姫きさんは熱々の缶かんのコーンスープを手て渡わたしてくれる。

「ごちそうになります」

　コンビニの駐ちゆう車しや場じようでふたり並ぶ。今年初のあったかいコーンスープを啜すする。やっぱり、寒くなった季節のスープは格別に美う味まい。

「せっかくの食事会を邪じや魔ましちゃったみたいで悪かったね」

「私が希き墨すみくんに電話したのがそもそもの原因だし。しかも余計に気を揉もませたみたいになっちゃって」

　ふたりきりになると、朝あさ姫きさんの声は変わらず沈しずんでいた。

「あんな元気ない声で電話がかかってきたら心配もするよ」

「なんで電話なんてかけちゃったんだろう」

「けど、タイミングがよかったね。まだ演奏中だったら俺も電話をとれなかっただろうし」

「私、呪のろわれているのかなぁ。やることなすこと、ぜんぶ裏目に出る」

　朝あさ姫きさんは衝しよう動どう的てきに俺に電話したことを、ずいぶんと後こう悔かいしているようだった。

「……お相手のお医者さん、いい人そうじゃん」

　電話では話せなかったことも、今なら吐はき出だせるんじゃないだろうか。

「うん、すごくいい人。だから文句のつけようもなくて、困っている」

「困ってるの？」

「なんか、お母さんをとられる気がして」

「朝あさ姫きさんがひとりになるわけじゃないと思うよ」

「自分でも、こんなにマザコンだったのかって驚おどろいてる。もう高校生なのに」

　母ひとり娘むすめひとり、二に人にん三さん脚きやくでがんばってきた。

　その結びつきはふつうの母娘おやこよりずっと強いのかもしれない。

「いつか朝あさ姫きさんだって親元を離はなれる日が来る。いつまでもふたりきりってことはないんだよ。いい意味でも、悪い意味でも」

「悪かったわね、子どもっぽくて」

　朝あさ姫きさんは拗すねてみせる。

「家族だからこそ聞き分けのいい子じゃなくて、子どもとしてお母さんに本音を伝えたら？」

「けど、私のわがままだし」

「じゃ、再さい婚こんしたいっていうのもお母さんのわがまま？」

　俺はあえて意地悪な訊たずね方かたをする。

「それは……、違ちがう」

「お母さんだって、娘むすめである朝あさ姫きさんの迷いや不安をわがままには感じないよ。きちんと本音を聞いて、納なつ得とくして、その上で祝ってほしいんじゃないかな？」

「うん。ふたりとも、私の許しがなければ籍せきは入れないって待ってくれている」

　大切だから遠えん慮りよをしてしまうこともある。

　感情的な理由で嫌きらいならば、距きよ離りを置けばいい。

　だが、他人と縁えんを切るのは簡単でも、家族の繫つながりを切るは難しい。

　特に子どもにとっては生活する上でも精神的にも、あらゆる意味で親とは離はなれがたいものだ。

　それでも家族の形はいつか変わっていく。

「朝あさ姫きさんの意見を尊重してくれてるってことは、それだけ大切に思ってるってことだよ」

　日曜の夜だからだろうか、クルマはほとんど通らず、人の行き来も少ない。あたりはほんとうに静かで、店内から零こぼれる人工的な光が暗くら闇やみを照らしている。

　俺は黙だまったまま、朝あさ姫きさんの言葉を待つ。

　夜よる遅おそくにコンビニの前で高校生ふたりが大真面目に人生を語る。

　若すぎる俺達は経験不足で、はじめてのことがまだまだたくさんある。

　きっと、この場で出た答えが正しいのかもわからない。

　嬉うれしい出会いも悲しい別れも、この先にたくさん待っている。

　そのひとつひとつを自分なりに感じて、笑って、悩なやんで、迷って、焦あせって、泣いて、傷ついて、止まって、考えて、学んで、気づいて、決めて、動いて、進んだことが積み重ねとなる。

　そうやって、俺達はいつの間にか未来へいるのだろう。

「お母さんからさ、再さい婚こんの話をされた時にね、『大学も無理に推すい薦せんでいけるところだけじゃなくて、自分のいきたいところを受けていいのよ』と言われたの」

　朝あさ姫きさんが口を開いた。

「推すい薦せん狙ねらいでクラス委員になったって言ってたもんね」

「ほんとうは喜ぶことなんだろうけど、私は混乱しちゃったんだ。いきなり放り出されて自由にしていいって言われても、自分が本気でなにをしたいのかわからなくて」

「高校生で、自分のやりたいことがわかってるやつなんて一ひと握にぎりだよ」

「うん。今までは優等生をやって、家計の負担にならないようにしようってやることがシンプルだった。いい成績をとって、いい大学に進んで、いい仕事に就つく。お母さんを楽させてあげたいなって」

「親孝行な娘むすめじゃん。尊敬する」

「お母さんは、そんな私が窮きゆう屈くつそうに見えたみたいなの。お父さんが早くに亡なくなって、娘むすめに我が慢まんさせているんじゃないかって」

「実際どうだったの？」

「小さい頃ころはさびしい時もあったけど、お母さんとふたりでずっと楽しかったもの」

「仲良しだからこそ、お互たがいに気を遣つかいすぎてるんじゃない？」

　母ひとり娘むすめひとりの二に人にん三さん脚きやくでずっとやってきた。

　それが急に変わってしまい、朝あさ姫きさんの精神がまだ新しいバランスに慣れていないのだろう。

「結局、お母さんを任せる相手ができて、私は己おのれのちっぽけさを痛感しているわけですよ」

　朝あさ姫きさんは自分の悩なやみを吐と露ろした。

「さすが優等生、真面目」

「希き墨すみくんだけには言われたくない」

「俺は努力しないとみんなについていけない自覚があるからがんばってるだけ。やらなくて済むなら、基本サボりたいグータラ」

「噓うそ。そんな人を、私は好きになったりしない。だって、一番しんどい時にこうして来てくれた」

「少しは気が楽になった？」

「うん。帰ったら、結けつ婚こんおめでとうってふたりに伝える。私の都合で待たせるのも、カッコ悪いし」

　俺にできるのは、悩なやんでいる朝あさ姫きさんを励はげますことだけだ。

　無責任に応おう援えんして、それでも無意味じゃない。朝あさ姫きさんの表情がそれを教えてくれた。

「そう言える朝あさ姫きさんは最高にカッコイイよ」

「まだ高校二年だしね。とりあえず現状を維い持じしつつ、やりたいことを見つけていく！　うん、そう決めた」

　不思議なもので、一度決めて、それを言葉に出すと心が急に軽くなることがある。

　それを証明するように朝あさ姫きさんはいつもの調子が戻もどってきた。

「──ところでさ、夏休みに旅行に行った時、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったよね」

　いきなり話題が変わり、動どう揺ようした俺は缶かんを落としそうになった。

「ッ!?　あれは事故だって!!　それに朝あさ姫きさん、水着を着てただろう。俺をからかおうとしただけじゃないか」

　瀬せ名な会かいで神かん崎ざき先生の別べつ荘そうに泊とまり、夜よる遅おそくまで騒さわいでいた。早朝に目を覚ました俺が朝あさ風ぶ呂ろに入ってウトウトしていると、いつの間にか朝あさ姫きさんが隣となりにいたということがあった。

「あれ、わざとだよ。私は希き墨すみくんを誘ゆう惑わくしにいったの」

　朝あさ姫きさんはハッキリと告げる。

「俺にとっては、ただの事故だよ」

「ま。勇気を出してみたものの、湯船でのぼせちゃうなんて私も詰つめが甘いよね」

「朝あさ姫きさん……」

「もしも有あり坂さかさんより先を越こすことができたら、希き墨すみくんの一いち途ずさも少しは揺ゆらぐかなって」

「男を試ためしすぎ。色んな意味で危なかったよ」

「危なかったんだ」

「そりゃ、ドキドキしたし」

「うん。私もすごくドキドキしてた。……だけどお母さんから再さい婚こんの話を聞いた途と端たん、私は恋れん愛あいにエネルギーを割さく余よ裕ゆうが完全になくなっちゃったの」

「恋れん愛あいの優先順位が低いタイプだっけ」

　朝あさ姫きさんに告白された時、彼女は自分でそう言っていた。

　そして、その順位が変わるくらい瀬せ名な希き墨すみが好きだと言ってくれた。

「ほんと、冷静な自分が嫌いやになる。こんなに特別な気持ちをまだ抱かかえているのに、それどころじゃないって後回しになっちゃってたんだからさ」

「家族っていう自分の土台が変わろうとしてるんだ。当たり前だよ」

「恋れん愛あいを逃にげ場ばにできる、そんな女の子が羨うらやましい」

「それだけ朝あさ姫きさんは大人なんだよ」

「ほんとうの大人になったら、自分の感情を上手にコントロールできるのかな……」

「その方が、きっと楽ではあるんだろうね」

　恋こいも青春も人生も、高校生には荷が重い。

　一生に関わるかもしれない決断を、そう簡単にできるものか。

　だけど季節は巡めぐり、俺達の成長を待っていてはくれない。

　幼よう稚ちな確信や夢見がちな希望に心を振ふり回まわされながら、俺達は大人になっていく。

「はー話すのに夢中でほとんど飲んでないや。コーンスープ、すっかり冷めちゃったな」

　朝あさ姫きさんは、一口飲んで残念そうだった。

　俺もコーンスープを最後まで飲み干す。

「朝あさ姫きさんの家ってこの近くなんだっけ？　送ってくけど」

「ひとりで大だい丈じよう夫ぶ。今日は来てくれてありがとう」

「お母さんに、おめでとうってちゃんと伝えてあげなよ」

「わかっているってば。それじゃあね」

　足早に歩き出した朝あさ姫きさんに、最後にもう一度だけ呼び止める。

「待って、朝あさ姫きさん」

　ふたりの距きよ離りは五メートルほど開いていた。

　しっかり声を張らなければ、相手には届かない。

「……なに？」

　振ふり返かえった彼女は、俺の言うことをわかっているというような顔をしていた。

「──、朝あさ姫きさん。好きになってくれてありがとう！　ほんとうに、すごく嬉うれしかった！」

「じゃあＯＫしなよ。私と付き合うなら今だよ。そのうち気が変わって、冷めちゃうかも！」

「俺が好きなのは別の女の子だ！　だから、ごめん！　君の気持ちには応えられない！」

　言った。

　これが俺なりのケジメだ。

　夏休みの旅行、あの時お風ふ呂ろで言いそびれた答えを返す。

　曖あい昧まいな関係も、先延ばしを許容する中ちゆう途と半はん端ぱなやさしさも、お互たがいにもう無意味だって気づいてしまった。ここで区切りをつけるのが俺達にとって最良の結末だ。

　だって、今なら終わってしまう理由をこじつけられる。

　これ以上後回しにすれば、もっと傷口が深くなるだろう。

「七十点ッ！」

　朝あさ姫きさんはいきなり叫さけんだ。

「なんの点数？」

「女の子の振ふり方かた！」

「減点理由は？」

「本命の名前をあえて誤ご魔ま化かす気き遣づかいがウザイ！　それに、それに……」

「言ってよ！」

「最高のタイミングで私を助けておいて、最後に振ふる、最低男の、見る目のなさに、もう愛あい想そが尽つきたの！　いつまでも片かた想おもいされているなんて思ったら大おお間ま違ちがいだよ！」

　朝あさ姫きさんは、泣かなかった。

「希き墨すみくん、絶対後こう悔かいしない？」

　俺もはっきりと頷うなずいた。

「だったら正しよう真しん正しよう銘めい、これからはただの相棒ってことでよろしく！」
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　支はせ倉くら朝あさ姫きはやっぱり素す敵てきな女の子だ。

　それでも、俺にはもっと好きな女の子がいる。
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　文化祭まで残り一週間となり、校内の雰ふん囲い気きは浮うき足あし立だつというより殺さつ伐ばつとしてきた。

　スタッフ用の派手な色の半はつ被ぴを着た文化祭実行委員が、校内のいたるところにいる。彼らは各クラス、各部活、各団体の進しん捗ちよくの把は握あくや指導で大おお忙いそがしだ。

　気合いを入れて作られた看板でも、倒たおれる危険性があれば容よう赦しやなく撤てつ去きよや安全対策をとるように指導。

　申しん請せい内ない容ようと明らかに異なる準備をしている怪あやしげな団体があれば事じ情じよう聴ちよう取しゆの上、あらためて参加の可否を判断する。

　そんな中、俺はというと、花はな菱びしの許可の下、舞ぶ台たい運うん営えいの進行マニュアルの改かい訂ていをようやく終えた。

　メインステージ担当のスタッフに配布して、当日の基本的な動きを頭に叩たたきこんでもらう。

　その上で文化祭二日間のステージプログラムのリハーサルを放課後、数日に分けて行った。団体ごとに搬はん出しゆつ入にゆうから舞ぶ台たい上じようでの立ち回り、さらに転てん換かんまでを実際に行うことで問題点を洗い出し、精度を高めていく。

　当日の舞ぶ台たい裏うらは戦場だ。

　指揮系統の確かく認にん、動線、誘ゆう導どう案あん内ないのやり方、出演者やスタッフのポジションの把は握あく、転てん換かんにおける補助など、押さえておかなければならないポイントをひとつずつ確かく認にんしていく。

　文化祭当日、俺達メインステージ担当チームは、体育館に常じよう駐ちゆうして全体の進行管理を担になう。

　俺は去年も経験したが、あらためて大変な仕事であることを実感した。

　手は尽つくした。後はトラブルが起きないことを祈いのるばかりだ。

　そうして文化祭前日の金曜日を迎むかえた。

　今日は授業がなく、準備日としてあてられていた。

　みやちーデザインのクラスＴシャツもオシャレな仕上がりのおかげで、士気はかなり高い。

　朝のホームルームを終えると教室のテーブルを並ならび替かえ、まずテーブルを作っていく。教室内に装そう飾しよくを行い、接客スペースと調理スペースを仕切るパーテーションを立てていく。

　七なな村むらが男子の音おん頭どをとって教室の内装もいい感じに、中ちゆう華か風ふうの雰ふん囲い気きが出ている。

　各種道具や材料の発注はヨルカのおかげで漏もれなくきっちり完かん了りよう。

　それら調理器具等を次々に運びこむ。

　男子が力仕事している間に、着き替かえていた女子達が教室に戻もどってきた。

「どう？　みてみて。自分でアレンジしてみたんだ！」

　みやちーが着ていたのはただのチャイナドレスではなく、鈴すずやヒモ飾かざりを加え、丈たけを調整するなど自分なりの改造を施ほどこしたオリジナル衣い装しようだ。その下には長い袖そでのワンピースを着ている。さらに帽ぼう子しを被かぶるなど、みやちーらしい遊び心とセンスが光っている。

　両手を前に突つき出だしてピョンピョンと跳とぶみやちーは、大変かわいらしい。

「いいぞ、宮みや内うち！　すげえ面おも白しろい」

「うん。みやちー、すごく似合ってるよ」

　七なな村むらも俺も興奮気味に感想を述べる。

　しんどい運うん搬ぱん作さ業ぎように勤いそしむ男子達も、着き替かえてきた女子達の華はなやかな装よそおいに、思わず手を止めて見ていた。

「ほら、見み惚とれて手を止めない。早く設営を終わらせないと、明日が大変だよ」

　そう檄げきを飛ばす朝あさ姫きさんもまた鮮あざやかなブルーのチャイナドレスに身を包む。

　スカート部分に深いスリットの入ったＴＨＥ王道のシンプルなデザインは、着ている女の子を三倍増しで魅み力りよく的てきにする。

　その涼すずしげで落ち着いた佇たたずまいは雅みやびですらあった。

　やはりチャイナドレスで正解だったな、と俺と七なな村むらは目と目で会話する。

「うん、衣い装しようを統一しなくて正解だったね。自前組もいると、すごく華はなやかで楽しい雰ふん囲い気きになる。お祭りって感じ」

　そう総評するヨルカこそが、誰だれよりも凝こった装そう飾しよくの入った豪ごう華かな赤いチャイナドレスを纏まとう。

　明らかに一線を画す本格的なつくりで、ヨルカという美少女が着ることで圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ。胸むな元もとも開いており、丈たけも短いにも拘かかわらず上品な印象をあたえるのは、やはり着る本人の魅み力りよくあってこそなのだろう。長い髪かみも左右をお団子にしており、もう完かん璧ぺきである。

　恋こい人びとの普ふ段だんと違ちがう装よそおいを見られるだけで浮うかれてしまう。

　一方で、誰だれにも見せたくないなといういつもの独どく占せん欲よくが疼うずく。

　女子達は着き替かえただけでテンションが上がり、接客オペレーションの確かく認にんそっちのけでそこらじゅうで記き念ねん撮さつ影えいタイムになっていた。

「キリがなさそうだから、そしたら先にクラスの集合写真を撮とろうか？」

　朝あさ姫きさんの提案で、俺達は黒板の前に並ぶ。

　確かに明日は開店準備で朝からバタバタするだろうし、みんなで撮とるならこのタイミングが最適だろう。

「では、私が撮さつ影えいしましょう」と申し出る神かん崎ざき先生。

「チャイナドレスを着てないからってそんな遠えん慮りよしないでくださいよ。一いつ緒しよに写りましょう。それとも着き替かえてきますか？　みやちー、チャイナドレスの予備あったりする？」

「あるけど、神かん崎ざき先生のナイスバディが収まるかなぁ」

　俺が冗じよう談だんで振ふると、みやちーも乗っかる。

　多くの男子も神かん崎ざき先生のチャイナドレスを見たいッ!!　と思っているだろう。

「着ません！　まったく、文化祭だからとはしゃぎすぎですよ」

　通りがかりの友達にカメラマンをお願いして、二年Ａ組全員でハイチーズ。

　いい記念になった。

「ヨルカ。ちょっと確かく認にんしたいことがあるから、いいか？」

　俺は女子の撮さつ影えい地じ獄ごくに巻きこまれる前に、ちょいちょいとヨルカを教室の隅すみから手招きする。

「希き墨すみ、なに？」

「いや実は特になにもないけど、写真に困ってるだろうからさ」

　俺はみんなに聞こえないように耳打ちする。

　ヨルカはわずかに目を見開いて、ふっと表情を緩ゆるめた。

「察してくれてありがとう」

「……それにしても、思ったより露ろ出しゆつが多いな。さすがアリアさんチョイス」

　俺は間近であらためて観察してしまう。スリットから覗のぞかせる脚きやく線せん美びはずっと眺ながめてられるな。このままひとりで鑑かん賞しよう会かいをしたいくらいだな。

「あんまりジロジロ見ないでよ。恥はずかしいから」

　ヨルカは両手でセクシーな胸むな元もとやふとももを隠かくそうとする。

「その割に、さっきは堂々としたものだったじゃないか」

　てっきり、みんなの前に出るのも躊ちゆう躇ちよすると思っていた。

「家で久しぶりに試着した時に、お姉ちゃんに散々写真を撮とられたから慣れた。ポーズとか、すごい注文された」

「いい情報を聞いたな。あとでアリアさんに写真を送ってもらおうっと」

「ダメ！　ダメだからね！　写真の流出は許さない！」

「ゴールデンウィークに水着写真を送ってもらったし」

「あれは完全な盗とう撮さつ！」

「今回は服を着てるんだから、むしろセーフでは？」

「お姉ちゃんは、人を乗せるのが上う手まいのよ。だから、その……」とヨルカはやたら言いい淀よどむ。

「そんなすごいセクシーショットを撮とったのかよ。ますます気になるぞ」

　よからぬ妄もう想そうが俺の頭の中で広がり、ゴクリと喉のどを鳴らす。

「本人が目の前にいるんだからいいでしょう！　希き墨すみのエッチ！」

「甘んじて受け入れよう。それが男というものだ」

「かつてないほど開き直ってるし」

　ヨルカのジト目にも今や怯ひるんだりはしない。

「……だって合宿の夜の方がすごかったし」

　俺がボソリと呟つぶやくと、ヨルカは「あ、あ、あれッ、は」と声なき声を漏もらしてよろめく。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかよ」

　思わずヨルカの細い腕うでを摑つかむ。すごく熱い。

　なにより顔を真っ赤にしたままこちらを見てくれない。

「ヨルカ？」

「だって、ずっと練習ばっかりでデートもできなくて……あの夜はライブ配信も上う手まくいったから、すごく浮うかれてて、その、わたしもふつうじゃなかったの！」

「俺は女王様のワガママにドキドキだったけど」

　煽あおるように、仄ほのめかす。

　我ながら教室でなんて話をしているんだ。

　誰だれかに聞かれたら、とんでもない誤解を招くような会話である。

　だけど、俺にとってあの夜のヨルカはそれほどまでに鮮せん烈れつで忘れがたいものだった。

「──忘れて、なんて言わないよ」

　ヨルカは顔を逸そらさず俺の目を見つめる。顔は真っ赤だ。

「そういうことに興味があるって希き墨すみは最初から言ってたし、それはわかってるつもり」

「あ、うん……」

　いくらヨルカにエッチなことに興味はあるかと質問されたからとは言え、己おのれの返答はあまりに迷いがなさすぎた。『正直者ッ！』とヨルカのあのキレのある反応も実に早かった。

　──だけど、そういうものだ。

　ただの好意だけで満足できるほど子どもでもない。

　好きな女の子をもっと深くまで知りたいのは、ごく自然なことだ。

　合宿の夜、リビングでふたりきりになった俺達は叶かのうに見つかるかもしれないという緊きん張ちようから解放されて我に返ってしまった。獣けもののように夢中で唇くちびるを求め合っていたのが噓うそみたいに、お互たがいに恥はずかしくなり、逃にげるように部屋に戻もどってしまった。

　火ほ照てった身体からだは鎮しずまらず、結局寝ねついたのは朝方だった。

「キスより先があるのも知ってる。別に、焦じらしたいわけじゃない。希き墨すみと触ふれ合あうのは大好きだよ。大好きだから、その、すごく大切なことだと思うの」

「あぁ、ふたりにとって特別がいい」

「うん。そういうこと」

　俺は返事の代わりに、そっとヨルカの手を取る。

　指の一本一本を確かめるように触ふれながら、ゆっくりと握にぎった。

　言葉はいらない。

　たとえば手を取り合うだけで、相手の気持ちを伝えられるくらいには俺達の両りよう想おもいはさらに強くなった。

「なーんかエロイ会話してない？」

　朝あさ姫きさんがいつの間にか忍しのび寄よってきていた。

「ちょ、勝手に盗ぬすみ聞ぎきしないでよ！」

「あ、ほんとうにそういう内容だったんだ。ふたりの雰ふん囲い気きがピンクだから適当に言ったのに。朝からお盛さかんね」

　朝あさ姫きさんの目がにやけていた。

「なにか用でもあるの？」

　ヨルカは朝あさ姫きさんの登場に露ろ骨こつに身構えていた。

「……、そんな警けい戒かいしないでよ。安心して。私、キッチリ希き墨すみくんに振ふられたから」

「え、いつ？」

　ヨルカは大きな目をさらに見開く。

「合宿終わりに希き墨すみくんが来てくれた時」

「助けに、行ったんじゃなくて……？」

「えぇ、もう人の気持ちを散々引ひっ搔かき回まわしてのお別れだったわ」

　一体なにをしたのよ、とこちらを見るヨルカの目が言っている。

「ケジメだよ」

　俺は硬かたい声で答える。

「有あり坂さかさんも、気をつけた方がいいよ。希き墨すみくんの潔いさぎよさは終わる時にも容よう赦しやないから」

「待って！　急すぎてふたりにまだついてけない。なんで知らないところで決着してるの？」

　ヨルカさん、頭を抱かかえて大混乱。

「だって私の一方的な片かた想おもいだったし。そんなわけだから旅行でした宣言は取り下げさせてもらうわ」

　朝あさ姫きさんは強がった様子もなく、さらりと告げる。

「え、えっと。どういう反応をしたら、いいのかな？」

　ヨルカは感情の置き所を探しあぐねている様子で、はわわと混乱していた。

「ふたりは今まで通りで変わらないでしょう？」

「は、支はせ倉くらさんはそれでいいの？」

　パニくっているヨルカはよりにもよって、それを朝あさ姫きさん本人に訊きいてしまう。

　鬼おにか。

「傷口に塩を塗ぬりたいわけ？　有あり坂さかさんも結構意地が悪いのね」

　さすがの朝あさ姫きさんも眉まゆをひそめた。

「違ちがうってば！　あなたが本気なのはわたしなりにわかってた。だから、警けい戒かいしてたわけだし」

「うーん。希き墨すみくんとは最初から相あい性しようがよすぎて勘かん違ちがいしちゃってたのよ。その延長で恋れん愛あいの相手として考えやすくて、付き合った時のことをイメージしやすかったんだと思う。結局、私が求めているのはドキドキより安心感なのよ。だから略りやく奪だつ愛あいなんて精神的に疲つかれることはもうやってられない。それに、タイミングも悪かったのよ。いろいろとね」

　朝あさ姫きさんは少しだけ悲しそうな顔になる。

「どう、納なつ得とくできた？」

「うん、一応は」

　ヨルカも頷うなずく。

　きちんと説得力のある言葉にできるのが支はせ倉くら朝あさ姫きのしたたかさだ。

　それがどこまで本心に基もとづいているかについて、ケジメをつけた俺はもう決して考えてはいけなかった。

「まぁ、私を選ばなかったことを、希き墨すみくんはいつか盛せい大だいに後こう悔かいするといいわ」

　唇くちびるに微ほほ笑えみを、言葉には棘とげを、視線には毒を。

　この話題を切り上げるように朝あさ姫きさんは、そんな意味ありげな表情を俺に向けてきた。

「そんな未来は、わたしが一いつ緒しよにいる限りありえないから！」

　恋こい人びとのヨルカはその可能性を真っ向から否定した。

「だから、ふたりはずっと仲良しでいてよ。別れたら許さないから」

　朝あさ姫きさんはいつもの調子でからかうように挑ちよう発はつする。

「おい、瀬せ名な！　チャイナドレスの美人ふたりをはべらせてなにやってんだよ！　仕事しろ、仕事！」

　脚きや立たつに乗って中ちゆう華か提ちよう灯ちんの位置を直していた七なな村むらが大声を上げる。

「はーい、七なな村むらくん。私は教室の隅すみでイチャイチャしてたふたりを注意してただけなので無実でーす」

　朝あさ姫きさんははしゃいだ声で、七なな村むらに密告する。

「なにぃー！　野や郎ろうども、瀬せ名なをひっとらえろ！　最近のアイツはモテすぎだ！」

　七なな村むらに同調した男子連中がこちらに殺さつ到とう、いきなり俺を神輿みこしのごとく担かつぎ上あげる。

「いや、なになに!?」

　俺の身体からだを持ち上げるクラスの男子達は「瀬せ名なのくせに羨うらやましいぞ！」と嫉しつ妬とと怨えん嗟さの声を上げる。そのまま七なな村むらの合図で、なぜか胴どう上あげ状態。

　神かん崎ざき先生に注意されるまで、俺は幾いく度ども宙を舞まった。

　天てん井じようにぶつかりそうでマジで恐こわかった。

　文化祭テンション、ヤバい。





◇◇◇






　午後は体育館のメインステージでリンクスの最終リハーサルに臨のぞむ。

　音おん響きようや照明、立ち位置の調整、本番での動きなどを再さい確かく認にんして一曲だけ演奏することになった。

　リハーサルを終えた団体もそのまま残って、俺達の演奏を聞いていた。

　昨年大好評だった叶かのうミメイのバンドというだけでなく、先日の配信ライブ以降、その反はん響きようは想像以上にあり、『ライブ楽しみにしています』と俺にも声をかけられることがよくあった。

　気合い十分で臨のぞんだリハーサルは、大きなミスもなく終しゆう了りよう。

　俺達は確かな手応えを感じて舞ぶ台たい袖そでへと退場した。

「いいね、いい感じだね！」

　みやちーは合宿以降、ただ上う手まいだけでなく、より活いき活いきと歌えるようになった。

「うん。これならなんとかいけそう！」

　ヨルカも観客がいる環かん境きようでも俺の背中を見続けることで、緊きん張ちようせずに弾ひけていた。

「引き受けた時はどうなるかと思ったけど、僕の心配は杞き憂ゆうで終わりそうだね」

　花はな菱びしは生徒会長として文化祭のフィナーレを思おもい描えがきつつ、演奏者としても力強いリズムでドラムを叩たたいていた。

「じゃあ本番に向けての抱ほう負ふを──セナキス、どうぞ！」

　叶かのうは己おのれを御ぎよして、俺達を見守るようにどっしりとしたベースを爪つま弾びいていた。

「こういうのはリーダーがやるもんじゃないのか？」

「ウチ、挨あい拶さつは苦手。それにこのバンドを結成できたのも、バンド名の由来もぜんぶセナキスじゃん。いっちょテンション上がるような挨あい拶さつをヨロシク！」

　リーダーの命令なら逆らえまい。

　俺達は円えん陣じんを組む。

　なにを言おうかと俺はぐるりとみんなを見回す。

　俺のギターは正確で完かん璧ぺきな演奏を目指しつつも、未いまだ小さなミスが絶えない。それでも以前より他の四人の音を聞くことにしっかり意識が向くようになった。配信ライブを経て、度胸も据すわったと思う。

　俺ひとりの完かん璧ぺきさより、たとえ不完全でも五人で合わせた時の音がどれだけよくなるか。

　それこそが叶かのうの言うところのケミストリーというやつなのだろう。

　正確さの足し算ではなく、それぞれの個性を掛かけ算ざんのように合わせることで化学変化を起こすみたいにまったく違ちがうものとなって奏かなでられる──その一いつ端たんに触ふれたような感覚を先ほども感じた。

「いいか。どうせギター歴三カ月ちょっとの初心者がいるバンドだ。本番のステージではミスもするだろう。だから、開き直って好き放題やろう。音楽を全力で楽しもうぜ！」

「どんな掛かけ声ごえよ」とヨルカは吹ふき出だす。

　つられて、みんなも笑った。

　いよいよ文化祭がはじまる。
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　文化祭初日。

　二年Ａ組の飲ヤム茶チヤカフェは開店直後からすぐに満席となり、廊ろう下かまで行列ができていた。

　やはりチャイナドレスの効果は絶大である。

　などと喜ぶ暇ひまもないほど裏方は、食べ物や飲み物の準備に忙いそがしい。

　飲ヤム茶チヤと言いつつも本式には拘こだわらず、お客さんの回転率を上げるために冷たいドリンクに限定したのは大正解。温かい中国茶を出していたら、列は長くなる一方だっただろう。

　注文の品を上げたそばから次の注文が入り、調理チームはフル稼か働どう。

「瀬せ名なくん。肉まん、焦こげてない？」と隣となりで同じく焼きを担当していた子から指し摘てきされる。

「……え、噓うそッ!?　あーやっちまった」

　ホットプレートの蓋ふたを開けると焦こげた匂におい。

　ひっくり返すと、真っ白い肉まんがカリカリのキツネ色を通とおり越こして黒くなっていた。

　これはもうお客さんに出せない。すぐに焦こげてしまった肉まんをホットプレートから上げて、新しいものを焼き直す。

　焦こげた匂においを換かん気きするため、窓を大きく開ける。

「希き墨すみ、七なな村むらくん。ちょっと接客のヘルプ頼たのめる？」

　想定以上の盛せい況きようぶりに、チャイナドレス姿のヨルカが慌あわてた様子で声をかけてきた。

「瀬せ名なくん、こっちは大だい丈じよう夫ぶだから有あり坂さかさんを手伝ってきて」

「悪い。助かるよ」

　エプロンを外して、パーテーションの向こうの客席スペースに出る。

「希き墨すみは空いたテーブルの片づけをお願い。女の子は注文取りと料理出しにできるだけ専念させたいの」

「わかった」

　廊ろう下かまで伸のびた列の整理に人手を割さいてしまったため、接客するスタッフが足りない。列の整理に当たるチャイナドレスの女子が宣伝となって、さらに行列ができている状態らしい。

「七なな村むらくんは、食べ終わったのに帰らないお客さんに退席をお願いしてちょうだい。あと怪あやしい行動してる人の注意もよろしく」

「合点ッ！」

　俺は空いた皿や紙コップを片づける。

「スミスミ、そこ終わったら奥の席もお願い」

　注文を取ったみやちーがすれ違ちがいざまに、小さな声でお願いしてきた。

「了りよう解かい。大だい繁はん盛じようだな」

「嬉うれしい悲鳴だね」

　みやちーはニコリと笑って、調理チームにオーダーを伝えにいく。

　七なな村むらはスマホをいじりながら居座っている大学生らしきグループの背後に立つ。

「恐おそれ入いります。他の方がお待ちなので、お食事が終わりましたらご退席いただきますようご協力ください。あと店内は、料理以外の撮さつ影えいは禁止となっておりますので、もし誤ってお写真を撮とられているのであれば削さく除じよをお願いします」

　七なな村むらはにこやかかつ丁重に、しかし低い声でゆっくりと注意を促うながす。

　がたいのいいビッグマンの迫はく力りよくに長居していた彼らは「ごちそうさま！」と逃にげるように出ていった。

「もはや店員というよりガードマンだな。さすが」

「女を守るのは男の義務だ」

　七なな村むらも俺と一いつ緒しよにテーブルの片づけをする。

「海でナンパしてたやつがよく言うよ」

「同意の上だからいいんだ。向こうも乗り気だっただろう」

「俺を巻きこんだ上に、見捨ててひとりで逃にげやがって」

「そりゃあれよ、神かん崎ざき先生には逆らえん」

　七なな村むらも神かん崎ざき先生には頭が上がらない。

「おかげで俺は幼よう稚ち園えん児じみたいに先生に連行されたんだぞ」

「いいじゃねえか、神かん崎ざき先生みたいな美人に構ってもらえたんだ。それはむしろ役得ってやつだ。第一おまえ、代だい理り彼かれ氏しじゃねえか」

「元・代だい理り彼かれ氏しだ」

　からかう七なな村むらに、俺は真顔で訂てい正せいする。

「むしろ瀬せ名なの方がナンパ目的の客を率そつ先せんして注意すると思ってたんだぞ。おまえ、目め端はしが利きくからそういうの見み逃のがさないだろう。また寝ね不ぶ足そくか？」

「まぁ、昨夜も遅おそくまでギターの練習してたからな」

「ビビるなって。本番は調子に乗るくらいがちょうどいいぞ。プレイの創造性が増す」

「バスケ部のエースが言うと説得力があるな」

　音楽とスポーツ、ジャンルは違ちがえども相通じるものを感じた。







　バタバタと休む暇ひまもなく、客席と裏方を行ったり来たりしているうちに見慣れた顔が教室に現れた。

「きすみくん、来たよー！」

「映えい!?」

　俺を見つけた映えいが元気よく声をかけてくる。

「げ、母さんに父さんまでッ!?」

　当然、小学四年生の妹の背後には保護者であるうちの両親もいるのであった。

　まさかの瀬せ名なファミリー、今年もご来店である。

「なにが、げ、よ」

　母さんは俺の露ろ骨こつな反応に不満げだった。

「だって、ふたりとも仕事で今年は来れないって」

「私は、先方の都合で撮さつ影えいが延期になったのよ。パパは希き墨すみのところに顔を出したら、すぐに新幹線に乗るって。愛されているわね、息むす子こ」

　母さんはそう言って俺の腕うでをバシンと叩たたく。

　昔からなにかと俺に対して遠えん慮りよがないこの母親には、まともに逆らえた例ためしがない。思えば俺が無む茶ちや振ぶりに嫌いや々いやながらも取り組むようになったのは、このサバサバした母親のせいだ。さらに年の離はなれた妹の映えいが生まれて、兄の責任というものが嫌いやでも養われた。

「いや～～俺は構わないけどさ、あっちの心構えができてないだろうし」

「？　あっちって誰だれのことよ？」

　俺が答えるより先に「ヨルカちゃん！」と映えいが早さつ速そく発見して抱だきついていく。

　ヨルカが固まっているのは、もちろん映えいに飛びつかれたことだけではない。

　俺の両親の存在に気づいたからである。

　なにせ俺でさえも来ることを知らなかったのだから、ヨルカに事前に伝えられるわけもない。

「映えい、この子とお知り合いなの？」

　映えいの懐なつきぶりから、うちの母親は無防備に質問する。

「きすみくんの彼女」

　そして小学生の妹は躊ちゆう躇ちよなくストレートに答えた。

「えぇ!?」

　母さんは人目があるにも拘かかわらず、とんでもない大声を出した。

「母さん、声が大きいから。みんな見てる」

　家の外での親の反応って必要以上に気になるんだよなぁ。

「噓うそ、ヤダ。あんた、こんな綺き麗れいなお嬢じようさんとお付き合いしているの？」

　ヨルカを見て興奮しているマイマザー。

　そりゃね、俺だっていまだに自分の恋こい人びとの美しさに惚ほれ惚ぼれしますよ。

　一方のヨルカは、過去最高に見たこともないくらい緊きん張ちようしていた。

　予期せぬ親への挨あい拶さつイベントの発生に、きっとなんとか笑えみを浮うかべようとしているのだろうが、頰ほおの筋肉どころか全身カチコチだった。

　俺は間を取り持つ意味で、先に紹しよう介かいする。

「俺が付き合っている彼女。名前は有あり坂さかヨルカさん。ヨルカ、こっちはうちの両親」

「は、はじめまして！　希き墨すみ──、希き墨すみさんとお付き合いしております有あり坂さかヨルカと申します。よろしくお願いします」

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます。希き墨すみの母です。息むす子こがいつもお世話になっております」

　母さんの態度は余よ所そ行いきの丁てい寧ねいなものだが、その顔には息むす子この恋こい人びとへの好こう奇き心しんを隠かくせていなかった。

「こんな綺き麗れいなお嬢じようさんとお付き合いしてるなんて、希き墨すみもやるなぁ」

　父さんはのほほんとしたものだ。

「ねぇねぇ、有あり坂さかさん。うちの希き墨すみのどこがいいと思ったの？」

　母さんは遠えん慮りよなくヨルカに質問する。

「後ろが詰つまってるから、テーブルに座れ！」

　このまま永遠に立ち話しそうな気配なので、会話を断たち切きるように空いている席に案内しようとする。

「あんたじゃなくて、有あり坂さかさんに案内をお願いするわ」

「店員を指名するのはご遠えん慮りよいただいております！」

「希き墨すみ、わたしが代わるから大だい丈じよう夫ぶ」とヨルカはまだ強こわ張ばった面おも持もちをしつつも、自分の務めを果たそうとする。

「失礼なこと訊きかれたら、マジで無視していいからな」

　その後、我が家族が食事をしている間は気が気ではなかった。なにやら注文をとる間も、あれやこれやとヨルカに質問をしており、ヨルカも一いつ生しよう懸けん命めいに答えている。あぁ、心臓に悪い。

「ぜひうちにお嫁よめに来てね。歓かん迎げいするわ！」

「はい！」

　席を立つ時には華か麗れいなる姑しゆうとめムーブをかまして、未来の嫁よめにロックオンをかけていた。

　それにしてもヨルカの返事に迷いがなかった。いや、すげえ嬉うれしいけどさ！

「文化祭に来てなにを言ってるんだよ！」

　浮うかれて先走る家族に俺の精神も限界だった。

　クラスメイト達のいるところで、なんつーやりとりをしとるのか。

「希き墨すみ。まさか最後まで責任とる気もなく遊びの恋れん愛あいしてるつもりなの？　お母さん、昔から言ってきたでしょう。女の子とはいつだって真しん剣けんに向き合いなさいって。第一こんな美人の子を逃のがしたら、この先、一生これ以上の子なんて見つからないわよ！」

「そりゃ、ずっと付き合いたいに決まってる。けど、ここで言うことじゃないだろ」

「人前でも堂々と言えないの？　そんな弱気じゃ有あり坂さかさんに愛あい想そ尽つかされるわよ」

「母さん、頼たのむからもう帰って！」

「本気なら早くても、うちはＯＫだから！」

　うちの母親にかかると、あの映えいですら大人しくなる。

　そんな女性と結けつ婚こんした父親はニコニコと家族を見守るだけで、口を挟はさむことさえしない。

　ようやく教室から家族が去ると、一気に虚きよ脱だつ感かんが押し寄せてくる。

　ヨルカだけはなにやら嬉うれしそうに照れ笑いを浮うかべていた。





◇◇◇






「おい、瀬せ名な。ここはもういいから、有あり坂さかちゃんと宣伝に回ってこい」

　七なな村むらがいきなりそんなことを言う。

「俺はともかくヨルカを連れてって大だい丈じよう夫ぶか？」

　だいぶ列は解消されてきたが、それでも客足は途と切ぎれることがない。

「バカだな。有あり坂さかちゃんが練り歩くのが一番の宣伝だろう。そのついでにデートしてこいって言ってるんだよ。この後の休きゆう憩けいと合わせれば長めに時間とれるだろ。有あり坂さかちゃんに元気にしてもらえ」

「……、助かる」

「瀬せ名な。せめて、明日までは気張れ」

「わかってる。バスケ部の交流試合も遅おくれるけど観みに行くよ」

　俺とヨルカは宣伝活動という名目で、教室を離はなれる。

「二年Ａ組で飲ヤム茶チヤカフェやってまーす。カリっと焼いた中ちゆう華かまんが目玉です。冷たいお茶やタピオカミルクティーも併あわせてどうぞ。チャイナドレスの女の子が接客してまーす」

　俺はヨルカを連れて、呼びこみをし、チラシを配る。

　廊ろう下かを歩くチャイナドレス姿のヨルカはすれ違ちがう人々の視線をすべてさらっていく。

「ねぇ、希き墨すみ。もっと人の少ないところにいかないよね？」

「そうしてあげたいのは山々だけど、宣伝になんないからな」

　ヨルカの歩く広こう告こく塔とう効果は凄すさまじく、多めに持ってきたチラシは次々に減っていく。

「せっかく希き墨すみと一いつ緒しよに文化祭を回れてるんだもんね。我が慢まんする」

「けど、思ってたより平気そうだな」

「そりゃだって、希き墨すみのご両親に挨あい拶さつすることに比べたらこっちの方がよっぽど楽よ」

「急にすまなかったな」

「びっくりしたけど、ご家族がやさしくて嬉うれしかったよ」

「ヨルカなら大だい歓かん迎げいに決まってるだろう」

「働く女性って感じでカッコイイお母さんだね。お父さんはやさしそう」

「うちの両親が泣いて喜ぶ感想だな」

「おかげで明日のライブは緊きん張ちようしなくて済みそう」

「ならよかった」

　さて、そうこうしているうちに持ってきたチラシはすべて配り終わった。そして、ちょうど休きゆう憩けい時じ間かんだ。

「じゃあ、文化祭デートしますか。ほい」

　俺は腰こしに巻いていたジャージを外して、ヨルカの肩かたにかける。

「ありがとう。いいの？」

「その格好だと廊ろう下かは冷えるだろう。それに少しは隠かくせるだろうし」

　もう休きゆう憩けい時じ間かんなのだから、広こう告こく塔とうの仕事をする必要もない。

　ヨルカはおもむろにジャージに袖そでを通す。

「うわ、おっきい。袖そでもこんな余るんだ。それに、希き墨すみの匂においがする」

　彼シャツならぬ彼ジャージというところか。

　ちょうどジャージの裾すそがチャイナドレスをすっぽり隠かくすせいで、下は裸はだかじゃないかと誤解してしまう。裾すそとニーソックスによるふとももの絶対領域は正直エロい。

　自分の服を恋こい人びとが着ているのはなんというかグッとくるね。

　ヨルカはそのまま俺に腕うでを絡からめてきた。

「いいのか？」

「だって、久しぶりのデートじゃない。しかも文化祭だよ」

　ヨルカと一いつ緒しよに気の向くままに校内を練り歩いて、出し物を見ていく。

　ゲーム機を持ちこんで○リオカート大会をやっているところに飛び入り参加。実はゲーマーのヨルカさんは連勝中の男子生徒をぶっちぎって圧勝、ギャラリーを驚おどろかせていた。さすが美術準備室でこっそりゲームをやりこんでいただけのことはある。俺がボディータッチで妨ぼう害がいをしなければこんなに速いのね。ヨルカのドヤ顔も子どもっぽくてかわいい。

　自主制作の短編映画を観みたり、占うらないをやっているクラスに立ち寄ったり、目についたところはあらかた覗のぞいたものの、唯ゆい一いつ、お化ばけ屋や敷しきだけはヨルカのＮＧによりスルー。

　夏休みに有あり坂さか家でホラー映画を見た時は、ずっとしがみつかれっぱなしだったもんな。

　そうして時折模も擬ぎ店てんで小腹を満たしつつ、ふたりで文化祭を満まん喫きつした。

「希き墨すみ、他になにか食べなくていい？　まだ食べ足りないんじゃない？」

「焦こがした肉まんとか適当に食べてたから、腹はそんなに空すいてないよ」

「ほんと？　いつもより食欲なさそうだから」

「明日はついにライブだぜ。そりゃ緊きん張ちようして食欲も落ちるさ。けど、ヨルカと文化祭デートできてるだけで、俺は元気になるから大だい丈じよう夫ぶ。さぁ次はどこへ行く？」

　堂々と手を繫つなぎながら廊ろう下かを歩けるのも、文化祭のお祭り感ならではだ。

「茶さ道どう部ぶは？　紗さ夕ゆちゃんもお茶を点たてるって言ってたよ」

「じゃあ抹まつ茶ちやでティーブレイクといきますか」

　俺とヨルカは、珍めずらしく自らの足で茶さ道どう部ぶの部室へ赴おもむくことにした。

「きー先せん輩ぱい、ヨル先せん輩ぱい。ようこそいらっしゃいました」

　紗さ夕ゆが着物姿で出で迎むかえてくれた。

　和服の落ち着いた雰ふん囲い気きに髪かみをきっちりまとめており、紗さ夕ゆがいつもより大人っぽく見えた。

「おふたりともどうぞ上がってください。ちょうど空すいたタイミングでよかったです」

「紗さ夕ゆちゃん、すごく似合ってるよ」

「ありがとうございます。ヨル先せん輩ぱいのチャイナドレスもすごく素す敵てきです」

　いつもと違ちがう装よそおいでキャーキャーと褒ほめ合あうヨルカと紗さ夕ゆ。楽しそうでなによりである。

「しかも彼かれ氏しジャージを羽織るなんて、ヨル先せん輩ぱいも意外と見せつけますねぇ。手もしっかり繫つないで文化祭を満まん喫きつしまくりじゃないですか！」

「これは、希き墨すみが寒いだろうからって貸してくれて」

　ストレートに指し摘てきされて、ヨルカは照れつつも優ゆう越えつ感かんを隠かくすことはなかった。

　こういうことでもヨルカはちゃんと喜ぶタイプなのね。

「いいじゃないですか。恋こい人びとがいる人の特権ですよ！　きー先せん輩ぱいも薄うす着ぎで寒いでしょうから、暖まっていってください」

　紗さ夕ゆに案内されて茶室に上がると、茶さ道どう部ぶの顧こ問もんでもある我が担任の神かん崎ざき先生も同じく和服姿で姿勢正しく座っていた。

　凜りんとしたその姿に、先生のお見合い話を断るために代だい理り彼かれ氏しを引き受けた時のことが思い出される。

　神かん崎ざき先生は和服がほんとうによく似合う。綺き麗れいだ。

　思わず見み惚とれてしまう。

「瀬せ名なさん？　固まっていないで、有あり坂さかさんとこちらへどうぞ」

「先生、こちらにいらしてたんですね」

　名前を呼ばれて我に返る。

　同時に、この茶室と神かん崎ざき先生がセットになる景色に、俺は妙みようにソワソワしてしまう。

　毎度このシチュエーションで無理難題を命じられるのだ。

　刷すり込こみって恐こわい。

　反射的に身構えてしまっていた。俺は慎しん重ちような動作で膝ひざを折り、正座する。心なしか身体からだが重い。

「希き墨すみ、なんかぎこちなくない？」

「気のせいだ」

　先生はチラリと俺の方を見て、「瀬せ名なさん。有あり坂さかさんの言う通りぎこちないですよ？」と小首を傾かしげる。

「いや、まぁ今日はどんな無む茶ちや振ぶりをされるのかと一いつ瞬しゆん思いまして」

「──。そんなことはもうしません！」

　神かん崎ざき先生はムキになって否定する。

「先生、落ち着いてください」と紗さ夕ゆがすかさず宥なだめた。

　あれだけ神かん崎ざき先生に対して苦手意識をもっていた紗さ夕ゆがいつの間にかふつうに声をかけられるようになっている。その変化を俺は嬉うれしく思う。

「クラスの方は盛せい況きようでなによりです」

　神かん崎ざき先生はわざとらしい咳せき払ばらいをひとつして、仕切り直す。

「はい、ヨルカと七なな村むらががんばってくれたおかげですよ」

　俺はヨルカに目配せをし、胸を張って報告する。

「なによりです。引き続き、怪け我がや事故にはくれぐれも注意してください」

「では、お茶を点たてさせていただきますね」

　紗さ夕ゆがお釜かまの前に座る。

「美お味いしいやつを頼たのむよ」

「教えてくれたのが神かん崎ざき先生なので大だい丈じよう夫ぶですよ」

「幸ゆき波なみさんは一いつ生しよう懸けん命めいお稽けい古こしていたので心配ありません」

　神かん崎ざき先生は静かな声で太たい鼓こ判ばんを押す。

　その言葉通り、紗さ夕ゆの作法は初心者とは思えないほど堂に入ったものだった。丁てい寧ねいで淀よどみがなく、ひとつひとつの動作に迷いがない。見ていて優美で気持ちがいい。

　俺達はお菓か子しとお茶をしっかりと堪たん能のうする。

　飲み終えた頃ころには新しいお客さんが入ってきたので、俺達は茶室を後にした。

「じゃあ、悪い。これからメインステージの方の仕事をしてくるわ。七なな村むらの試合には後半戦からになるだろうけど、ちゃんと行くから」

「文化祭実行委員の方もがんばって。バスケ部の方はひなかちゃんと先に一いつ緒しよに行って席をとっておくから」

「助かる。ヨルカもクラスの方をがんばって」

「うん」

　ヨルカは名残なごり惜おしそうに目を伏ふせる。

　楽しい時間ほどあっという間だ。

　文化祭デートは今日はここまで。それぞれまた役目に戻もどらなければならない。

「あ、ジャージ返すね」

「俺はどうせ半はつ被ぴを着るから、そのまま着てていいよ」

「そう。じゃあ、ありがたく」

　ヨルカは嬉うれしそうに顔を輝かがやかせてジャージを脱ぬぐ手をあっさり止めた。

「ただのジャージだぜ」

「彼かれ氏しのジャージよ」

　あんまりにも嬉うれしそうに言うから、俺も釣つられて笑ってしまう。

　恋こい人びとの笑え顔がおはやはり特別だ。

　見ているだけで幸せな気持ちになれる。

　行く方向が反対なので、俺は茶室の前の廊ろう下かに立ったままヨルカを見送る。

　廊ろう下かの角の向こうにヨルカの背中が消えていくまで手を振ふった。俺があまりにも長く手を振ふっているので、角を曲がる直前に振ふり向むいて「希き墨すみも早く行きなさいよ」と苦く笑しようしていた。

　俺も行こうとしたら、ちょうど茶室から神かん崎ざき先生が出てきた。

「先生の出番はおしまいですか？」

「えぇ。幸ゆき波なみさんに任せておけば安心です。彼女はとても吞のみこみが早いですね」

「紗さ夕ゆのことありがとうございます」

「生徒を伸のばすのは、教師の楽しみですよ」

「先生、明日のライブ見に来てくださいね。俺にとっては夏からがんばってきた集大成なので」

　俺は二にの腕うでに力こぶを作ってみせた。

「……瀬せ名なさん、体調に問題はありませんか？」

「え？　ヨルカとデートして元気を補ほ充じゆうしたばかりですよ」

「あなたになにかあれば、私の監かん督とく責任です。瀬せ名なさんが忙いそがしいのは承知しています。それでも限界を超こえては元も子もありませんよ」

　俺の言葉を遮さえぎるように、先生は忠告する。

「先生、そんな大げさなこと言わないでくださいよ」

「私は職責として教え子を守らなければなりません。たとえ嫌いやがられても、代わりにブレーキをかけます」

　久しぶりに恐こわい先生の顔を見せていた。ほんとうに容よう赦しやなどなく、本気で俺に向き直っている。

　冷たく突つき放はなすように一方的で、こちらの懐かい柔じゆうを許さない。

「先生、俺まだ若いですし、一晩寝ねれば問題ありませんよ」

　どうせ、あと一日。明日のライブでおしまいだ。

　月曜日は振ふり替かえ休日だから、すべて終わってから十分に休息をとればいい。

「私は、あなたが心配なんです」

　その言葉には、教師としての凜り々りしさや威い厳げんの中に、神かん崎ざき紫し鶴づるというひとりの女性としての気き遣づかいが見みえ隠かくれしており、俺はむずがゆい気持ちになった。こんな綺き麗れいな年上の女性にストレートに心配されて、嫌いやな気持ちになる男はいないだろう。

「……先生が一番がんばった瞬しゆん間かんっていつですか？」

　長い沈ちん黙もくがあった。どうも答えたくないようだ。

　先生はいつも言葉少なであっても、答えないことは珍めずらしい。

「俺は、今なんですよ。この文化祭のライブを成功させれば、自分に自信を持てそうな気がするんです。やり遂とげれば、少しは自分を誇ほこれるかなって」

「瀬せ名なさんは十分に素す晴ばらしいですよ」

「けど、俺の周りはすごいやつばかりじゃないですか。普ふ段だんは気にしてないけど、ふとした瞬しゆん間かんに比べちゃって、俺って超ちようふつうだなって密ひそかに凹へこむんですよ」

　包つつみ隠かくさず、本音をこぼす。

「瀬せ名なさんの立派なところは自分の足りない部分に自ら気づき、逃にげることも誤ご魔ま化かすこともせず、淡たん々たんと努力を続けられることです。それは誰だれにでもできることではありません」

「そこなんですよ、俺が嫌いやなのは。もちろん人ひと柄がらや日々の振ふる舞まいを褒ほめてもらえるのはありがたいです。そういう目に見えづらいことを評価してくれる人間関係に恵めぐまれて、感謝しています。だからこそ俺は──確かな結果が欲ほしい」

「あなたも男の子ですね」

　神かん崎ざき先生はどこか眩まぶしそうなものを見るみたいに慈じ愛あいに満ちた表情で目を細めた。

　俺の決意に満ちた言葉を聞いて、神かん崎ざき先生は恥はずかしそうに先ほどの俺の質問に答える。

「瀬せ名なさんに代だい理り彼かれ氏しをしていただいて、両親と会った時です。私が一番がんばったのは」

「そんなにしんどかったんですね」

「笑いますか？」

「苦手なものは人それぞれです。先生はたまたま、親だっただけです。そしてすごくがんばったじゃないですか」

「生徒に褒ほめられるなんて、奇き妙みような感じがしますね」

「嫌いやですか？」

「いえ、瀬せ名なさんに言われるからこその違い和わ感かんなんでしょうね」

「俺もずいぶん嫌きらわれたもんですね」

「嫌きらってなどはッ」と神かん崎ざき先生は慌あわてて否定する。

　その乱れは一いつ瞬しゆんで、すぐに教師の顔に戻もどった。

「いえ、むしろその逆です。一いつ緒しよに乗り切った他ならぬあなたの言葉ですから。あの時ほど瀬せ名な希き墨すみが頼たよりになると思ったことはありませんよ」

「ライブ、楽しみにしててください。俺は最後までやりきりますよ」

「私も応おう援えんはしていますよ。しかし、なにかあれば教師として必ず止めます」

　神かん崎ざき先生はいつになく過保護な言い方をした。
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　控ひかえ室しつで文化祭実行委員の半はつ被ぴを羽織り、トランシーバーを装着。

　耳元のイヤホンでは定てい期き連れん絡らくが飛とび交かっている。

　舞ぶ台たい袖そでに合流して、朝あさ姫きさんと交代する。

「朝あさ姫きさん、進しん捗ちよくは？」

「希き墨すみくんの読み、バッチリ。タイムテーブルを正確に組んでくれたから、つつがなく進行しているよ。手直ししてくれたマニュアルのおかげで、みんなもスムーズに対応できてる」

「あの進行マニュアル、アリアさんが生徒会長の時代からの流用だから古い気がしてさ。修正が役に立ってるならよかった」

　マニュアルをじっくり読むと、なんとなく作った人の人ひと柄がらが見えてくる。

　作成者の玄げんちゃんこと花はな菱びしのお兄さんはかなりキッチリしたタイプのようで、スケジュール厳守を旨むねとするかなりタイトな進行だった。

　俺は今回、もう少し融ゆう通づうの利きくスケジュールの組み方をした。

　出し物の合間の転てん換かん時じ間かんに加えて、会場内に注ちゆう意い喚かん起きする時間を設けて、もし遅おくれが発生した際にそこで吸収できるようにした。ガッツリ遅おくれが出ていれば、その注ちゆう意い喚かん起きごとカットして帳ちよう尻じりを合わせる。またマニュアルをちゃんと読んでもらえるように各ページの下に細かいヒントや経験談を仕込むなどの遊びも加えた。

　一度読んでおけば、最低限の判断は自主的にできるようになっており、無む駄だな問い合わせをせずに済む。

「躊ちゆう躇ちよなくメスを入れるなんて意外と大だい胆たんね」

「伝説を作った本人に許可もとったから問題なし。それに去年の経験を基もとに、実情に合わせたくらいだよ」

「おかげでわかりやすいって一年生達、すごく喜んでいたよ」

「俺は本番で手を抜ぬきたいだけだよ。咄とつ嗟さに判断しなきゃいけない状じよう況きようなんて起きない方がいいわけだし」

「そういうのは手て抜ぬきと言わず、用よう意い周しゆう到とうって言うんだよ」

「スムーズなのが一番だからさ」

「明日のライブもスムーズに弾ひけそう？」

　朝あさ姫きさんがこちらの顔を覗のぞきこむ。

「やることはやった。あとは神のみぞ知る」

　そうして会話は途と切ぎれる。

　薄うす暗ぐらい舞ぶ台たい袖そでで朝あさ姫きさんとふたりきりで沈ちん黙もくしていると、少し緊きん張ちようした。

　朝あさ姫きさんの受け持ち時間は終わったから、もう上がって大だい丈じよう夫ぶなはずだが舞ぶ台たい袖そでに留とどまったまま。

　次の出し物は吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏だ。定期演奏会や文化祭のステージに毎年立っているので、舞ぶ台たい上じようでの準備にも慣れたものだ。スタッフが補助する必要もない。

　俺達は邪じや魔まにならないように舞ぶ台たい袖そでの隅すみで、なにもせず見守るだけだ。

「そういえばさ、一応報告。希き墨すみくんに聞いてもらったおかげで、お母さんの再さい婚こんをお祝いできた。ちゃんとお礼を言えなかったと思うから、あらためて言わせて。ありがとう」

「それは、おめでとうございます」

「お母さんも、希き墨すみくんによろしくって」

「俺はなにもしてないよ」

「ううん。希き墨すみくんがあの時来てくれたから前に進めたんだよ」

　定刻となる。舞ぶ台たいの幕が上がり、吹すい奏そう楽がく部ぶの指揮者が俺達の横を通ってステージに立った。客席に一礼し、演奏がはじまる。

「……明日のリンクスのライブも、よろしく頼たのむね」

　俺はステージで、朝あさ姫きさんは舞ぶ台たい袖そでで文化祭のフィナーレを盛り上げる。

「任せて」

　これほど頼たのもしい言葉は他になかった。
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　体育館は文化祭メインステージの会場となっているため、バスケ部の招待試合は第二体育館で行われる。

　俺はメインステージの方の自分の受け持ち時間を終えて、ようやく試合会場に着いた。

　顔を出した時には試合は第三クォーターに入っていた。

「きー先せん輩ぱい、こっちです！」

　俺を見つけた制服姿の紗さ夕ゆが声をかけてくる。

　コートを囲む即そく席せきの観客席には紗さ夕ゆと一いつ緒しよに、ヨルカやみやちーもいた。

　三人ともそれぞれの当番を終えて制服に着き替かえている。

　会場は満員に近く、声せい援えんが飛び交かって大盛り上がりだった。

　スコアを見れば、永えい聖せいが大差をつけて勝っている。

　俺は観客の隙すき間まを縫ぬって、ようやくみんなのところに辿たどり着ついた。

「お疲つかれ様さま。遅おそかったね」

「あぁ」

　七なな村むらはスリーポイントシュートを打つと見せかけて、相手がジャンプした瞬しゆん間かんに一気にゴール下までドライブで切りこむ。そのまま止めにかかるディフェンスをこじ開けるように強引にダンクを叩たたきこむ。

　もはや七なな村むら劇げき場じようともいうべき活かつ躍やくに、会場が沸わいた。

「はは、あいつすげぇな」

　月並みな感想しか出てこない。

　誰だれが見ても驚おどろくような高い身体能力と秀ひいでた技術、そして溢あふれるガッツ。

　そうして試合を眺ながめているうちに、俺は無言でヨルカに寄りかかった。

「希き墨すみ？」

「ちょっとだけ」

「みんなに見られるよ」

「俺達が恋こい人びとなのは公然の事実だ」

「希き墨すみの恋こい人びと宣せん言げんのおかげでね」

「嫌いやだった？」

「結果的によかったと思う。あれがなければ、文化祭のステージに立つなんてありえなかっただろうし。私が成長できたのも希き墨すみのおかげよ」

「褒ほめても、ご褒ほう美びはすぐにはあげられないぞ」

「むしろ今は希き墨すみが甘えているもんね」

　からかわれても俺はヨルカに寄りかかったまま動かない。

「どうも昼間のデートだけでは足りなかったみたいだな」

　ヨルカの体温に触ふれていると、すぐに眠ねむ気けのようなものが押し寄せてくる。

「てめー瀬せ名な！　俺の試合見ながらイチャついてんじゃねえよ！」

　コートの七なな村むらが目め敏ざとく気づいて、こちらを指差しながら喚わめく。視野が広いね、意外とポイントガードとして司し令れい塔とうもできるのではないだろうか。

「うるせー。いいから試合に集中しろ」と俺はヨルカの肩かたを借りたまま言い返す。

「ほら、早さつ速そく言われた」

「ヨルカが重いなら我が慢まんするけど？」

「いいよ、そのままで」

　コート上では七なな村むらの活かつ躍やくが続く。

　このまま目を瞑つぶっていても、試合の展開は想像がついた。

　七なな村むらがシュートを入れるたび、歓かん声せいが上がる。

　招待試合は、永えい聖せい高等学校バスケットボール部の圧勝だろう。

　スター性のある選手の活かつ躍やくはやはり目を引く。

　観客は選ばれし者の活かつ躍やくを望み、そして選ばれし者はその期待を超こえるような結果を残す。

　才能があり、それを発揮できる場所や環かん境きように恵めぐまれるのは幸福だ。

　七なな村むらのバスケは見ていて面おも白しろい。

　本人の高い身体能力を活いかした大だい胆たんなプレイが多いのはもちろんのこと、技術と一体となって創造性に富んだ驚おどろくような得点を重ねていく。

　もう何度目ともわからない大きな歓かん声せいが会場を包む。

　七なな村むらは得意の鋭するどいドライブでゴール下に切りこんだのだろう。

　相手ディフェンスの隙すき間まを縫ぬうように、無理な体勢から強ごう引いんにシュートをねじこんでいく。あれだけ背が高い上にジャンプ力があり、滞たい空くう時じ間かんも長い。空中を歩くみたいにボールをリングまで運んでしまう。

　その上、アウトサイドからのスリーポイントシュートという飛び道具も身につけた。

　今の七なな村むらを止められる相手なんてそうそう現れるはずもない。

　今日は試合を見れてよかった。

　いや、見なくてもわかる。

　歓かん声せいが収まらない。

　試し合あい終しゆう了りようのホイッスルが鳴る。

　会場が勝利に沸わいている。熱戦を演じた選手達に温かな拍はく手しゆが送られた。

　俺もフワフワと浮うかれた気分になる。よっぽど嬉うれしいのだろう。重かった身体からだが急に軽くなった気がした。明日のライブでもこんな幸福感や達成感を味わえれば最高だろう。

　そんな風に明日へ意識を向けた途と端たん、ふいに顔が柔やわらかいすべり台の上に落ちたような感じがした。えらく気持ちいい。一体どんな素材だ。摩ま訶か不ふ思し議ぎ。しかし幸せだ。

　やれやれ、本番前にここまで気が抜ぬけてしまうのは問題だな。

　永えい聖せいの圧勝に酔よいしれて夢ゆめ見み心地ごこちにでもなっているのか。




　ところで──俺はいつから試合を見ていないんだっけ？




「希き墨すみ、しっかりして！　希き墨すみ!!」

　気づけば、ヨルカの顔が目の前にあった。

　瞼まぶたがやけに重たくて、目を開けているのもしんどい。

　おかしいな。体育館の天てん井じようが見える。ふつう真上にあるはずなのに、どうしてだ。

「……あれ、膝ひざ枕まくらしてくれた？」

　景色がいつの間にか横になっている。床ゆかと平行になっており、俺の身体からだは倒たおれているみたいだった。

「ねぇ、どうしたの!?　希き墨すみ!!」

　頭の上からヨルカの泣きそうな声が降ってくる。どうした、なんかあったのか？

　大勢の人が俺を丸く取り囲んで、見下ろしていた。

　ヨルカが必死に俺の名前を呼びかける。

　答えてあげたかったが、上う手まく声が出せない。

　そうしているうちにどんどん視界が狭せまくなり、景色が遠のきはじめた。

　マズイ。そう思っても、俺は上う手まく身体からだを動かすことができない。

　そのまま電源が落とされるみたいに、俺の意識は強制的に途と切ぎれた。
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　希き墨すみが倒たおれた。

　その信じがたい出来事に、わたしは激しく動どう揺ようした。みんなの前で散々泣いてそれでも心は糸の切れた凧たこのように不安定となり、行き場を失なくす。

　そして逃にげ出だすみたいに、足は美術準備室に向いていた。

　いつの間にか夜になり、昼間の賑にぎやかさがすっかり消えた廊ろう下かを歩く。

　電気もつけず、カーテンの隙すき間まから差しこむ外の光を頼たよりにして椅い子すに座る。

　この部屋はなにも変わらない。

　手て狭ぜまに感じるほど物が多くて、圧あつ迫ぱく感かんを覚える。以前はそれが心地ここちよかった。視界を遮さえぎり、外から自分の存在を隠かくせるわたしだけの秘密基地。

　なのに今はとてもさびしい。

　いつしか、ふたりでいるのが当たり前になっていた場所。

　彼の不在を浮うかび上あがらせるような沈ちん黙もくとひやりとした空気に耐たえ切きれず、わたしは思わずお姉ちゃんに電話をかけていた。

「どうしよう、お姉ちゃん。希き墨すみが、大変なの……」

『──。ヨルちゃん落ち着いて』

　電話から聞こえるお姉ちゃんの揺ゆるぎない声に、わたしは少しだけ冷静さを取とり戻もどす。

『まずはゆっくり、深呼吸をしなさい』

　言葉に促うながされるままに、わたしは数回息を深く吸った。

『それで、スミくんになにがあったの？』

「希き墨すみが倒たおれて、病院に運ばれた」

　わたしは体育館で希き墨すみが倒たおれてからの経けい緯いを説明する。

　バスケの試し合あい終しゆう了りようとほぼ同時に眠ねむるように意識を失った。

　希き墨すみは神かん崎ざき先生に付つき添そわれて、救急車で近くの病院へ運ばれた。

　わたしも同乗しようとしたが、『心配なのはわかりますが、この後は大人に任せてください』とみんなと学校に残された。

　そのまま教室に帰され、代わりの先生が二年Ａ組のホームルームをして下校時間になった。

　本来なら文化祭の初日を終えてから明日のライブに向けた最後のリハーサルを行うはずだったが、それも急きゆう遽きよ中止。

　リンクスとしては明日のステージをどうするか話し合うべきなのだろう。

　頭ではわかっていても、わたしにはそんな余よ裕ゆうがなかった。

　ひなかちゃんに断りを入れて、そうしてわたしは一度みんなから離はなれた。

　ひとりになりたかったのだ。

　周りを気にせず、千々に乱れた心を少しでもまともな状態まで落ち着けようと努力した。

　だけど、希き墨すみのことばかり気にかかってとても無理だった。

　後こう悔かいばかりが頭をもたげる。

　忙いそがしいのはわかっていたが、心配はしても止めることはできなかった。

　希き墨すみが一いつ生しよう懸けん命めいに練習をしていたのを邪じや魔ましたくなかったから。

　あんなにがんばっていたのに、よりにもよって本番前に倒たおれるなんて。

「わたしの、せいで」

『やると決めたのはスミくん自身だよ。あの子がヨルちゃんを責めるわけないでしょう』

「それは、希き墨すみがやさしいから」

『じゃあ、あなたはずっと甘えているだけでいいの？』

「────ッ」

　ナイフで一ひと突つきにされたみたいに、わたしは息を詰つまらせた。

　図星だったわたしにとって、浮うかんでくる言葉のどれもが言い訳にしか感じられず、自おのずと沈ちん黙もくするしかなかった。

『もうわかったみたいね』

「うん」

『あなたが泣いても状じよう況きようは変わらない。泣いて楽になるのはあなただけよ。自分の感情を軽くするのも大切なことだけど、まだやれることもあるでしょう』

　お姉ちゃんは冷たく突つき放はなす。

『甘えた分だけ、強くなりなさい。ヨルカ』

　お姉ちゃんはいつもみたいなちゃんづけではなく、ヨルカとわたしの名前を呼んだ。

　妹に対する親愛を切きり離はなして、対等な存在として語りかける。

「うん。そのためにがんばってきたんだもの。最後まで諦あきらめない」

　弱気だった自分を蹴けっ飛とばし、再び心に火をつける。

　まだ途と中ちゆうだ。終わりは決まっていない。

『できることをしなさい。完璧パーフエクトでなくとも、最シユ高プリのーム最・ベ善ターを尽つくすのよ』

「お姉ちゃん、ありがとう」

『いいよ。悩なやんでいる時に相談してくれて、私も嬉うれしかった』

「やっぱり、お姉ちゃんは頼たよりになるよ」

『……私も、やっと昔の失敗を取り返せた気がする』

「お姉ちゃんにも失敗なんてあるの？」

『そりゃいっぱいあるよ。ただ私は反省して、切きり替かえるのが早いだけ』

「すごいなぁ。わたしは気にして引きずっちゃうから……」

『長引いていることはふたつくらいかな、それも、ひとつは解消されたし』

「じゃあ最後のひとつは？」

『秘密。私のことはいいから、今は自分のことだけ考えなさい』

　お姉ちゃんとの電話を終えると、ちょうど部屋の扉とびらがノックされる。

「あ、やっぱりここにいた。ヨルヨル。大だい丈じよう夫ぶ？」

　そっと扉とびらを開けて、ひなかちゃんが来てくれた。

「探してくれてたの？」

「さっき神かん崎ざき先生から連れん絡らくがあったよ」

「希き墨すみはどうなったの？」

　わたしは思わず席から立ち上がる。

「倒たおれた原因は過労みたい。ずっと寝ね不ぶ足そく気味で無理をしてたしね。今は点てん滴てきを打って安静にしている。一晩は入院して様子を見るって」

「入院って……」

　お互たがい、それ以上のことはなにも言わなかった。

　もしも言葉にしたら、希き墨すみの文化祭がほんとうに終わってしまう気がした。





◇◇◇






「瀬せ名なちゃんが倒たおれたんだって!?」

　生徒会長として仕事を終えて、花はな菱びしくんが最後に駆かけつけてきた。

　文化祭初日は大だい盛せい況きようのうちに幕を閉じたが、この教室の空気だけは重い。

　二年Ａ組の教室に集まったわたしを含ふくめたリンクスのメンバーに加えて支はせ倉くらさんと七なな村むらくん、紗さ夕ゆちゃんも心配で駆かけつけてくれた。

　話し合うべきことがある。

　だけど、どうにも会話が進まない。

　瀬せ名な会かいの、みんなの中心である瀬せ名な希き墨すみがいないだけで、この集まりはぎこちないものになるのかと痛感させられる。

　瀬せ名な希き墨すみの不在が、その存在の大きさを浮うき彫ぼりにしていた。

「遅おせえよ、花はな菱びし」

　七なな村むらくんの声は硬かたいが、いつものような覇は気きに欠ける。

「すまない。それで、状じよう況きようは？」

　さしもの花はな菱びしくんでさえも顔から笑えみが消えていた。

「過労で入院。十分に休めば回復するだろうけど……明日の本番は絶望的でしょう」

　支はせ倉くらさんは誰だれも言わないから、代表して嫌いや々いやながら明日の可能性について触ふれた。自分を抑おさえつけるように腕うでを組みながらも、その苛いら立だちは隠かくせていない。

「入院!?　ライブは、瀬せ名なちゃん抜ぬきで行わざるをえないわけか……」

　花はな菱びしくんは感情を交えずに客観的な結論を言葉にする。

　場の停てい滞たいを察して、生徒会長らしく話を進めようとしてくれた。

「朝あさ──、支はせ倉くらさん。メインステージの仕事は瀬せ名なちゃん抜ぬきで回りそうかい？」

「そのあたりは希き墨すみくんが抜ぬかりなく準備してくれたから大だい丈じよう夫ぶ。私もフォローに回るから。七なな村むらくん、クラスの出し物はどう？」

「元々二日目はライブもあるから、瀬せ名なひとりが抜ぬけても大きな問題はないぞ」

「なんか、そういうところってすごくきー先せん輩ぱいっぽいですね」

　紗さ夕ゆちゃんの率そつ直ちよくな感想には誰だれもが同意するだろう。

「じゃあリンクス以外は大きな影えい響きようは出なさそうだね」

　花はな菱びしくんが取りまとめたところで、叶かのうさんは異論を挟はさむ。

「なんでセナキスが休む前提で話を進めているのさ！　セナキスも一晩寝ねればケロリと元気になるかもしれないし！」

　叶かのうさんはいつになく感情的になって、場の流れに待ったをかける。

　楽観的な構えで前向きさこそ崩くずさないが、動どう揺ようは隠かくせていない。

「ミメイ。まだ瀬せ名なに無茶させようって言うのかよ」

　七なな村むらくんの声は冷たい。

「だってセナキス、むちゃくちゃ練習してきたんだよ！　それなのにステージに立てないなんて悲しすぎるから！」

「そんなもん有あり坂さかちゃんも宮みや内うちも、ついでに花はな菱びしもみんな同じ気持ちだよ。瀬せ名なはやると決めたらやる男だ。引き受けた以上は、手を抜ぬかない。その結果がこれだ。がんばりすぎたんだよ」

「部外者の竜りゆうは黙だまっていてよ！」

「あぁ、俺はバンドの部外者だ。だから言ってやるよ。瀬せ名なを休ませてやれ」

　七なな村むらくんの発言は正しい。

「そうだけど、有あり坂さかさんがメッセージを送って励はげませば、恋こい人びとのお願いでもうひと踏ふん張ばりできるかもしれないじゃない！」

　恋こいの魔ま法ほうなら疲つかれも吹ふき飛とばす。愛で奇き跡せきが起こるかもしれない。

　そんな希望的観測に、わたしはもう同調できない。

「ダメだよ。そんなことしたら無理してでも来ちゃうよ。希き墨すみの体調を最優先にしなきゃ」

　希き墨すみが倒たおれて、わたしは心底恐こわかった。

　好きな人に異変が起きると、こんなにも自分の心が揺ゆらぐなんて知りもしなかった。

「誰だれが欠けても、このバンドは成立しないんだよ。ウチはリンクスに今までにない特別なものを感じている。五人のケミストリーを文化祭で披ひ露ろうしたい！」

　誰だれよりもリンクスに思い入れのある叶かのうさんは、あくまで五人での演奏にこだわる。

「ミメイ。気持ちは痛いほどわかる。僕も瀬せ名なちゃんと一いつ緒しよに、五人でステージに立ちたいよ」

「そうだよね！」

「だけど、今回ばかりは僕も七なな村むらと同意見だ」

　花はな菱びしくんが、落ち着いた声でたしなめる。

「僕は医者を志す身として、瀬せ名なちゃんには無理させられない。いつもより元気がない、とはレベルが違ちがうんだ。彼はすでに倒たおれた。積み重ねた疲ひ労ろうが祟たたって、肉体が先に電源を落としたんだ。もう限界なんだ」

　花はな菱びしくんの分ぶん析せきを聞いているうちに、わたしの気持ちは一層沈しずんでしまう。

「わたしが、忙いそがしい希き墨すみに甘えていたから。文化祭実行委員の仕事だって大変なのに、ギターを一いつ生しよう懸けん命めい練習してくれて。クラスのことで相談しても嫌いやな顔ひとつせずに答えてくれた。もっと、休ませてあげられてたら……」

　湧わき上あがる罪悪感で、また涙なみだが出そうになる。

　こんなことを今さら言うのは卑ひ怯きようだ。わたしが原因で台無しにしたのに、泣くなんて間ま違ちがっている。一番悔くやしいのは希き墨すみなのだ。

「私も個人的な問題で、希き墨すみくんにずいぶん助けてもらってたよ……」

　支はせ倉くらさんも申し訳なさそうにこぼす。

「やめやめ、懺ざん悔げ大会なんて今はどうでもいい。ただキャパオーバーの瀬せ名ながさらに無茶して、本番前に力ちから尽つきただけだ。これだから凡ぼん人じんはッ」

「竜りゆう、その言い方は酷こくすぎるよ！」

　叶かのうさんがムキになって反論する。

「じゃあ、おめーがバンドに引きこまなければこんなことにならなかったって認められるのか？　ただでさえ忙いそがしい瀬せ名なに上乗せしたのは他ならぬミメイだろう。どの口が言うんだよ」

「ぐっ────」

「ミメイが、瀬名に拘っている理由は聞かん。だが、そのワガママはぜんぶを台無しにするぞ！」

　七なな村むらくんは釘くぎを刺さすように、元カノの叶かのうさんに忠告する。

　その迫はく力りよくに気け圧おされたみたいに叶かのうさんは苦しそうな表情で、言葉を吞のみこんだ。

「ちょっと先せん輩ぱい方がた、喧けん嘩かはやめましょう！　きー先せん輩ぱい、そういうところめっちゃ気にするから」

　紗さ夕ゆちゃんは険悪な流れを察して、必死に場を和なごまそうとする。

　本番前にみんなの精神的支柱である希き墨すみが倒たおれた影えい響きようは、思っていた以上に深刻だった。

　みんなそれぞれ個性が強いため、集まっただけでまとまるとは限らない。

　わたし達はどれだけ希き墨すみに甘えていたのだろう。

　こんなにもあっさり足並みが乱れてしまう。

　縁えんの下したの力持ちが倒たおれると、上に乗っていたものは総そう崩くずれを起こしかねない。

「それとな、有あり坂さかちゃんはひとつ勘かん違ちがいしているぜ。瀬せ名なはさ、有あり坂さかちゃんの横にいたおかげで倒たおれることができたんだ」

「え？」

「あいつは恋こい人びとの有あり坂さかちゃんにひっついて、安心して気が緩ゆるんじまったんだよ。それだけ瀬せ名なにとって有あり坂さかちゃんが特別な証しよう拠こだ。だから、あんま自分を責めるな」

「そうそう、瀬せ名なちゃんはしんどいとぼやいても、嫌いやだとか辞やめたいとかは一言も言っていないんだ。瀬せ名なちゃんは有言実行の男さ」

　七なな村むらくんと花はな菱びしくんのフォローに、わたしは少しだけ認にん識しきをあらためる。

　悪い癖くせだ。思いこむと、すぐマイナスな方向に考えが転がりやすい。

「ありがとう、ふたりとも」

　男子ふたりはお互たがいに一いち瞥べつして、すぐに顔を背そむけた。

「じゃあ、どうする？　セナキスがいないなら、リンクスで出るのは止やめる？」

　叶かのうさんが投げやりに言う。

「文化祭のフィナーレを欠くなんて、それは生徒会長として看過できない。みんなが最後に盛り上がるためにミメイの演奏は絶対だ」

「じゃあ他のバンドに頼たのもうよ。出たい子達は、他にもいくらでもいるし」

　叶かのうさんは視線を落としたままだ。

「ミメイ！　リーダーのおまえがヘソを曲げてどうする！」

「七なな村むら先せん輩ぱい、声大きい！　女の子が恐こわがりますよ」と紗さ夕ゆちゃんが必死になだめる。




「──あたし達だけでもやろう」




　ずっと黙だまっていたままだったひなかちゃんが、はじめて声を上げた。

　全員の視線がひなかちゃんに集まる。

「あたし達がステージに立つことを止やめたら、それこそスミスミが後こう悔かいしちゃうよ。友達想おもいのスミスミは絶対に気にする。一生気にするかも。せっかくの高校二年の文化祭を悲しい気持ちで終わらせたくない。あたしはそんなの嫌いやだ。なにがあってもリンクスはステージに立たなきゃいけないんだよ。ショウ・マスト・ゴー・オンだよ！」

　ひなかちゃんは小さい身体からだで精せい一いつ杯ぱい訴うつたえかけた。

「それって最悪セナキス抜ぬきでも演奏するってこと？」

　リーダーの叶かのうさんが確かく認にんする。

「もちろん。それにさ、みんなも、もしかしたら、って実は思っているんじゃないの。そんな時に、あたし達がいなかったらどうするの？」

　ひなかちゃんはいたずらっ子のように目を細める。

　ハッキリ言わずとも、誰だれもがそのもしを察した。

　その一言で、場の雰ふん囲い気きが変わった。

　誰だれもがみな言葉にせずとも、どこかでその可能性を信じていたかったのだと思う。

　信じようと諦あきらめようと、まだ起こってもいない未来は常に等価値だ。

　その瞬しゆん間かんが訪おとずれるまでわからない。

　倒たおれて、入院した人間が翌日ステージに立つなんて儚はかない希望だ。

　可能性は限りなく低いだろう。

　それでも、希き墨すみ不在のリンクスをもう一度奮い立たせるには十分だった。

「メイメイ、あたし達はリンクスだもの。どんな形であれ、スミスミは明日一いつ緒しよにステージに立つよ」

「どういう意味？」と叶かのうさんは首を傾かしげる。

「──、あ」

　わたしはすぐにひなかちゃんの言葉の意図を理解する。

　気づいた途と端たん、自分の弱気を恥はじた。

　いつだってわたしは希き墨すみと繫つながっている。

　そんな風に名づけたのは他ならぬわたし達自身なのだ。

「うん。リンクスの由来はスミスミの名前でしょう。そして繫つながりのリンク。あたし達はどうあっても瀬せ名な希き墨すみと結びついているんだよ」

　その説明に、みんなの目に光が戻もどる。

　彼の名を冠したバンド。たとえ本人がこの場にいなくても、その名前だけでバラバラになりかけたわたし達を再び繫ぎ合わせてくれた。

　ただの言葉遊びで、思いこみにすぎないのかもしれない。

　だけど、それで構わない。

　ひなかちゃんの言う通り、リンクスが出演を辞退したら希き墨すみは自分の責任だと感じる。

　わたしもそれは嫌いやだ。

　ひなかちゃんは顔を隠かくしていた前まえ髪がみをかき上げ、あらためて宣言する。

「リンクスはメインステージに立つ！　それがあたし達がスミスミのためにできること！　そして間に合ったなら、予定通り五人で演奏する！　以上、決定！」

　確かく認にんするまでもない。

　全員の意見は一いつ致ちしていた。

「私は希き墨すみくんの相棒として、文化祭のフィナーレをきちんと終わらせるだけだし」

「ここにいなくても、みんなをまとめるんだから瀬せ名なちゃんには敵かなわないや。やっぱり生徒会に入ってくれないかな」

「瀬せ名なもそろそろ自分の過小評価を卒業すべきなんだよ」

「ウチは鬼おに教きよう官かんとして、弟で子しの成長を最後まで見届けないとだね！」

「ほんと、きー先せん輩ぱいのすごさが認められる場所があってよかった」

　特に紗さ夕ゆちゃんは感かん極きわまった様子で目を潤うるませた。

　中学からの希き墨すみを知る彼女にとって、この場における瀬せ名な希き墨すみの受け入れられ方はそんなにも感激すべきことのようだ。

「ななむーと紗さ夕ゆちゃん、明日も力を貸してくれるかな？」

　ひなかちゃんのお願いに、指名されたふたりは断るはずもなかった。

　波乱の文化祭初日がこうして終わっていく。

　そしてわたしは、なおも試ためされる。





◇◇◇






　文化祭、二日目。

　朝のホームルームで、神かん崎ざき先生が出欠をとる。

　教室に希き墨すみの姿はない。

　連れん絡らく事じ項こうを告げて「昨日、倒たおれた生徒がいました。体調が思わしくない方は無理せず休むように。どうか最後まで事故や怪け我がだけはないように注意してください」と言いい添そえた。

「有あり坂さかさん、支はせ倉くらさん、宮みや内うちさん、七なな村むらさん。こちらに」

　ホームルーム後、わたし達四人だけが神かん崎ざき先生に呼ばれる。

「あなた達には報告しておきます。今朝、瀬せ名なさんのご家族から連れん絡らくがありました」

「希き墨すみはどうなんですか!?」

　急せくわたしに対して、神かん崎ざき先生はいつも通り静かに答える。

「容体は落ち着いていますが、昨夜からずっと眠ねむったままだそうです。今日はこのままお休みということになります」

「先生、なんで私達だけを呼んだんですか？」

　支はせ倉くらさんが問う。

「親しいあなた達だからこそ、彼に無茶をさせないためです。いいですか、間ま違ちがっても彼を病室から連れ出すような真ま似ねは絶対にしないように。ライブの件はほんとうに残念ですが、彼の体調が最優先です」

　神かん崎ざき先生は白い顔に、憂うれいの色を浮うかべる。

　悲しげに目を伏ふせて、それでもハッキリと告げる。

「瀬せ名なさんの文化祭はもう終わったんです」







　飲ヤム茶チヤカフェは今日も大だい盛せい況きようだった。

　二日目となり、みんなもそれぞれの作業に慣れてスムーズに進んだ。

　七なな村むらくんはいつも以上に陽気な態度でクラス中に声をかける。

　なにも問題はない。

　文化祭の賑にぎやかな雰ふん囲い気きが校内に満ちている。

　希き墨すみがいないだけで、昨日となにも変わらない。

　なのに別の場所に来てしまったみたいに、今日はとても虚むなしく感じてしまう。

「有あり坂さかさん、もう休きゆう憩けいに入って大丈夫だよ。どうぞ行ってきて」

　わたしは言われるがままに教室を出た。

　昨日から希き墨すみに借りたままのジャージを着て、あてもなく校内を歩く。

　窓の外を見れば、たくさんの来場者が行き来をする。

　こんなに人が集まっているのに、どうして彼だけがいないのか。

　まだ眠ねむっているの？

　寝ね坊ぼうしているなら起こしてあげようか、とスマホに表示される彼の名前をタップしそうになる。昨夜からその繰くり返かえしだ。病院に駆かけつけることもずっと我が慢まんしていた。

　休んでほしいという気持ちと来てほしいという気持ちの板いた挟ばさみは一夜明けても変わらない。

「希き墨すみ」

　名前を呼んでも、答えてくれる人はここにはいない。





◇◇◇






　深海から浮うかび上あがるようなゆっくりとした意識の覚かく醒せいだった。

　それから浅あさ瀬せを漂ただようような長い思考の空白の後、五感の機能が戻もどってくる。

　消毒液の匂におい、清潔なシーツの感かん触しよく、喉のどが渇かわいていた。

　ぼんやりとした視界がはっきりしてくると、知らない天てん井じようであることに気づく。

「……ここは、病院？」

　ベッドを囲うように遮さえぎるカーテンの向こう側にある人の気配。首を巡めぐらせてベッド周りの設備、なにより自分の腕うでに点てん滴てきが刺ささっていたことから、保健室ではないと判断する。

　まとわりつくような眠ねむ気けで周囲の音がまだ遠い。

　窓から入る外光から今が昼間であることはわかった。

　昼間？

　不思議なことに夜が明けていた。

　俺はヨルカの隣となりに座って、バスケの試合を見ていたことまでは覚えている。

　あれは夕方だ。それから、どうなった？

　記き憶おくがすっぽりと抜ぬけ落おちている。学校にいたはずの俺が、なぜ自宅ではなく病院のベッドで寝ねているのか。そもそも下校した覚えもない。

　そこで、ライブのことがようやく頭に浮うかんだ。

「今は、何時なんだ？」

　気持ちに反して身体からだの反応が鈍にぶい。それだけで自分の状態はある程度察しがついた。

　枕まくら元もとに手を彷徨さまよわせて、充じゆう電でん器きに繫つながれた自分のスマホを摑つかんだ。

　日付と時間を確かく認にんする。すでにライブまで一時間を切っていた。

「……、終わったな」

　自分でも驚おどろくほど素す直なおに、そんな言葉がこぼれた。

　試合を見ながら、俺は倒たおれたらしい。

　しかもヨルカの目の前でだ。

　最悪すぎる。

　恋こい人びとを心配させるなんて言語道断だ。

　よりにもよって本番前にダウンするとは己おのれの間の悪さに頭にくる。

　が、腹を立てようとしても怒おこる気力さえも湧わかないのが実情だ。

　昨日より体調はマシになったが、それでも身体からだが重い。完全回復には程ほど遠とおかった。

　今すぐ飛び起きるどころか、ベッドの上から起き上がることさえ厳しい。

　スマホには大量のメッセージと着信が入っていた。

　これだけの数が溜たまっていたのに目を覚まさないとは、自分の疲ひ労ろう困こん憊ぱいぶりにぞっとする。

　ただ、それだけの数があるにも拘かかわらず有あり坂さかヨルカの名前だけはなかった。

「──ったく、本心バレバレだよ。ヨルカ」

　ヨルカの考えていることくらいお見通しである。

　下手になにかを送れば、俺が無理をすると思ったのだろう。

　ようやく動き出した頭は、自分の状態を把は握あくした。

　しんどい。

　噓うそ偽いつわりなく、正直キツイ。

　このままもう一度目を閉じて、思う存分眠ねむり続つづけたい。

　腕うでに刺ささった点てん滴てきの管くだは重たい鎖くさりのように、自分の動きを封ふうじているみたいだ。

　もういいじゃないか。

　俺はできることを精せい一いつ杯ぱいがんばった。

　昨日、飲ヤム茶チヤカフェは大だい盛せい況きようだ。文化祭のメインステージも用意したマニュアルのおかげで滞とどこおりなく進行した。リンクスは、元々俺だけが足手まといだ。むしろ俺がいなくても、四人で上う手まくやれるだろう。

　本番のステージに立てないのは残念だけど、ここで終わりだ。

　我ながらよくやったと思う。もう満足しておけ。これ以上は恥はじを晒さらすだけだ。無理にライブに出たところでヘロヘロのギターを笑われるに決まっている。さすがにフィナーレを飾かざるには、しょぼすぎる。

　諦あきらめる理由は揃そろっている。

　仕方がない。

　ここが凡ぼん人じん・瀬せ名な希き墨すみの限界だ。

　そうやって必死に自分を説得しようとした。

　なのに、どうあっても俺の心は納なつ得とくしないのだ。

「……こんな結末、いいわけあるかよ」

　気づいたら涙なみだがあふれていた。

　嫌いやだ。どれだけ準備したところで本番に挑いどまなければ意味がない。

「終わりを決めるのは俺だ。他人じゃないッ」

　有あり坂さかヨルカは言った。強くなりたいと。

　支はせ倉くら朝あさ姫きは決めた。現実の変化を認めた。

　宮みや内うちひなかは選んだ。自分の意志でステージに立つと。

　七なな村むら竜りゆうは応えた。俺の分までバスケをがんばってくれた。

　幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは進んだ。次の一歩を踏ふみ出だした。

　叶かのうミメイは貫つらぬいた。自分のやりたいことを徹てつ底てい的てきにやると。

　花はな菱びし清きよ虎とらは晒さらした。傷ついた気持ちを武器にしてやると。

　みんなが、とてもすごいと感じていた。

　自分と勝手に比ひ較かくして、劣れつ等とう感かんを覚えていた。

　彼ら彼女らから感じる信しん頼らいや親しみを疑うつもりはない。

　俺はそれに助けられているし、救われている。

　だからこそ、俺も正直になろう。

　認められるだけでは足りない。

　俺は、俺に胸を張りたいのだ。

　自分自身の成果でみんなと肩かたを並べたい。

　もっと自信をもちたい。そして気き後おくれしたくない。

　平へい凡ぼんだとか、ふつうとか器き用よう貧びん乏ぼうで逃にげていた自分が嫌きらいだ。

　他人に合わせて、縁えんの下したとして支えるだけの自分では満足できない。

　このまま平へい凡ぼんなまま可能性を見限って、諦あきらめることだけはまっぴらごめんだ。

　──瀬せ名な希き墨すみという存在が、ここにいると証明したい。

　もはや結果さえどうでもいい。

　責任感や義務感とも違ちがう。

　男の意地であり、欲だった。

　ここまでがんばったなら最後までぶつけてみたい。

　自分自身が演奏したい。

　それだけなのだ。

　だから、俺はもう一度立ち上がろうとする。

　片手を回して、点てん滴てきの針を強ごう引いんに抜ぬく。その痛みがいい気つけになった。

「──、痛ッ」

　ようやく血も巡めぐり、手足の感覚は問題ない。疲つかれは回復していないが、俺はまだ動ける。

「きすみくんは寝ねているの！　入っちゃダメ！　メンカイシャゼツなの！」

　拙つたない言葉で誰だれかを遮さえぎっている。この声は、映えいのものだ。

　そのまま上半身を起こしたところで、カーテンが引かれた。

「よう、ひっどい顔してんな」

「きー先せん輩ぱい!?　起きて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　そこに立っていたのは、制服姿の七なな村むらと紗さ夕ゆだった。

「ふたりとも、どうして」

「見み舞まいだよ。俺の華か麗れいなるゴールの数々を見届けず、有あり坂さかちゃんに膝ひざ枕まくらされやがって」

「いいだろう、恋こい人びとがいる特権だ」

「へぇ軽口を叩たたけるか。瀬せ名な、体調はどうだ？」

　七なな村むらが直球で問う。

「ぶっちゃけ最悪。自分の身体からだじゃないみたい。このまま明日の朝まで余よ裕ゆうで寝ねられそう」

「ステージでひと暴れしてスッキリ寝ねるのも遅おそくはないぞ」

「……きー先せん輩ぱい、本気ですか？」

　紗さ夕ゆの顔つきを見れば、自分がどんな風に見えているかは明らかだ。

「幸ゆき波なみちゃん、今なら瀬せ名なの着き替がえを手伝いたい放題だぞ」

「七なな村むら先せん輩ぱいッ！　こんな時までからかわないでくださいよ！　そんなことヨル先せん輩ぱいに知られたら殺されちゃいますから！」

「俺の制服は……クソ、学校か。七なな村むら、俺のギターは？」

「学校だ。準備はミメイがしている。あと足りないのはおまえだけだ」

「じゃあ、行こう」

　倒たおれたまま運ばれたなら荷物一式は学校に置きっぱなしだろう。まぁこのまま患者衣でステージに立つのも、それはそれでロックスターっぽいか。

　時間がない以上、このまま学校に直行するしかあるまい。

「行っちゃダメ！」

　俺達の前に立ちはだかったのは映えいだった。

　怒おこっている妹は、両りよう腕うでを広げて通せんぼうをしてくる。

「このまま寝ねてて！　きすみくん、ヨルカちゃんのことになると変だもん！　ふつうじゃなくなる！」

　妹の聞いたこともないような強い口調に、俺は驚おどろかされる。

　それはいつものワガママではなく、純じゆん粋すいに俺を気き遣づかっての制止だった。

「映えい」

「ヨルカちゃんが好きなのは知っているよ。だけど、今はダメだよ」

　映えいはいつもの能天気さはなく、泣きそうな顔で心配してくれた。

「それだけじゃないさ」

　俺は妹の頭に手をポンと乗せる。

「映えい、俺のライブ見たいって言っただろう？」

「ライブよりきすみくんが元気になる方がいい」

「ありがとう。だけどな、お兄ちゃんは、おまえにがんばるところを見せてやりたいんだ」

「ほら、ママの言う通りになったでしょう」

　後ろから現れた俺の母親はすべてを見み透すかしたような顔をしていた。

「母さん。あれ、今日って仕事……？」

「大事な息むす子こが倒たおれたら後回しに決まっているでしょう！　まだ寝ねぼけているの？　着き替かえるなら、制服はそこのロッカーに入っているわよ。神かん崎ざき先生が一いつ緒しよに持ってきてくれたから」

　紗さ夕ゆがすぐにベッド脇わきのロッカーを開けると、制服一式があった。

「母さん、心配させてごめん」

　俺は今のうちに謝っておく。

　そして、これからの無茶についても。

「あれだけ毎日夜よる遅おそくまでギターの練習をしていれば、体調を崩くずすかもくらいは母親なら察するよ。それに、自力で目を覚ましたら希き墨すみは行くだろうってこともね」

「親ならふつうは止めるもんじゃないの？」

「そりゃだって、あんなかわいい恋こい人びとのためならがんばっちゃうでしょう」

「──、うちの親もたいがいだな」

　息むす子この無茶に背中を押してくれる親に感謝だ。

「バカ言いなさいよ。うちの息むす子こが本気を出せば、結構すごい結果を出せるってことは知っているもの。映えいだって、お兄ちゃんが近所の永えい聖せい高校に合格してすごく喜んでいたもんね」

　拗すねる映えいは、母さんの後ろに隠かくれる。

「映えいちゃん、約束だったよね。一いつ緒しよにきー先せん輩ぱいのステージを見に行こう」

　紗さ夕ゆは腰こしをかがめて、映えいに話しかける。

「きすみくん、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなの？」

「映えい。お兄ちゃんがおまえに噓うそをついたことあるか？」

「ない」

「じゃあ一いつ緒しよに来こい」

「うん！」

　後のことを母さんに任せて、着き替かえた俺は急いで病室を出た。







　四人で病院を出ると、一台のクルマがクラクションを鳴らした。

「スミくん、こっち！」

　運転席から顔を出してきたのは、有あり坂さかアリアだった。

「アリアさん!?　なんで？」

「いいから、みんな早く乗って！　学校まで送るよ！」

　体力を温存しておけ、と七なな村むらに担かつがれていた俺はそのままアリアさんのクルマに放りこまれるように乗せられた。映えいと紗さ夕ゆが俺を左右から挟はさむように座る。

　七なな村むらも助手席に滑すべりこみ、全員のシートベルト着用を確かく認にんしてクルマはすぐに動き出す。

「今日はタクシーじゃないんですね。アリアさん」

「そりゃスミくんがピンチなら一ひと肌はだ脱ぬぐくらいはしてあげるよ。特別だからね」

「アリアさんが魔ま王おうじゃなくて、マジで女め神がみに見えます」

　最高のタイミングで現れたアリアさんには感謝しかない。

「今いま頃ごろ気づくなんて、スミくんはほんとうに鈍にぶいなぁ」

「アリアさんはつくづく俺の恩人ですよ。ありがとうございます」

　俺が礼を述べると、バックミラー越ごしに見えたアリアさんの顔はどこか切なげに見えた。

「きー先せん輩ぱい、少しでもエネルギー補給してください」

　紗さ夕ゆが自分のカバンから取り出したのは、俺の好きなゼリー飲料だった。

「さすが、紗さ夕ゆ。よくわかっているな」

「伊だ達てにきー先せん輩ぱいの後こう輩はいは長くやってませんから」

　ゼリー飲料のパックを握にぎりつぶして体内に押し流す。大だい丈じよう夫ぶ、握あく力りよくもきちんとある。

　気分的にも上向きになり、食欲も甦よみがえってきた。

　映えいも面おも白しろがって真ま似ねして、チョコレートを俺の口に放りこんだりする。

　空っぽだった腹に食べられるものを入れて、水分補給をすると少しはマシになった。

　七なな村むらは助手席で電話をかける。

『瀬せ名なをピックアップして、今クルマで学校に向かっている。え、有あり坂さかちゃんのお姉さんが来てくれたんだよ！　とにかく急いで届けるから、そっちは瀬せ名なが準備する時間を稼かせいでおけ』

　その通話から、時間の余よ裕ゆうはあまりなさそうだ。

「スミくん。指のストレッチもして、動くようにしておきなさい」

　アリアさんのアドバイスに従い、俺は手を温めるように揉もみほぐす。

　そのうちに永えい聖せい高等学校の校舎が見えてきた。

　正門前は派手な文化祭の入場ゲートもあり、クルマが入ることができない。

　駐ちゆう車しやもできないため、その手前のところでクルマは一度止められた。

「映えいちゃんは私と一いつ緒しよに客席でライブを見ようか」

　クルマから降りた俺達についてこようとする映えいに対して、アリアさんが残るように言った。

「けど、きすみくんが心配！」

「みんながいるから大だい丈じよう夫ぶ。それにスミくんの活かつ躍やくは、客席で見た方が面おも白しろいよ」

　わかったと、映えいはあっさりアリアさんの言葉に従う。

「きすみくん、がんばってね。応おう援えんしている！」

　映えいはもう本番を楽しみにしている顔で、手を振ふる。

「アリアさん。映えいのことよろしくお願いします」

「妹の扱あつかいには慣れているから任せて」

「ちょっと前までずーっと悩なやんでいたくせに」

「それだけ減らず口を叩たたけるなら大だい丈じよう夫ぶそうね」

「ありがとうございます、アリアさん。最後にもうひとつだけお願いしていいですか？」

　俺は運転席に顔を寄せて、アリアさんに耳打ちした。

「ま、できるのは私しかいないだろうね。了りよう解かい、そっちも任せて」

　さすがに今の状態ではアリアさんの綺き麗れいな顔が間近にあったところで緊きん張ちようする余よ裕ゆうもない。

「ほんと、アリアさんがいるだけで大たい概がいのことはなんとかなる気がしますよ」

　心底この人がいてくれるだけで、なんでも上う手まくいきそうに思える。

「──じゃあ、これは最後に私からのサービス」

　ほんの一いつ瞬しゆん、アリアさんの唇くちびるが俺の頰ほおに触ふれた。

「はい、気合い入ったでしょう」

　俺が反応するまでに、わずかなタイムラグがあった。

　慌あわてて運転席から身を離はなす。

　うん？　今、キスされたのか？

「え、えぇ!?」

　気のせいか。あれ、どうなんだ。俺の勘かん違ちがいなのか？

「ほら、さっさと行った！　演奏、がんばって！」

　俺が動どう揺ようするのをよそに、アリアさんは笑え顔がおで送り出す。

「瀬せ名な！　まだか！」「きー先せん輩ぱい、早く！」

　ふたりに急せかされ、俺は振ふり切きるように学校へ向かった。







「……ヨルカちゃんのお姉ちゃんも、きすみくんが好きなの？」

　車内にいた映えいだけは、アリアのキスを目もく撃げきしていた。

「うん」

「ヨルカちゃんの恋こい人びとだよ？」

「あなたのお兄ちゃんって、実はカッコイイでしょう」

「ヨルカちゃんと喧けん嘩かにならないの？」

「私は一回負けちゃったからさ」

　アリアは静かに頰ほおを拭ぬぐう。

「だから、さっきのことは私達だけの内ない緒しよね」

「特別だよ」

「ありがとう、映えいちゃん」
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「スミスミ、こっちに向かっている！　ヨルヨルのお姉さんがクルマで迎むかえにきてくれたんだって！」

　七なな村むらくんからの電話を切り、ひなかちゃんが興奮気味に伝える。

　舞ぶ台たい袖そでで次の出番を待機していたリンクスの面々は沸わいた。

「お姉ちゃん、希き墨すみを連れてきてくれたんだ」

「え、ヨルヨルがお願いしたんじゃないの？」

　わたしの反応に、ひなかちゃんが逆に戸と惑まどう。

「あぁ、でもセナキスが来るって言っても、もうすぐウチらの番が来るよ！」

　前のバンドはもう最後の曲の演奏に入っていた。

　わたしを含ふくめて四人はいつでもステージに立てる。

　最悪、四人だけでも演奏できるように叶かのうさんはギターの音源を録音したものも準備していた。

　その出番は幸運にもなさそうだ。

　だが前の曲を終えて、ステージ転てん換かんにギリギリまで時間をつかったとしてもリンクスが五人揃そろって登場するのは厳しいと思う。

　到とう着ちやくした希き墨すみが準備を終えるまでには、最低あと一曲分は引き延ばしたい。

「支はせ倉くらさん、時間ってあとどれくらい残っている？」

「ここまでの進行はかなりスムーズだったから十分はまだ余よ裕ゆうがある。最悪ＭＣをカットすれば予定通り三曲とも演奏できるだろうけど、希き墨すみくんが来るまでどう持たせる気？」

「なら、わたし達が曲を弾ひいて時間を稼かせぐ」

　自然とそんな言葉が口から出ていた。

「ヨルヨル、本気？」

　ひなかちゃんの目が心配をしている。

　他人の視線で緊きん張ちようしてきた人間が、いきなり無茶なことを言い出したのだ。

　そうでなくても希き墨すみを見つめることで辛かろうじて乗り切ったわたしである。

　その希き墨すみがいないのに大だい丈じよう夫ぶなのかと、叶かのうさんや花はな菱びしくんも似たような反応だ。

「希き墨すみが来る。リンクスは予定通りライブを五人でやる。だから、前座に付き合って」

　わたしは叶かのうさんと花はな菱びしくんを見る。

「キーボード、ベース、ドラムなら──いえ、わたし達ならできる」

「断ると言うと思うかい？」

「望むところ！　テンション上がってきた！」

　ふたりは了りよう解かいする。

「ヨルヨル、あたしも！」

「ひなかちゃんは希き墨すみと一いつ緒しよに出てきて。リンクスのボーカルは最後まで温存しておかないと」

「わかった。うん、その方が演出っぽくてギャップも引き立つね」

「あ、でもなんの曲やる？　ウチ達、三曲しか練習してないよ」

　本番直前での変へん更こうにも、花はな菱びしくんと叶かのうさんは笑っていた。

「叶かのうさんがわたしを選んだ時みたいにすればいいじゃない」

「──ジャムセッションといきますか！　この三人の編成ならジャズっぽいナンバーもいいね」

　叶かのうさんはアドリブ大だい歓かん迎げいとばかりにウズウズしていた。

「おっと、それは僕が大変そうだな」

「興味のない女の子を喜ばせるのは得意でしょう、花菱くん」

　支はせ倉くらさんが生徒会長に流し目を送る。

「朝姫に頼たのまれたらＮＯとは言えないね」

　花はな菱びしくんは顔をくしゃくしゃにして笑う。嬉うれしそうだった。

「プランは固まったわね？」

　支はせ倉くらさんの問いに、わたしは答える。

「わたし達三人のセッションで繫つなぐ。希き墨すみの準備ができたら合図を出して。演奏をすぐに切り上げて、ふたりを入れてから本来の曲をやるから」

「有あり坂さかさん。もしも、希き墨すみくんがギリギリのところでダメだったら？」

　この場の責任者である支はせ倉くらさんが念を押すように、最悪の事態について問う。

「「「「それだけはない！」」」」

　示し合わせたようにリンクスの四人が同じ答えを返す。

「私もそう思う」

　支はせ倉くらさんもそれ以上は言わなかった。

「どうする、三人一いつ緒しよに出る？」

　叶かのうさんは確かく認にんしてくる。

「せっかくだから会場を焦じらそうか」と花はな菱びしくんがアイディアを述べる。

「順番にひとりずつ現れてソロで演奏、タイミングを見て次の人が出てきて音を重ねていく。ドラムの僕、ベースのミメイ、有あり坂さかさんのキーボード。曲はアドリブ、これでいいかな？」

　わたしと叶かのうさんが頷うなずく。花はな菱びしくんは支はせ倉くらさんに照明などのリクエストを伝えた。

　支はせ倉くらさんは即そく座ざにトランシーバーで指示を飛ばす。

「全員聞いて。ステージ演出の変へん更こう！　悪いけど、ここからぶっつけ本番の一発勝負に付き合ってもらうから覚かく悟ごして。最後のフィナーレ、つまらないミスで水を差さないように絶対聞きき逃のがさないでよ！　この後は──」

　前のバンドの曲が終わる。

　こちらの緊きん張ちよう感かんは最高潮に達していた。

　ついに本番が来てしまったというのに、わたしは自分でも意外なほど落ち着いていた。

　主あるじの帰き還かんを待っているギターは静かにスタンドの上で鎮ちん座ざする。

「さぁ、リンクス。行こうか」

　叶かのうさんの高こう揚ようした声に、わたしも前を向く。

「三人とも、任せたよ。必ずふたりで追いつくから！」

　ひなかちゃんの声が背中を押す。

　舞ぶ台たい上じようの照明が落ち、体育館が暗くら闇やみに包まれる。

　突とつ然ぜんの暗転に会場全体がざわめく。

　なんだか暗い海に漕こぎ出だすみたいな気分だった。恐こわいけど、このドキドキは嫌いやじゃない。

「じゃあ、お先に」

　先せん陣じんを切って、花はな菱びしくんがステージに進んだ。

　同時にスポットライトが彼の姿を浮うかび上あがらせる。

　女子の黄色い声がいくつも上がった。彼は笑え顔がおで手を振ふり返かえす。ドラムセットに座る。そして沈ちん黙もくを打ち破るように男らしい力強いドラムプレイ。おぉという驚おどろきが会場から上がる。

「ウチも行くね」

　続いて叶かのうさんがステージに現れる。

　軽音楽部の面々や、彼女目当てでやってきた人々が期待に満ちた歓かん声せいを上げた。

　今度はスポットライトが彼女だけに注がれる。

　後ろでドラムが小さくリズムを刻む中、叶かのうさんのベースが暴れ出す。会場全体を揺ゆさぶるみたいにスピーディーな指づかいで重低音を響ひびかせる。その超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうのテクニックに誰だれもが圧あつ倒とうされていく。

　ベースとドラムのリズム隊は最初の主導権を取り合うように、演奏の激しさを増していく。

　重く、低く、激しく、音と音がぶつかり合う。

　まるでヘビー級ボクサー同士の殴なぐり合あいだ。

　ヒートアップしていく会場は、次に誰だれが登場するのかに期待が高まっているのがわかった。

「有あり坂さかさん。なんで希き墨すみくんに連れん絡らくしなかったの？」

　支はせ倉くらさんがわたしの隣となりに並ぶ。

「わたしが連れん絡らくしたら、ほんとうに無理でも来ちゃうもの」

「その方がいいのに？」

「無理なら無理で構わないの。キツイなら絶対に休むべきだし、そうでなきゃいけないと思う。最後は希き墨すみに選んでほしい。わたしはただ、希き墨すみの立つステージの上で待っていればいい。だから、そのステージが用意されていないなんて絶対許さない」

　わたしが今やるべきことは泣いたり、拗すねたり、塞ふさぎこむことじゃない。

　ずっと応おう援えんしてくれた希き墨すみに報むくいるために、わたしがまずステージに立たなければならない。

　そこに彼が来なくてもだ。

「──私とは真逆か。そこまで言われたら確かに敵かなわないな。相あい性しようは悪くなかったけど、やっぱりタイミングかぁ……」

　支はせ倉くらさんはどこか清すが々すがしい声だった。

「なんのこと？」

　わたしは思わず横を見た。

「四月のことを思い出しちゃって。私が希き墨すみくんに告白していた最中に、有あり坂さかさんは突とつ然ぜん現れて邪じや魔ましてきたじゃない」

　なんの遠えん慮りよもなく、支はせ倉くらさんはいきなり本音を吐と露ろしてきた。

「あれはわたしが仲直りしようとしたら、あなたが手を出そうとして」

「うん。特別って結局そういうことなんだよ。呼んだら来てくれる希き墨すみくんはすごくやさしい男の子だと思う。だけど、呼ばなくても来れちゃうのが本物の愛なのかも。それを信じられる有あり坂さかさんも」

「夢を見すぎ」

「女の子だもの。恋れん愛あいに夢を見てもいいじゃない」

　支はせ倉くらさんは目にうっすらと涙なみだを浮うかべ、下した唇くちびるを薄うすく嚙かむ。

　ステージからこぼれる光に、涙なみだが宝石のように煌きらめく。

　あぁ、こんなにかわいくて賢かしこくて、気の利きく女の子なら誰だれでも好きになるだろう。

　彼女に好かれようと思って、やさしくする人も大勢いるはずだ。

　逆にこんな魅み力りよく的てきな子に言い寄られたら、簡単に心を奪うばわれるに違ちがいない。

　支はせ倉くら朝あさ姫きに告白をされたら大たい抵ていの男の子はＯＫするに決まっている。

　だけど、わたしの恋こい人びとは断った。

「うん。確かに、わたしは恋こいをして魔ま法ほうにかけられたみたいに強くなれた」

　合宿が終わった直後、支はせ倉くらさんの電話で希き墨すみは飛び出していった。

　わたしも本音では決して気分のいいものじゃなかった。

　強がることと強いのは違ちがう。

　少なくとも、あの瞬しゆん間かんのわたしは承服しきれなかった。

　やさしいのは希き墨すみの魅み力りよくだ。そこにわたし自身が惹ひかれたのは間ま違ちがいない。

　わたしは、そのやさしさを独どく占せんしたいと思っていたから苦しかった。

　だってわたしはそうやって彼と恋こいに落ちた。

　どれだけ冷たく追い返しても、彼は何事もなかったようにわたしだけの美術準備室に来てくれた。わたしの不ふ機き嫌げんで棚たなから絵が落ちてきた時も、身を挺ていして守ってくれた。すごく動転して嫌きらわれてもおかしくないことばかり言ったのに、希き墨すみは律りち儀ぎに散らばった絵を片づけにやってきた。最初はクラス委員としての義務感か、下心か、どちらにしても鬱うつ陶とうしいだけだった。

　だけど、そうした打算は微み塵じんもなく、コミュニケーションに難ありの自覚があるわたしと根気強く話を続けた。

　多分、彼はおかしいのだ。

　あんな愛あい想そがなくて冷たくて厳しかったわたしと毎日話したがるなんて、よっぽどの変人なのだろうと疑っていた。

　いつの間にか、わたしは彼の入室を当たり前に受け入れ、コーヒーやお菓か子しを出したりして、このふたりだけの時間を楽しんでいる自分に気づく。

　去年の文化祭の時期に忙いそがしい彼が美術準備室に来なくなり、ひとりきりの時間がすごく退たい屈くつでさびしいと自覚する。

　久しぶりに顔を出してくれた時、飛び上がるほど嬉うれしかった。

　そんな自分を自覚したら、もう止まれない。

　今度は感情をコントロールするのが大変だった。

　彼に会えないだけで、短い冬休みがあんなにも長く感じるなんて知らなかった。

　早く学校に行きたいなんて思ったのは人生ではじめての経験だ。

　ヴァレンタインには柄がらにもなく、チョコレートを贈おくった。

　ホワイトデーにお返しでくれたクッキーはもったいなくて、すぐには食べられなかった。

　三学期の終わりが近づく頃ころには、二年生でクラスが変わったら彼と話す機会がなくなるんじゃないかとやきもきした。

　終業式後、神かん崎ざき先生に『同じクラスにしなければ学校を辞やめる』と直じき訴そしてしまった。

　要するに有あり坂さかヨルカも瀬せ名な希き墨すみに心底惚ほれていたのだ。

　だから、桜の木の下で希き墨すみに告白された時は夢かと思った。

　同じように彼のやさしさの延長に愛情があり、わたし以外とも両りよう想おもいになられたらどうしようかとずっと恐こわかった。

　ただ、それはわたしの独どく占せん欲よくと嫉しつ妬とから来る勘かん違ちがいなのだ。

　彼のやさしさは他人の気持ちに寄より添そうための、誰だれにも負けない才能である。

　しかも損得なく誰だれ彼かれ構わず発揮できる、すごい人だ。

　同時に希き墨すみのやさしさと愛情は別物なのだ。

　瀬せ名な希き墨すみの気持ちはいつだって有あり坂さかヨルカだけに向いている。

　その愛情は最初からわたしだけのものだ。

　決して揺ゆらぐことはない。

　今ならそう信じられる。

　四月に弱かったわたしが衝しよう動どう的てきに別れかけた時、もう一度ふたり結び合うために駆かけつけたように、希き墨すみもここに来る。

　ステージが、わたしを呼んでいた。

「私はここまでよ。あとは有あり坂さかさん、がんばって」

　支はせ倉くらさんの声に背中を押され、わたしは一足先にステージへ立った。

　わたしの名前を呼ぶ声がした。それは二年Ａ組のみんなだ。今日の飲ヤム茶チヤカフェを無事に終えて、見に来てくれている。純じゆん粋すいな応おう援えんが嬉うれしい。

　たったひとりのスポットライトは眩まぶしい。

　光の外側は暗くてよく見えないけど、自分に注がれるたくさんの視線は肌はだで感じる。

　前はすべてが恐こわくて、不快だった。

　いや、今もそれ自体は変わらない。

　ただ、割とどうでもいいとは思えるくらいには今は無視できた。

　希き墨すみのことさえ考えていればいいってほんとだ。

　わたしは彼のためにだけ弾ひけばいい。

　彼のことだけを想おもえば、勇気が湧わいてくる。

　他の人になにを思われ言われようとも、彼から好かれているならばわたしはわたしのままでいられる。

　たとえこの場にいなくて、どこでも彼のことを想おもえる。

　頭の中をぜんぶ瀬せ名な希き墨すみで埋うめてしまえばいいという、あまりにも恋れん愛あい脳のうな解決法。

　我ながら浮うかれているにも程ほどがある。

　だけど、わたしはそれでいいのだ。それがいいのだ。

　──恋こいする女は無敵なんだ！

　心でそう叫さけぶようにキーボードを鳴らす。

　解き放たれたみたいに鍵けん盤ばんの上を指が滑すべっていく。自分でもびっくりするくらい楽しんでしまっている。自然とテンポアップして音が跳はねていた。

　歌うように、踊おどるように、心のままに。

　キーボードのソロが終わると、客席から思いもよらぬ歓かん声せいが返ってきた。

　女王のようなわたしのワガママな演奏に、リズム隊は忠実に従っていく。

　ふたりとも驚おどろきながらも、上手に合わせてくれた。

　散々練習をしたおかげでお互たがいの癖くせや好みがわかるようになり、気持ちよく音を重ねていくことができる。

　わたし達のトリオは、残りのふたりに呼びかけるように高まっていく。
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「ほい。ギタリストのお届けだ！」「お待たせしました！」

　舞ぶ台たい袖そでに三人で飛びこむと、朝あさ姫きさんとみやちーが待っていた。

「いける？」

　朝あさ姫きさんは俺の顔を見た途と端たん、前置きもなく問うた。

「もち。そのために来た」

「安心して。今ならＭＣ抜ぬきで全曲演奏できるわ。希墨くんのスケジュール通りに、ね」

「最後までノンストップで全ぜん力りよく疾しつ走そうか。痺しびれるねぇ」

　俺は軽口を叩たたいて、自分の中の怯ひるみを追い出そうとする。

　朝あさ姫きさんは「あと一分で、ボーカルとギターが出るってカンペ出して」とトランシーバーで舞ぶ台たい下したにいる生徒に指示を出す。

「ありがとう、朝あさ姫きさん」

「今回は希き墨すみくんに助けられてばかりだもの。少しは活かつ躍やくの場を私にもちょうだい」

「最高の相棒がいてくれて、こんなに心強いことはないよ」

　朝あさ姫きさんはぎこちなく笑った。

　俺はステージを見つめる。

　ステージから聞こえてくる音が俺を勇気づける。

　ヨルカ、叶かのう、花はな菱びしがあそこで待っている。

　あの光の下に、俺も早く立ちたい。

　もはや力むだけの余よ裕ゆうもないので、緊きん張ちようしなくて済んだのは幸いだ。

「スミスミ、ギターだよ」

　みやちーが持ってきてくれたギターを俺は受け取る。

　ストラップがずっしりと肩かたに食いこみ、ギターがいつも以上に重く感じた。

「七なな村むら、紗さ夕ゆ。ここまでありがとう」

「当たって砕くだけてこい。骨なら拾ってやる」

「ここまで来たら盛せい大だいにやっちゃってください！」

　ふたりの励はげましに、自然と笑えみがこぼれる。

「みやちー。最後の最後で心配させた」

　首を横に振ふるみやちー。

「スミスミ、言いっこなしだよ。ちゃんと本番にリンクスは全員揃そろったんだもん。もう最後まで楽しめればそれでいいと思う。だから、あたし達も行こう！」

　ステージでは三人のセッションが終わった。

　アドリブであれだけ聞かせるなんて大したもんだ。

　会場が余よ韻いんを引きずる中、みやちーと俺もステージに現れた。

「悪い。待たせた」

　それぞれと一いつ瞬しゆんだけ視線を交かわす。

　みやちーがステージの中心に置かれたマイクの前に立つ。

　俺も自分の立ち位置で、ギターの準備をする。

　そこにヨルカがキーボードの前から俺に近づいてきた。

「舞ぶ台たい袖そでで聞いてたよ。ぜんぜん緊きん張ちようしてなかったじゃん。強くなったな、ヨルカ」

「希き墨すみはしんどそうね」

　ヨルカはそう言って、俺の首元におもむろに手を伸のばす。

「キスでもしてくれるの？」

「ネクタイ、結べてない。だらしない人は嫌きらいって告白をＯＫした時に言ったはずよ」

　ヨルカは俺の首から垂れ下がったままのネクタイを、慣れた手つきで結ぶ。

　いつもよりかなり緩ゆるめで結び目の位置も下がっている。俺の体調を気き遣づかって、苦しくならないように最低限の体てい裁さいだけを整えてくれた。

「ありがとう、ヨルカ」

　自然な気配りが身に染しみる。この細やかさこそがヨルカなのだと思う。

「いくらでも直してあげるわ。彼女だし……」

　その台詞せりふは、俺の告白に対してヨルカから返事をもらった高校二年の初日を思い起こさせた。

「希き墨すみ、来てくれて──」

「まだ来ただけだ。ぜんぶ終わった後に聞かせてくれ」

　俺は意識的に口角を吊つり上あげて、大きな笑え顔がおをヨルカに向ける。

「うん。わかった」

　ヨルカは、キーボードの前に戻もどった。

　俺も用意ができたことを目で合図する。

　ようやくリンクスの五人が集まった。

　みやちーがマイクを握にぎる。

「今年の永えい聖せい高等学校文化祭もついにフィナーレです！　みんな盛り上がっているか！」

　満員の客席が津つ波なみのような声せい援えんで応える。

「お待たせしました、あたし達のバンド名はリンクスです！　どうかあたし達と繫つながって最後の時間を、最高の思い出にしてください！」

　ドラムのカウントと共に、曲がはじまる。
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　ステージ上に瀬せ名な希き墨すみが現れた瞬しゆん間かん、神かん崎ざき紫し鶴づるは血相を変えた。

　遠目に見ても、彼が本調子でないのは明らかだ。

「バカな子ッ」

　体育館の端はしで見ていた紫し鶴づるはすぐに舞ぶ台たい袖そでへ向かおうとする。

「はい、紫し鶴づるちゃんストップ。ライブの邪じや魔まはさせないよ」

「アリア、それに瀬せ名なさんの妹さんまで。あなたですかッ、彼を連れ出したのは!?」

「ごめんね、紫し鶴づるちゃん。かわいい教え子のお願いだから、つい応おう援えんしたくなっちゃって」

「無責任なことをしないでください。彼は倒たおれたんですよ」

　映えいがいること、そしてライブ中のために紫し鶴づるも怒おこりづらい。

　爆ばく音おんの中、映えいは早くもステージの希き墨すみ達に夢中になっており、ふたりの揉もめていることには気づいていない。

「責任はとれなくても、信じることはできるよ」

「アリアッ」

　紫し鶴づるはかつてないほどの怒いかりを浮うかべて、アリアを睨にらむ。

　声を潜ひそめた、ふたりの喧けん嘩か。

「過保護すぎるよ、紫し鶴づるちゃん」

「教師として生徒の無茶を止めるのは当然です」

「紫し鶴づるちゃん個人が、でしょう？」

「付き合いきれません。どいてください」

「大だい丈じよう夫ぶ、あの子達は成功するよ」

　アリアは、無視しようとする紫し鶴づるの手を摑つかむ。

「そうやって、なんでもかんでもあなたの都合で上う手まくいくとは思わないでください」

「ねぇ紫し鶴づるちゃん。私達って教師と生徒で出会ったけど、今は友達だよね」

「……なんですか、急に」

「答えて」

「私はあなたを人間的に好きですし、卒業後では対等な関係と思っています。今はとても腹立たしいですが」

「じゃあ、マウントとるね。紫し鶴づるちゃんより先にスミくんを教えたのは私」

「はい？」

「スミくんはやさしいから競争とか苦手で器用ではないけど、やらせればできる子なの。もう平へい凡ぼんだって思いこみを捨てて、自信をもたせていい時なんだよ。だからさ、紫し鶴づるちゃん。スミくんが羽う化かする瞬しゆん間かんをなにもせず見守ろうよ」

「どうして、そうあなたは彼に甘いんですか？」

「たぶん、紫し鶴づるちゃんと同じ理由かな」

「意味がわかりません」

「そう？　好きな人ががんばっていたら、応おう援えんしたくなるでしょう」

「…………アリア」

　手を離はなしても、紫し鶴づるが足を止めたまま動くことはなかった。

　ステージ上で、彼はギターを見事に奏かなでている。

「スミくん──いや、希き墨すみ。がんばれ」

　アリアは涙なみだを流しながらステージを見つめた。
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　あーマジで死にそう。

　重力がうざったい。立っているだけでしんどかった。

　──だけど最後までやり遂とげたい。

　ギターがいつもより重い。今すぐ放り出して横になりたい。

　──だけど今までにないくらいに最高のパフォーマンスができている。

　スポットライトが眩まぶしい。もう目を閉じたい。

　──だけど会場の様子とリンクスの演奏している姿を見ていたかった。

　音が大きい。聞いているだけで疲つかれてしまう。

　──だけどこの刹せつ那なにしか味わえない音に溺おぼれていたかった。

　我ながら驚おどろくほどがんばっている。

　身体からだはとっくに音を上げているのに、気持ちはステージに立つ前よりもずっと楽だ。

　限界を超こえているはずなのに、今までの倦けん怠たい感が噓うそのように軽い。

　まともな道理や常識で判断するならすぐにでも中止すべきなのだろう。

　そんなものは知るか。

　今の俺は、俺の想おもいのままに感情を音に乗せて解き放つ。

　どれだけ拙つたない音に聞こえていようが、俺にとっては最高の演奏だった。

　自じ己こ陶とう酔すいもいいところだ。

　もしかしたら観客は雑音を聞かされていると感じるのかもしれない。

　だが、限りなく俺は自由だ。

　叶かのうが言っていた『衝しよう動どうをそのまま音にする』ってのは、まさに今の状態だろう。

　音楽に没ぼつ頭とうして、自分と音楽しかない不思議な気分。

　なのに自分から発せられるものがみんなの音と融ゆう合ごうし、会場の空気と混ざって特別なものに昇しよう華かされていくのがわかる。

　違ちがう楽器が奏かなでる音が見事に嚙かみ合あい、絡からみ合あい、溶とけ合あい、ひとつの曲となっていく。

　お互たがいの発する音が有機的に呼応し、大きなダイナミズムを生み出している。

　技術や理り屈くつを超こえたグルーヴがあり、新しい調和をもたらす。

　なんて夢ゆめ見み心地ごこちな時間だろう。

　俺達リンクスは、音で確かに繫つながり合あっている。

　このケミストリーにずっと浸ひたっていたい。

　たとえ一時の幻まぼろしであっても、この瞬しゆん間かんがあれば満たされる。

　そんな至高の心地ここち。

　音楽をリアルタイムで創造する快楽。

　注目を浴びる高こう揚よう感かん。

　なによりも最前列の客席よりもさらに間近で、みんなの生の音が聞ける興奮。

　特別な瞬しゆん間かんの誕生に立ち会っている喜びに胸が震ふるえる。

　あぁ、ヤバい。

　脳のう内ない麻ま薬やくみたいなものが迸ほとばしっているのだろう。

　ほんとうにおかしくなってしまいそうだ。

　どんどん麻ま痺ひしていくのがわかる。

　しんどいのに楽しい。

　爆ばく音おんが心地ここちよい。会場の熱気が愛いとおしい。歓かん声せいが気持ちいい。

　もっと騒さわげ。もっと上がれ。もっと喜べ。

　ついに最後の曲だ。

　ＭＣもなく、残り時間を惜おしむように俺達はひたすら演奏に没ぼつ頭とうする。

　こんなものは楽しませたもん勝ちだ。

　俺のギターは鋭するどさを増すように激しくなる。

　叶かのうのベースが縦じゆう横おう無む尽じんに跳はねるように弾はじけていた。

　花はな菱びしのドラムが会場全体を震ふるわすように力強く叩たたかれる。

　ヨルカのキーボードが幻げん惑わくするように七色の美しい音色を紡つむぐ。

　そして、みやちーのボーカルは情感たっぷりに歌い上げる。

　曲が最後の瞬しゆん間かんに近づいていく。

　お願いだ、このまま終わらないでくれ。

　この時間が永遠に続いてくれ。

　人生の最高潮だ。

　余計なことを考えなくていい。
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　まさに忘ぼう我がの境地。

　真っ白な意識に包まれる。

　世界が遠ざかっていく。

　感情だけが彼方かなたまで疾しつ走そうしていった。

　みんな、待っていてくれてありがとう。

　花はな菱びし、立ち直ってくれてありがとう。

　叶かのう、音楽を教えてくれてありがとう。

　みやちー、最高の歌声をありがとう。

　ヨルカ、俺を支えてくれてありがとう。

　万ばん感かんの想おもいを乗せて、ピックが弦げんの上に下ろされる。

　そして、最後の一音が解き放たれた。

　同時に燃もえ尽つきたように、俺はその場でただ立たち尽つくす。

　一いつ瞬しゆんの無音。

　残ざん響きようさえも空気に溶とけて、ついに消える。

　沈ちん黙もく。

　直後、雪崩なだれのように会場から押し寄せてきた熱ねつ狂きようする声の塊かたまりを浴びて、俺はライブが終わったことに気づく。

　いつの間にか手からピックが落ちていた。

　熱気に包まれたまま、世界がまだ遠い。

　魔ま法ほうが解けたみたいに、あんなにも一体となっていた感覚は噓うそのように消えてしまった。

　でも、この声せい援えんが温かいものだというのはわかる。

　瀬せ名な希き墨すみはどこまでもスター性が皆かい無むの平へい凡ぼんな男だ。

　他人をすぐに惹ひきつけるわかりやすい魅み力りよくはないし、唯ゆい一いつ無む二にの武器もない。

　もっと欲張らず、人並みで満足できればよかった。周りに嫉しつ妬とせず、程ほど々ほどに無関心で大人しく自分の分ぶを弁わきまえた生き方ができれば楽なのだろう。

　効率よく、無理なく、必要以上に上を見なければ心も無む闇やみに乱されることもないはずだ。

　だけど努力して、求めて、足あ搔がくことを俺は選んだ。

　決して最さい短たん距きよ離りではない。きっと余計な遠回りもたくさんしてきただろう。

　その苦難の道が俺を強くした。

　それだけは誇ほこっていいと思える。

　興奮の収まらぬ会場に反して、俺の焼けついていた意識が急速に冷えていく。

　日常の感覚が戻もどり、また自分を冷静に客観視してしまう。

　こんなの、十回に一回の成功がたまたま最初に来たにすぎない。

　ビギナーズラックもいいところだ。

　その一回をここで披ひ露ろうできてよかった。

　平時の手を抜ぬくのが苦手な性格のおかげで努力は裏切らないとばかりに、この三カ月の必死の練習で養った演奏技術は本番できちんと発揮されていたようだ。

　俺のやってきたことは間ま違ちがいではない。

　瀬せ名な希き墨すみのがんばりは報むくわれた。

　そう、実感する。

「はは」

　俺の口から軽く笑いがこぼれた。

　さすがに感かん極きわまるものがある。

　俺は、俺達は最後まで演奏をやり切った。その実感と引ひき換かえに、押し寄せてくる心地ここちよい疲ひ労ろう感かん。全身が汗あせだくだが悪い気はしない。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが鳴りやまず、会場を包む。

　俺はぐるりとバンドメンバーの顔を見る。

　みんなが同じような顔をしていた。

　秋なのに会場の熱気と興奮で全身が熱い。

　舞ぶ台たい袖そででは紗さ夕ゆと七なな村むらが親指を立てて笑っていた。

　観客席に映えいが飛とび跳はねて喜んでいる姿を見つける。

　その後ろで神かん崎ざき先生とアリアさんも拍はく手しゆをしてくれていた。

「スミスミ、なにか一言」

　みやちーがマイクを手て渡わたしてくる。

　俺でいいの？　と自分を指差すと、みんなが頷うなずく。

　朝あさ姫きさんを見れば、しょうがないとばかりに、指でＯＫを出す。

「えーっと、実を言うと昨日ぶっ倒たおれました。それで本番の一時間前まで寝ねてました。だから寝ね起おきの演奏です。その割に、めっちゃくちゃ盛り上がってましたね」

　俺が冗じよう談だんっぽくいじると、会場全体が笑った。

「みんなが楽しんでくれたおかげで、最後まで演奏することができました。ほんと、感謝してます。俺にとっても高校生活で、最高の思い出になりました。ありがとう」

　会場のあちらこちらから労ねぎらいの掛かけ声ごえが飛んでくる。

「ここにいる全員にお礼を言いたいけど、それをやっていると後片づけが終わらなくなるので我が慢まんします。俺も文化祭実行委員ですし、生徒会長も後ろにいるので」

　俺が振ふり返かえると、花はな菱びしがシンバルを鳴らす。

「ダメだそうです。だからひとりだけ、大切な人だけお礼を言わせてください。──ヨルカ」

　俺がキーボードに向き直ると、スポットライトが俺とヨルカにだけ絞しぼられる。

「自じ慢まんじゃないけど、俺の恋こい人びとです。すげえ美人でいい子です」

　ヨルカはもう慌あわてなかった。演奏に熱が入りすぎて、そんな余よ裕ゆうすらないだけなのかもしれない。ただ、黙だまって俺を見つめていた。

「俺が最後までがんばれたのは、ヨルカがいてくれたからだ。君が強くなりたいって言ったように、俺も君に相応ふさわしい男になりたいんだ」

　一番身近にいる女の子。大切な存在。大好きな人。誰だれよりも認められたい相手。

　彼女が必死にがんばっているから、俺も負けていられないと思った。

　俺達ふたりは平等であり、尊敬がある。

　だけど客観的に見ればどうだろうか？

　最初からわかりきったことだ。

　瀬せ名な希き墨すみは凡ぼん人じんで、有あり坂さかヨルカは手の届かない高たか嶺ねの花。

　不ふ釣つり合あいなカップルであるのは誰だれの目に見ても明らか。

　それでも俺自身の想おもいは揺ゆるぎなく、ヨルカの愛情にも疑いがない。

　ヨルカとの差を心のどこかで常に気にしていたのは、俺に自信がないからだ。

　他人への愛情と自分に対する自信は別問題なのだ。

　今の関係に不満はひとつもない。

　だけど、このまま現状維い持じで済むのは高校生の間だけだと思う。

　人生には容よう赦しやなく変化が押し寄せる。

　環かん境きようの変化はどうしようもなく、それが否いや応おうなく感情の変化を促うながす。

　あらゆる物事は残ざん酷こくなまでに移り変わる。

　十七歳の確信なんてあまりにも脆もろくて弱い。

　俺はヨルカのいなくなった瞬しゆん間かんを想像して、ふいに怯おびえてしまうのだ。

　そんなことなど杞き憂ゆうと無視して、目の前の楽しさに全力を傾かたむけることで逃にげればいい。

　でも、それだけじゃダメだ。

　ヨルカを守れるように、俺自身がもっと強くなりたかったのだ。

　この恋こいは青春時代の思い出で終わらせたくなかった。

　人生の最後まで君と一いつ緒しよに生きていきたい。

　だから、一番言いたかった言葉が自然と出た。




「ヨルカ！　大好きだ！　愛している！　俺と結けつ婚こんしてくれ────────────ッ!!」




　気づいたら大声でプロポーズしていた。

　見届け人である会場を満員で埋うめ尽つくす生徒達が興奮の声を上げる。

　ヨルカにとって過去最高の視線が自分に集中しているのだろう。

　四月の教室での恋こい人びと宣せん言げんの比ではない。

　なんという羞しゆう恥ちプレイ。ほとんど拷ごう問もんの域だろう。

　会場はヨルカの答えを、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　熱気と沈ちん黙もくが同居する張はり詰つめた奇き妙みような時間。

　人生で一番時の流れが遅いと感じる。

　だけど俺はもう取り乱さない。




　両りよう想おもいの恋こい人びとは震ふるえる両手を上げ、胸の前でドーナツを抱かかえるみたいに小さな丸を作った。
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　その答えに、祝福の声が爆ばく発はつする。

　鳴りやまない拍はく手しゆと歓かん声せいはやがて一体となってリズムとなる。

　会場から溢あふれるアンコール。

　何度も何度も演奏を求める声が繰くり返かえされる。

「瀬せ名なちゃん、ここが漢おとこの見せ所だね」

「スミスミ、もうひと踏ふん張ばりだよ」

「セナキス、まだいけるでしょう」

「希き墨すみ！　ほんと、最後まで責任とりなさいよ！」

　ヨルカはかつてないほど赤面していた。

　四人から向けられる視線に対して、俺は予備のピックを摑つかむ。

「おめーら心配しすぎなんだよ。何曲でもやってやるよ！」

　俺は再びギターをかき鳴らす。




　こうして永えい聖せい高等学校の歴史に新たな伝説を残して、文化祭は幕を閉じた。
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　アンコールの曲を弾ひき終おえて、ステージの幕が下りた。

　ライブの成功を喜ぶ五人を労ねぎらうように舞ぶ台たい袖そでからみんなが集まってきた。

　朝あさ姫きちゃんに紗さ夕ゆちゃんとななむー、神かん崎ざき先生やヨルヨルのお姉さん、映えいちゃんも駆かけつけてきた。

「せっかくなので記き念ねん撮さつ影えいをしましょう！」

　紗さ夕ゆちゃんの一声に、全員の集合写真を撮とる。

　そして写真を撮とり終おえると、燃もえ尽つきたスミスミはその場で崩くずれ落おちるように倒たおれた。

　スミスミはとっくに限界を超こえていた。

　それをわかっていたようにヨルヨルが受け止める。

　あたしは、抱だきしめ合あうふたりがとても尊いものに見えた。

　動けなくなったスミスミに、ヨルヨルはそのまま付つき添そって体育館を出ていく。

　そのふたりの後ろ姿に、春の球技大会を思い起こす。

　だけど、あの時よりももっと確かな繫つながりをふたりから感じ取れた。

「お疲つかれ様さま。すごいライブだったね」

　朝あさ姫きちゃんが隣となりにやってきた。

「楽しかった。あたしにとっても一生の思い出」

「ほんと、忘れられそうにない」

「ヨルヨルにとっても、かなりのサプライズだったみたいだけどね」

「まさかプロポーズまでするなんて」

「しかも、あんな大勢の前でね」

　朝あさ姫きちゃんとふたり、思い出して笑ってしまう。

「ふつう、高校生でそこまで言う？」

「文化祭マジックだよ。テンションが上がって、本心が出ちゃった的な」

「高校生で結けつ婚こんとか現実味がないや。私は私のことで手いっぱいなのに」

「──夢を叶かなえるって、あんな風にふつうや常識を飛とび越こすことなんだよ、きっと」

「ひなかちゃんは賛成派なの？」

「応おう援えん派はかな。……朝あさ姫きちゃんは？」

「啞あ然ぜんって感じ。こっちが足あし踏ぶみしているうちに、あっちはもっと先へ行っちゃうんだもの。もう背中も見えなくなっちゃって、少しだけさびしい。まぁでも、今回は百点満点かな」

　朝あさ姫きちゃんの目は赤いけど、その表情はスッキリしているみたいだった。

「スミスミはあんなヘロヘロな状態でステージに立って、よくギターを弾ひけたよね」

「有あり坂さかさんもまさか自分から時間を稼かせぐなんて言い出すとは思わなかった」

「ふたり、清すが々すがしいくらいに両りよう想おもいだもんね」

「愛の力って偉い大だい」

　朝あさ姫きちゃんはしみじみと呟つぶやいた。

「──スミスミ、できるかな？」

「希き墨すみくんならできるよ。今日みたいに、この先もずっと」
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「プロポーズ先せん輩ぱい、おはようございます！」

「プロポーズ先せん輩ぱい、ライブもかっこよかったです！」

「プロポーズ先せん輩ぱい、男らしかったですよ！」

「プロポーズ先せん輩ぱい、末長くお幸せに！」

「プロポーズ先せん輩ぱい、新しん婚こん旅行はどこへ？」

「プロポーズ先せん輩ぱい、子どもは何人くらいの予定ですか？」

　文化祭の振ふり替かえ休日だった月曜日が明けて、火曜日。

　朝の通学途と中ちゆうから、やたらと声をかけられる。

　どうやら俺の発言はすでに全校生徒に知しれ渡わたっているようだった。

　プロポーズ先せん輩ぱいというあだ名が知らぬ間に定着しており、俺は行く先々で顔見知りの子から知らない相手まで関係なく祝福という名のからかいを浴びせられる。

　そりゃメインステージの上であんなことを叫さけべば当然だ。

　屋上から愛の告白なんて比じゃない。

　恋こい人びとを通とおり越こして、夫ふう婦ふになって欲しいということだ。

　永えい聖せい高等学校は進学校であり、多くの者にとって結けつ婚こんはまだまだ先のイベントである。

　誰だれもが文化祭でハイテンションになった結果、盛り上げるためのリップサービスだと思って聞いているのだろう。

　周囲の認にん識しきと一番の違ちがいがあるとすれば、俺が本気だということだ。

　あの場で自分が一番言いたかったこと。

　すでに俺とヨルカは両りよう想おもいの恋こい人びとである。

　じゃあ、その先はどうなる？

　俺は高校生の恋れん愛あいの限界を乗のり越こえたい。

　卒業して振ふり返かえって、思春期の思い出で終わらせたくなかった。

　今感じている特別を、一生大切にしたい。

　成長して、大人になって、年老いて、死ぬ最さい期ごの瞬しゆん間かんまで隣となりにいて欲しい相手。

　現実味はないし、予想もつかないし、保証なんてない。

　だけど、不思議と迷いはなかった。

　ヨルカがいるから、俺は強くなれる。

　それだけは自信をもって言えた。

　自分の発言には一いつ切さいの後こう悔かいはないが、この周りの過か剰じような反応には正直困った。

　それはヨルカも同様だった。

「今すぐ家に帰りたい」

　ヨルカは死にそうな顔で教室に現れた。

　俺と似たような状じよう況きようだったらしく、案の定ヨルカの方が憔しよう悴すいは激しい。

「よぉ、プロポーズ瀬せ名な！」

「プロプロ、じゃなかったスミスミ。おはよう」

「ふたりまでからかってくるなよ！」

　七なな村むらとみやちーは露ろ骨こつにニヤニヤ笑って、俺達のところにやってくる。

「今や有あり坂さかさんの存在は、縁えん結むすびの神様みたいな状態だからねぇ」

　朝あさ姫きさんが笑いを堪こらえ切きれない様子だった。

「なんなのよ、それ!?」

　ヨルカは聞き捨てならないとばかりに説明を求める。

「そりゃ文化祭のフィナーレで、あんな盛せい大だいな公開プロポーズをしてＯＫを出したら誰だれだってネタにするわよ。有あり坂さかさんが胸むな元もとで小さく○を作った写真をスマホの壁かべ紙がみにすると恋れん愛あい運うんが上がるって噂うわさがまことしやかに流れているくらいだし」

「肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がい！　そんなの盗とう撮さつじゃない！」

「じゃあ全校生徒ひとりひとりのスマホをチェックする？」

「う～～～～」とヨルカは悔くやしそうに唸うなる。

「女王様どころか、縁えん結むすびの神様かよ」

　俺は思わず笑ってしまう。

　すでに校内一の美少女としても有名ではあったが、さすがに信しん奉ぽうされて拝まれる対象まで昇しよう格かくするとは思うまい。

「希き墨すみ、笑いごとじゃないから！」

「じゃあ撤てつ回かいした方がいいか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　ヨルカはごにょごにょと言いい淀よどむ。

「まーたイチャついているよ」

「ふたりとも仲良しだ」

「ふたりだけの時にしなさいよ。ご利り益やくを披ひ露ろうしているだけだから」

　俺とヨルカのやりとりを、すかさず三人がコメントしてくる。

　特に朝あさ姫きさんの的確な指し摘てきには、俺はまいったなぁという苦く笑しようが浮うかぶ。

　これは、しばらくいじられ続けるのを覚かく悟ごするしかなさそうだ。

「まずは希き墨すみくん回復おめでとう。元気になってよかった」

「ライブから帰ってから、昨日は丸一日寝ねていたよ。こんなに爆ばく睡すいするとは」

「希き墨すみくんもダウンしてたから、クラス全員での打ち上げも延期しているんだよ。日程を調整しないとね」

「そりゃ楽しみだ。飲ヤム茶チヤカフェもずっと盛せい況きようでよかったよ」

　俺はクラスの方に初日の半分くらいしか携たずさわることもできなかったが、二日目も開店の直後から行列ができていたことを聞いて安心した。

「希き墨すみくんのアイディア勝ちね。それに有あり坂さかさんや七なな村むらくんがしっかりみんなを引っ張ってくれたおかげ。バニーガールになってたら一体どうなっていたことやら」

　朝あさ姫きさんの一言に、みんなで笑う。

「セナキス、リンクスでの打ち上げもやるからね！」

　隣となりのクラスからやって来たのは、叶かのうミメイと花はな菱びし清きよ虎とらのふたりだった。

「ふたりともお疲つかれ様さま。最後まで悪かったな」

「瀬せ名なちゃん、水みず臭くさいことはなしだよ。むしろ生徒会長としてはあれだけ盛り上がった文化祭にできて鼻が高いんだから」

「最高のケミストリーを感じられて気持ちよかったよ、セナキス！」

「鬼おに教きよう官かんに褒ほめられて光栄だ。これでリンクスもめでたく解散だな」

　元々バンドを組む相手がいなかった叶かのうのために一時的に結成された期間限定バンドである。

　文化祭が終われば解散するものだと俺は思っていた。

　ただ、いざ解散となると少し名残なごり惜おしい。

　燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんはなはだしい俺がもう一度ステージに立つのは難しいだろう。

　達成感と虚きよ脱だつ感かんがないまぜになった俺が、こんなにしんみりするとは自分でも意外だった。

「え、リンクスは解散しないよ」

　叶かのうはあっさりと前提を無視した。

「リンクスは永久に不ふ滅めつ。無期限活動休止なだけ。リンクスだけは、ウチの人生で唯ゆい一いつ解散しなかったバンドにしたい。それぐらい特別なライブだった。だから、これからもリンクスでいさせてよ。駄だ目めかな、セナキス？」

　いつになくしおらしい態度で叶かのうに問われる。

「まぁ、いいんじゃねえ。腐くされ縁えんっていう繫つながりも悪くないだろう」

「うん！　そうだよね」

　せっかく覚えたギターだ。これからも趣しゆ味みで続けるくらいはしていきたい。

「ところでバンドの方の打ち上げは俺や幸ゆき波なみちゃんも当然参加できるよな？　最後に瀬せ名なを連れてきたのは俺らだぜ」

　イベント大好き七なな村むらは、紗さ夕ゆを含ふくめて参加を主張した。

　当然、紗さ夕ゆも来るに決まっている。

「そしたら、私も行きたいな。ライブの裏方としてはかなり貢こう献けんしたと思うし」

　朝あさ姫きさんも手を挙げた。

　実は彼女がアンコールの時間を削らないで済むように俺の遅れを最大限に見越した上で、俺の作ったスケジュールよりさらに巻きの進行で指示していた。隠れたファインプレーだ。

「ちょ、ちょっと！　みんなが参加するのは構わないけど、最初にわたしとのデートが最優先なんだからね！　夏からずーっと我が慢まんしてたんだから！」

　ヨルカがムキになって割りこんできた。

　その発言に全員が黙だまりこむ。

「ヨルカ、おまえ……」

　さすがの俺も恥はずかしい。

　人のことを怒おこれないぞ。朝から飛ばしすぎだ。

　文化祭デートだけでは埋うめ合あわせできるものではない。

　確かにリンクスに入ることに決めてから、俺達はろくにデートできなかった。ずっと我が慢まんしてきたのは知っていたけど、まさかそこまでなんて。

　あぁ、もう、みんながなにを言うかわかってしまう。

　それを言われたら、ヨルカはいつものように赤面して大おお慌あわてするのだろう。

　同時にこうして教室の真ん中で、堂々と、公こう認にんで、恋こい人びとでいられるのが正直嬉うれしい。

　俺とヨルカが恋こい人びととして歩んできた日々は未来へと続いていた。

　有あり坂さかヨルカの大真面目な発言に、俺以外のみんなが同じ台詞せりふを返す。

「希き墨すみくんのこと」

「スミスミのこと」

「瀬せ名なのこと」

「セナキスのこと」

「瀬せ名なちゃんのこと」




「「「「「好きすぎ！！！！！」」」」」




　五人が綺き麗れいに声を揃そろえて、指し摘てきした。

　だが、俺の予想は外れる。

　ヨルカは赤面していたが、その口から紡つむがれた言葉に今度はみんなが驚おどろかされる番だった。




「もちろん、わたしは希き墨すみが大好き！　ずっと両りよう想おもいだからね！」




　大勢の人前でも構わず、ヨルカは最高の笑え顔がおで答えた。


了










あとがき






　はじめまして、またはお久しぶりです。羽は場ば楽らく人とです。

　このたびは『わたし以外とのラブコメは許さないんだからね』五巻をお読みいただきありがとうございます。

　両想おもいラブコメは秋を迎むかえて、愛と青春に燃える文化祭編でした。

　希き墨すみは男の意地と達成を、ヨルカは新しい挑ちよう戦せんを、朝あさ姫きは自らの気持ちに決着を。

　今回はみんな、がんばりました。特に希き墨すみと朝あさ姫き。




　ラブコメ作品では、読者が感情移入しやすいように主人公はできるだけ無個性な方がいいという説もあります。

　羽場個人としては主人公こそ個性を際きわ立だたせた方がいいと思う派です。

　その結果、瀬せ名な希き墨すみという主人公は他人想おもいで真まっ直すぐだけど、普ふ通つうで平へい凡ぼんで無個性だと自分で思いこんでいる、少し自信の足りない少年になりました。

　一巻発売当時から読んでくれた人達の感想で大変嬉うれしかったのは、ヒロイン達のかわいさを褒ほめていただくと共に、希き墨すみの隠かくれた優ゆう秀しゆうさにも気づいていただけたことでした。

　いつも他人のためにがんばる主人公が、自らの殻からを破った文化祭。

　希き墨すみの成長を書けて良かったです。




　また支はせ倉くら朝あさ姫きも作者にとって特別なキャラクターです。

　実は企き画かく書の時点では、一巻のクライマックスで朝あさ姫きが希き墨すみに告白する展開はありませんでした。あくまでヨルカとは対照的にコミュニケーション能力が高く、希き墨すみと同じくクラス委員の相棒で身近にいる美少女。それ以上でもそれ以下でもありませんでした。

　ところがいざ執しつ筆ぴつの段階になって「ちょっと待った！　私も希き墨すみくんが好きなんですけど！」と朝あさ姫きは、作者の出番を求めてきました。これは実に不思議な体験でした。いわゆるキャラクターが勝手に動くという経験は何度もありますが、これほどまで作品全体の底上げを実感できたのは朝あさ姫きが初めてです。

　彼女が経験した切ない片かた想おもいと失しつ恋れんもまた共感を呼んだのでしょう。

　おかげ様で、本作は羽場にとって現在もっとも長いシリーズとなっております。

　物語は積み重さなり、感情は深まり、キャラクターは成長していきます。

　長く続けられるありがたみを実感するばかりです。

　気づけば羽場もプロデビューして五年、今回は特に感かん慨がい深ぶかい一冊になりました。




　ここからは謝辞とお知らせを。

　担当編集の阿あ南なん様。いつの間にか知り合って、長い時間が経たったことに驚おどろきが隠かくせません。これからも引き続きよろしくお願いします。

　イラストのイコモチ様。毎回こちらのイメージを深く汲くみ取とり、しかも期待以上の仕上がりで返していただき感謝しかありません。シリーズを通して、ヒロイン達の様々な衣い装しようを見るたびに嬉うれしい悲鳴を上げております。今回もありがとうございました。

　本作の出版にお力ちから添ぞえいただいた関係者様、音楽関係で取材させていただいた皆みな様さま、家族友人知人、いつもありがとうございます。




　お知らせは三点。




①屋上での希き墨すみと花はな菱びしの会話でチラリと触ふれられたビヨンド・ジ・アイドル。

　彼女らにまつわる物語が、ＧＡ文庫から『みんなのアイドルが俺にガチ恋こいするわけがない』（略りやく称しようは、みんドル）として発売されます。

　女子の本音はかわいくて厄やつ介かい!?

　夜に虹にじのかかる島を舞ぶ台たいに繰くり広ひろげられる、ちょっと不思議なギャップラブコメです。

　みんドルの方でも、わたラブについて触ふれているのでお楽しみに。

　作品同士を跨またいだクロスオーバーって昔から大好きなんです。

　みんドルも是ぜ非ひ読んでいただけると嬉うれしいです！




②電でん撃げきノベコミにて『わたし以外とのラブコメは許さないんだからね』の新たなに書き下ろしエピソードの連れん載さいを予定しています！

　気になる物語の内容は、本編に繫つながる過去編です。

　わたラブ・エピソード０とも言うべき、希き墨すみとヨルカが付き合うに至るまでの昔の出来事がついに語られます。本編が一層面おも白しろくなること請うけ合あいです。どうぞお見み逃のがしなく。

　詳しよう細さいは、羽場のツイッターなどで随ずい時じ告知しますのでフォローをよろしくお願いします。




③次ページから六巻の予告です。

　五巻の終わり方がまるで最終回のようでしたが、続きます。

　文化祭を経て、希き墨すみとヨルカの両想おもいはより強く確かなものになりました。

　ふたりの愛を阻はばむものなんて、もう何もない──はず？

　それでは羽場楽人でした。またお会いしましょう。








BGM：リンクス『永聖高等学校文化祭スペシャルライブ（アンコール）』









　文化祭のクラス打ち上げは、ほんとうに楽しかった。




　家に帰ると、玄関にはお姉ちゃん以外の革かわ靴ぐつとヒールが並んでいた。

「もしかして!?」

　わたしは足早にリビングへ直行する。

「お。ヨルカも帰ってきたな」

「おかえりなさい、ヨルカちゃん」

　ソファーで寛くつろいでいたのは、わたしのパパとママだった。

「え、いつアメリカから帰ってきたの？　ビックリ！」

「お母さんと話して、ふたりを驚おどろかせようと思ってね。サプライズってやつだ」

「先に言ってくれれば、ご飯を作って待っていたのに」

　わたしの両親は仕事の関係で北米を拠きよ点てんとしており、世界中を飛び回っている。一年のほとんどを海外で過ごし、こうして日本に帰ってくることは数えるほどしかない。

　最後に会ったのは、今年のゴールデンウィークに家族で行った海外旅行先の南の島だ。

「ヨルカちゃん、もうお母さんよりお料理が上手なんじゃないの？」

「えーそんなことないよ。久しぶりにお母さんの手料理も食べたいな」

「いいわよ。今回はちょっと長い滞たい在ざいになるからね」

「え、ほんとうに!?　楽しみ」

　それを聞いて、わたしは無む邪じや気きに喜んだ。

「ヨルカも半年会わないうちに、ずいぶん大人っぽくなったんじゃないか」

「ほんとね。あら、そのネックレスははじめて見るわ？　自分で買ったの？」

　パパはしみじみと娘むすめの成長を感じ、ママはわたしが希き墨すみからもらったネックレスに気づく。

「恋こい人びとからのプレゼント。今、ヨルちゃんにはお付き合いしている彼かれ氏しがいるもんねぇ」

　恥はずかしがるわたしに代わって答えたのは、アリアお姉ちゃんだった。

　お姉ちゃんはなぜか不ふ機き嫌げんそうに、離はなれたところでワイングラスを傾かたむけていた。

「なに!?　ヨルカに彼かれ氏しができたのか？」

「アリアちゃん、先に教えてくれてもいいじゃない。お母さん、ビックリよ」

「そっちが黙だまって帰国してきたんだから、こっちもサプライズよ」

　お姉ちゃんの声には険がある。すごく虫の居所が悪そうだった。

「……どうしたの、お姉ちゃん？　なんか怒おこっている？」

「理由なら、パパとママから聞いて」

　両親の口から信じられない提案が伝えられ、心臓が止まるかと思った。

「ヨルカ、一いつ緒しよにアメリカで暮らさないか？」

　世界の終わりを知らされた気分で、わたしは今にも壊こわれてしまいそうだった。





































わたし以い外がいとのラブコメは許ゆるさないんだからね⑤
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